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国見町告示第９号 

 

 

 

 

 

      令和２年第１回国見町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

 

         令和２年２月１４日 

 

 

 

 

 

                     国見町長 太田久雄 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 

 

         １．期  日   令和２年３月３日 

 

         ２．場  所   国見町議会議場 
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応招不応招議員 

 

 

 ・応招議員（１０名） 

   １番 小 林 聖 治 君   ２番 佐 藤   孝 君   ３番 松 浦 和 子 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 村 上   一 君   ６番 佐 藤 定 男 君 

   ７番 渡 辺 勝 弘 君   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ） 

  １０番 浅 野 富 男 君  １１番 八 島 博 正 君  １２番 （ 欠 員 ） 

  １３番 （ 欠 員 ）  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・不応招議員 

   な し 

 



 
 
 

第  １  日 
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令和２年第１回国見町議会定例会議事日程（第１号） 

 

                    令和２年３月３日（火曜日）午前１０時開議 

 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 陳情の付託 

     陳情第 ７号 看護師と介護従事者の特定最低賃金新設を求める陳情 

     陳情第 ８号 福島県最低賃金の引き上げと早期発行を求める意見書提出の陳 

            情について 

 第 ５ 報告第 １号 その他の債権の放棄について 

 第 ６ 報告第 ２号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告に 

            ついて 

 第 ７ 議案第 １号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴 

            う関係条例の整備に関する条例 

 第 ８ 議案第 ２号 国見町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

 第 ９ 議案第 ３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

 第１０ 議案第 ４号 職員団体のための職員の休暇に関する条例の一部を改正する条 

            例 

 第１１ 議案第 ５号 国見町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 

 第１２ 議案第 ６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 第１３ 議案第 ７号 国見町営住宅管理条例及び国見町定住促進住宅条例の一部を改 

            正する条例 

 第１４ 議案第 ８号 国見町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 

            定める条例の一部を改正する条例 

 第１５ 議案第 ９号 国見町公民館条例の一部を改正する条例 

 第１６ 議案第１０号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条 

            例を廃止する条例 

 第１７ 議案第１１号 公立藤田病院組合規約の変更について 

 第１８ 議案第１２号 令和元年度国見町一般会計補正予算（第５号） 

 第１９ 議案第１３号 令和元年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 第２０ 議案第１４号 令和元年度国見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 第２１ 議案第１５号 令和元年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 第２２ 議案第１６号 令和元年度国見町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 第２３ 議案第１７号 令和元年度国見町土地開発事業特別会計補正予算（第１号） 

 第２４ 議案第１８号 令和元年度国見町渇水対策施設特別会計補正予算（第１号） 

 第２５ 議案第１９号 令和元年度国見町水道事業会計補正予算（第２号） 
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 第２６ 議案第２０号 令和２年度国見町一般会計予算 

 第２７ 議案第２１号 令和２年度国見町大木戸財産区特別会計予算 

 第２８ 議案第２２号 令和２年度国見町入山財産区特別会計予算 

 第２９ 議案第２３号 令和２年度国見町公共下水道事業特別会計予算 

 第３０ 議案第２４号 令和２年度国見町後期高齢者医療特別会計予算 

 第３１ 議案第２５号 令和２年度国見町国民健康保険特別会計予算 

 第３２ 議案第２６号 令和２年度国見町介護保険特別会計予算 

 第３３ 議案第２７号 令和２年度国見町土地開発事業特別会計予算 

 第３４ 議案第２８号 令和２年度国見町渇水対策施設特別会計予算 

 第３５ 議案第２９号 令和２年度国見町水道事業会計予算 
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 ・出席議員（１０名） 

   １番 小 林 聖 治 君   ２番 佐 藤   孝 君   ３番 松 浦 和 子 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 村 上   一 君   ６番 佐 藤 定 男 君 

   ７番 渡 辺 勝 弘 君   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ） 

  １０番 浅 野 富 男 君  １１番 八 島 博 正 君  １２番 （ 欠 員 ） 

  １３番 （ 欠 員 ）  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・欠席議員（なし） 

 ・遅参及び早退議員（なし） 

 ・地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 太 田 久 雄 君 副 町 長 佐 藤 弘 利 君 

教 育 長 岡 崎 忠 昭 君 総 務 課 長 引 地  真 君 

企画情報課長 阿 部 正 一 君 税務住民課長 吉 田 義 勝 君 

環境防災課長 村 上 幸 平 君 保健福祉課長 菊 地 弘 美 君 

産業振興課長 
兼農業委員会 
事 務 局 長 

蓬 田 英 右 君 
ま ち づ く り 
交 流 課 長 武 田 正 裕 君 

建 設 課 長 羽 根 洋 一 君 上下水道課長 宍 戸 浩 寿 君 

会計管理者兼 
会 計 課 長 黒 木 浩 子 君 

教 育 次 長 兼 
学校教育課長 澁 谷 康 弘 君 

幼児教育課長 東海林八重子君 生涯学習課長 安 藤 充 輝 君 

農業委員会会長 朽 木 勝 之 君 代表監査委員 佐 藤 徳 正 君 

 ・本会議に職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長 松 浦 昭 一 君 書 記 佐 藤 智 昭 君 

書 記 実 沢 隆 之 君 書 記 中 條 伸 喜 君 
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◇開会の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。ただいまの出席議員は全員です。定足数に

達しておりますので、これより令和２年第１回国見町議会定例会を開会いたします。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） 直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりであります。 

◇          ◇          ◇ 

◇会議録署名議員の指名 

議長（東海林一樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、８番松浦常雄君及び１０番

浅野富男君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇会期の決定 

議長（東海林一樹君） 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

   おはかりいたします。 

   本定例会の会期は、本日から３月１７日までの１５日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、会期は本日から３月１７日までの１５日間と決定いたしました。 

   なお、本定例会にあたり、町長、農業委員会会長、監査委員及び関係職員に対し、

説明のため、あらかじめ出席を求めておりますので、ご了承願います。 

◇          ◇          ◇ 

◇諸般の報告 

議長（東海林一樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   はじめに、議会関係について事務局長から報告させます。議会事務局長。 

議会事務局長（松浦昭一君） 議会関係についてご報告いたします。 

   令和元年第４回議会定例会以降、現在までの議会活動は、お手許に配付の議員活動

報告書のとおりであります。 

   本定例会に、町長より別紙議案提出書のとおり報告２件、条例１０件、一般議案

１件、補正予算８件、新年度予算１０件が提出され、受理いたしました。 

   本定例会までに受理した請願・陳情は、陳情２件であります。 

   一般質問の通告は７議員で、お手許に配付の一般質問通告一覧表のとおりでありま

す。 

   例月出納検査の結果について監査委員から報告があり、その写しを配付しておりま

す。 
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   以上、ご報告いたします。 

議長（東海林一樹君） 次に、一部事務組合関係について。 

   最初に、伊達地方衛生処理組合議会について、１１番八島博正君。 

１１番（八島博正君） 去る１２月１９日、午前１１時より、令和元年第４回伊達地方衛

生処理組合議会臨時会が開催され、浅野議員と一緒に出席しました。私から、その報

告をいたします。 

   まず、会議に先立ちまして、１１月に選挙が行われました川俣町議会より新しい議

員が選出されましたので、その議員の紹介並びに議席の指定が行われております。新

しい議員は作田善輝議員、高橋真一郎議員でございます。 

   本臨時会に提案された案件は、専決処分１件、一般議案３件、補正予算３件であり

ます。 

   まず専決処分でございますが、台風１９号により霊山にある処理場の通路の橋が壊

れまして、それの修復のために専決処分を行ったものであります。 

   議案第１９号は、伊達地方衛生処理組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の制定について、議案第２０号は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定についてであります。

臨時、非常勤職員の適正な任用の確保などを目的とした地方公務員法及び地方自治法

の一部を改正する法律の施行により、会計年度任用職員の勤務条件等を規定するため

の条例を制定するとしたものであり、両議案は関係ありますので、それぞれ一括説明

を受けております。 

   次に、議案第２１号、伊達地方衛生処理組合職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例についてでありますが、福島県人事委員会の勧告に基づき、職員の月例給与

及び特別給与等の改正を行うものであり、この３案はいずれも満場一致可決されてお

ります。 

   次の３件は、補正予算でございます。 

   議案第２２号、令和元年度伊達地方衛生処理組合一般会計補正予算（第２号）につ

いては、６５万７０００円を増額し、予算総額を５７９４万４０００円とするもので

あります。歳出としては、総務費において給与条例改正等による人件費と備品購入等

の増額補正によるものでございます。歳入については、支出で増額補正となったため、

財政調整基金繰入金を増額するものであります。 

   次に、議案第２３号、令和元年度伊達地方衛生処理組合し尿処理事業特別会計補正

予算（第２号）については、３９万円を増額し、予算総額を３億６６４６万

８０００円とするものであります。歳出としては、衛生費において給与条例改正等に

よる人件費と備品購入等の増額補正となるものです。歳入については、歳出の増額補

正となったため、し尿処理施設整備基金繰入金と諸収入を増額するものであります。 

   次に、議案第２４号、令和元年度伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別会計補正

予算（第３号）については、２５万８０００円を増額し、予算総額を２４億

２５４２万３０００円とするものであります。歳出については、衛生費において給料
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条例改定等にある人件費と備品購入等の増額補正となるものです。歳入については、

歳出の増額補正となったため、ごみ処理施設整備基金繰入金と諸収入を増額したもの

でございます。 

   以上３件の補正予算は、いずれも原案どおり満場一致可決されております。 

   以上で私の説明を終わります。 

   なお、詳しくはお手許に配付しました資料をご参照願いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 次に、伊達地方消防組合議会について、７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 伊達地方消防組合の報告について、私から報告させていただきます。 

   昨年１２月１９日、小林議員とともに出席いたしました。午後１時３０分より、伊

達地方消防組合会議室において全員協議会が開かれた後、提出議案について協議いた

しました。 

   続いて、２時３０分より、令和元年第４回伊達地方消防組合議会臨時会が開かれま

した。 

   まず、管理者から提案理由があった後に、直ちに提案審議に入りました。提出され

た案件は、選挙１件、議案１件であります。 

   選挙第１号は、副議長選挙についてであります。指名推選選挙において、川俣町議

会議員選出の菅野清一氏が選出されました。 

   議案第９号は、令和元年度伊達地方消防組合一般会計補正予算についてであります。

歳入歳出予算総額に２億４７１７万８０００円を増額しまして、歳入歳出予算総額を

それぞれ１９億８１７７万８０００円としたいということであります。内容は、台風

１９号における災害復旧費が主であります。さきの台風１９号の水難救助におきまし

て、道路が冠水し、救助工作車及び積載資機材搬送車が引上げ困難となり、水没いた

しました。そのために、救助工作車及び積載資機材搬送車購入と車載積載車備品購入

費であります。 

   これらの議案１件は、採決の結果、原案どおり可決されました。 

   続きまして、２月３日の伊達地方消防組合のことについて発表させていただきます。 

   ９時３０分より、伊達地方消防組合議会会議室におきまして全員協議会が開かれ、

提出議案について協議いたしました。続きまして、９時５５分より令和２年第１回伊

達地方消防組合臨時会が開かれました。 

   まず、管理者から提案理由があった後に、議案審議に入りました。提出された議案

２件であります。 

   議案第１号は、動産の取得についてであります。５社による指名競争入札の結果、

１億３０３５万円で株式会社山際ホース専門店によって、さきの救助工作車を購入落

札いたしました。 

   続いて、議案第２号は、令和元年度伊達地方消防組合一般会計補正予算についてで

あります。歳入歳出予算総額から４５４万４０００円を減額して、歳入歳出予算総額

をそれぞれ１９億７７２３万４０００円としたいということであります。内容は、台

風１９号における災害復旧費が主でありました備品購入費の減額であります。 
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   これら議案２件は、採決の結果、原案のとおり可決いたしました。 

   なお、お手許に議案の写しを配付しておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

   以上で伊達地方消防組合議会臨時会の報告を終わります。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） 次に、公立藤田病院組合議会について、６番佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 令和元年１２月２４日、令和元年第４回公立藤田病院組合臨時会が

開催されましたので報告いたします。 

   提出された議案は、条例の改正１件でありまして、公立藤田総合病院職員の給与、

勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例についてであります。

この条例の改正は、人事院勧告並びに福島県人事委員会勧告に基づき同様の措置を講

ずるためのもので、主な内容は６月と１２月に支給される賞与の増率をすることと、

休日勤務手当の改正であります。 

   採決の結果、本案は原案のとおり全会一致で可決されました。 

   議案内容の詳細につきましては、お手許の資料をご覧いただきたいと思います。 

   以上で私からの報告を終わります。 

議長（東海林一樹君） 最後に、私より本席から、福島地方水道用水供給企業団議会につ

いて報告をいたします。 

   去る２月１８日午後２時より、福島地方水道用水供給企業団議会定例会が開催され

ました。 

   まず最初に、新たに選出されました３名の議員の仮議席の指定があり、その後、会

議録署名議員の指名、そして会期の決定、さきに仮議席の指定を受けた３名の議員の

自己紹介があり、議会は開催されました。 

   提出された議案は２件でありまして、議案第１号は、令和元年水道用水供給事業会

計補正予算であります。 

   議案第２号は、令和２年度水道用水供給事業会計予算であります。 

   この２件、いずれも原案どおり満場一致で可決されました。 

   詳細につきましては、お手許に配付してあります資料をご覧いただきたいと思いま

す。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇陳情の付託 

議長（東海林一樹君） 日程第４、陳情の付託について。 

   本日までに受理した請願・陳情は、陳情２件であり、お手許に配付した陳情文書表

のとおり、陳情第７号は総務文教常任委員会に付託し、陳情第８号は産業建設常任委

員会に付託しましたので、報告いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案の上程（報告第１号～議案第２９号） 

議長（東海林一樹君） この際、日程第５、報告第１号から日程第３５、議案第２９号ま
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での報告２件及び議案２９件を一括上程いたします。 

   なお、この３１件については、本日提案理由の説明を受け、うち報告第１号から議

案第１９号までの２１件については、６日に議案説明、質疑、採決を行い、議案第

２０号から議案第２９号までの各新年度予算については、最終日の１７日に議案説明、

質疑、採決を行いますので、ご了承願います。 

   書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

◇          ◇          ◇ 

◇町長施政方針並びに提案理由の説明 

議長（東海林一樹君） 町長より施政方針並びに提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（太田久雄君） 本日、ここに令和２年第１回国見町議会定例会を招集いたしました

ところ、議員の皆様にはご壮健にてご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

   本定例会には、令和２年度一般会計及び特別会計予算をはじめ、当面する緊急かつ

重要な議案をご提案申し上げております。 

   まず、中国が発生源とされる新型コロナウイルス感染症について申し上げます。 

   日本国内でも感染者が増加していることから、蔓延予防の対策が急がれておるとこ

ろでございます。予防対策並びに発生した場合の連絡体制などにつきまして、町とし

ましても回覧や各戸配布の文書によりまして、その注意喚起を行っているところでご

ざいます。 

   また、国からの要請などを踏まえまして、小・中学校の臨時休校、３月１５日まで

のイベントの中止やももたん広場、木育広場つながるーむの臨時休館などの対応を行

っておるところでございます。今後とも、発生の状況などに十分注意して、適時適切

に対応してまいりたいと考えておるところでございます。 

   それでは、提案理由の説明に先立ちまして、令和２年度の施政方針について、その

所信を申し上げます。 

   私は、町長就任以来、「復興・絆・交流連携」、「国見の未来をみんなでつくりま

しょう」を基本理念に掲げまして、オール国見の精神を念頭に置きながら、ここまで

町政に全力で取り組んできたところでございます。今後も、「東日本大震災からの復

興・再生」、「安全安心な町政の実現」、「活力ある町政の実現」、「思いやりのあ

る町政の実現」、そして「国見町の継続的な維持発展」の５つの目標を国見町の復

興・再生のための重要課題と捉え、その解決に邁進をしてまいりたいと考えておりま

す。 

   さて、東日本大震災と東京電力福島原子力発電所の事故から９年がたとうとしてお

ります。この間、国・県などの関係機関、町議会をはじめ町民の皆様方のご努力によ

りまして、国見町の復興・再生への道は新たなステージに移行しつつあるものと認識

をいたしております。 

   しかしながら、昨年１０月の令和元年東日本台風とその後の大雨は、東日本大震災

と原発事故からの復興と再生に追い打ちをかける大きな被害となったところでござい
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ます。 

   私は、浸水被害に遭われた方々の生活再建、町の基幹産業の農業再生、破堤した滝

川と一体となった滑川の堤体の改修、そして機能停止となりました県北浄化センター

の早期復旧などにつきまして、被災自治体と連携し、県、国の関係省庁などに度重な

る要望活動などを行ってきたところでございます。 

   また、東日本大震災と原発事故からの復興のシンボルとして設置をいたしました

「道の駅国見あつかしの郷」は、町民はもとより、全国各地から多くの方々にお越し

をいただいてございます。これによりまして、道の駅国見あつかしの郷は、国見町の

みならず被災３県の復興モデルの一つとして位置づけされつつあるものと考えてござ

います。 

   今後も引き続き、震災と原発事故、そして台風被害からの復旧・復興・再生に全力

で取り組んでまいります。 

   さらに、地方創生事業の一つであります「くにみ農業ビジネス訓練所」につきまし

て、福島大学食農学類との連携協定を締結いたしましたことから、農業研修施設とし

てのみならず、学生の受入れも視野に入れた農業実習研修施設としての役割も付加さ

れるものと考えてございます。今後は、ミニトマトのＪＧＡＰの認証による安全安心

な野菜づくりなど、国見ならではの新たな農業の基礎づくりに取り組んでまいりたい

と考えてございます。 

   一方、まちづくりの手法にも新たな取組が見られているところでございます。国・

県の補助金や交付金を町が歳入し、町が主体的に取り組むといったこれまでの方法に

加えまして、町は一般企業と連携を図りながら、彼らが有する知見と創造的発想、資

金調達能力や行動力に委ねるといった国見型の地方創生の方法として取り組んでいる

ところでございます。 

   特に、令和２年度は東日本大震災と原発事故からの復興・創生期間の終了を見据え、

町政の原点回帰を図りますとともに、国見町が自治体として将来も維持発展するため

の基盤をさらに強化する対策の実現に邁進してまいりたいと考えてございます。 

   そのためには、まず東日本大震災と原発事故からの復興・再生につきましては、県

をはじめ関係機関と連携し、引き続き風評被害対策に取り組みますとともに、中間貯

蔵施設への汚染土壌などの早期搬出、仮置場の復旧、そして東京電力への損害賠償請

求と既請求分の早期支払いなどを強く求めてまいりたいと考えてございます。 

   加えまして、令和元年東日本台風による復旧対策の一つとしまして、国土強靭化の

施策実現にも取り組んでまいります。 

   また、交流人口・関係人口の拡大を図るための交流連携事業につきましては、国見

町の豊かな多彩な農産物と道の駅国見あつかしの郷を軸にしつつ、岩手県平泉町、岐

阜県池田町などをはじめとする友好自治体との連携を強化しますとともに、地域おこ

し協力隊制度のさらなる活用、関東圏、それから仙台圏をターゲットとしました交流

会やプロモーション、くにみ農業ビジネス訓練所の運営を通した移住・定住、新規就

農・就業支援などを推進してまいりたいと考えてございます。 
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   一方、子育てに奮闘している保護者の皆様を支援する体制の整備としまして、幼稚

園入園、小中学校入学時の保護者の負担軽減を図るための支援策の創設、また全ての

町民が健康に暮らすための事業構築や高齢者の社会参加、認知症予防の支援事業にも

取り組んでまいります。 

   そして、国見に生まれ、暮らすことへの誇りや喜びを再認識するために、震災直後

から取り組んでまいりました国見町歴史的風致維持向上計画につきましても、国見町

歴史文化基本構想策定とともに、国史跡阿津賀志山防塁下二重堀地区への歴史公園建

設事業として着手をいたしたところでございます。 

   さらには、半世紀ぶりに我が国で開催されます東京２０２０オリンピック・パラリ

ンピックの関連事業につきましては、私たちの未来そのものでございます国見の子ど

もたちがこの祭典に感動し、自らの人生の指針となる夢を見出す基礎となるような事

業構築などを行ってまいりたいと考えてございます。 

   また、町の基幹産業であります農業の振興、商店街・商工業の活性化、学校教育の

充実、生涯学習・生涯スポーツの拡充を図りますとともに、国見町の今後１０年の町

政運営の基本となります第６次国見町総合計画の策定も行うことといたしてございま

す。 

   全ての町民が、国見町に暮らすことの幸せ感、そして「ずっと好きです国見町」を

実感し得るような町政運営を、オール国見の精神で実施してまいります。 

   以上、令和２年度の施政方針について、その所信の一端を申し上げたところでござ

います。 

   それでは、令和２年度一般会計当初予算の概要について申し上げます。 

   新年度の予算編成にあたりましては、国・県の状況を踏まえまして、厳しい財政状

況の中にあっても、第５次国見町振興計画に掲げました基本理念の実現を目指し、補

助事業などを十分に調査・研究し、予算編成を行ったところでございます。 

   また、国見町の令和２年度一般会計当初予算のネーミングを「復興・絆・交流連

携」、「基盤強化予算」として編成し、総額は復興創生分８億５０００万円を含めま

して、５６億６０００万円となったところでございます。 

   まず、歳入についてでございますけれども、ため池除染事業などの大型事業が終了

したため、前年度比におきましては０.５３％の減少となったところでございます。 

   一方、歳出でございますけれども、第５次国見町振興計画の実現に向けた政策に重

点的に配分いたしますとともに、「国見の未来をつくる５つの目標」を実現するため

の所要の経費を計上したところでございます。 

   １つ目は、東日本大震災からの復興・再生についてでございます。 

   引き続き、仮置場の適正な管理、原状回復工事などの除染対策事業を進めますとと

もに、放射線対策健康管理事業、果樹改植などの福島県営農再開支援事業、ふくしま

森林再生事業、そして農産物ＰＲ事業などに所要の経費を計上させていただいたとこ

ろでございます。 

   ２つ目は、安全安心な町政の実現についてでございます。 
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   町道等の維持補修に係る自治協議会事業、防火水槽整備、防災訓練、消防団員備品

購入、防犯灯ＬＥＤ化などに加えまして、国土強靭化の策定についても取り組むこと

とし、これらに対して所要の経費を計上いたしたところでございます。 

   ３つ目には、活力あるまちづくりについてでございます。 

   国見のすばらしさを広く周知し、交流人口・関係人口の増加を図るために、義経ま

つりやまちづくり推進協議会事業、くにみ農業ビジネス訓練所運営事業、地域おこし

協力隊事業などに加えまして、歴史ウォーク、東京２０２０オリンピック・パラリン

ピック関連事業などにも新たに取り組むことといたしまして、これらに係る所要の経

費を計上させていただいたところでございます。 

   ４つ目は、思いやりのある町政の実現についてでございます。 

   国見子どもクラブ、幼稚園預かり保育、木育広場つながるーむ、くにみももたん広

場の運営などの子育て支援事業、また生きがいデイサービス、いきいきサロン交流事

業などの高齢者対策事業に加えまして、新年度は幼小中の入園・入学支援事業や、健

康プロジェクト事業にも新たに取り組むこととしまして、所要の経費を計上いたした

ところでございます。 

   ５つ目は、国見町の継続的な維持発展についてでございます。 

   町長と対話の日をはじめとする広聴活動、ふるさと納税、地域プロモーション、歴

史を活かしたまちづくり、歴史公園と阿津賀志山防塁周辺整備、国見ホイスコーレ、

地域学校協働本部事業など、幅広いまちづくり事業の充実を図りますとともに、報道

機関やインターネットを活用した情報発信事業を強化するための所要の経費を計上い

たしたところでございます。 

   令和２年度も、さらなる住民福祉の向上と国見町の将来にわたる維持発展のための

施策を鋭意進めてまいりたいと考えてございます。 

   続きまして、令和元年第４回定例会以降の町政執行等の主なものについて、国見の

未来をつくる５つの目標に沿って申し上げます。 

   １つ目は、東日本大震災からの復興・再生についてでございます。 

   はじめに、除染対策について申し上げます。 

   小坂方部１号、藤田方部３号、森江野方部１号、そして大木戸方部２号に保管され

ておりました除去土壌等につきましては、環境省による中間貯蔵施設への輸送が完了

をいたしたところでございます。 

   今後は、令和２年度内に全ての仮置場からの輸送完了に向けまして、環境省と協議

を進めているところでございます。また現在、原状回復工事を行っております藤田方

部１号、それから大枝方部１号仮置場につきましては、３月末をもって土地所有者へ

の返地を完了する見込みとなっておるところでございます。 

   次に、風評対策・トップセールス、特産品ＰＲについて申し上げます。 

   １２月から２月にかけまして、出荷の最盛期を迎えましたあんぽ柿につきましては、

仙台中央郵便局における試食販売、さらには産地合同による東京・豊洲市場や首相官

邸でのＰＲ活動などに取り組んでまいりました。 



 

‐14‐ 

 

   次に、令和２年度米の作付について申し上げます。 

   生産調整に伴います生産数量目標の設定につきましては、平成３０年産米から廃止

されておりますけれども、昨年に引き続き、令和２年産米としまして県が設定しまし

た生産数量の目安に基づき、各地区での説明会を開催したところでございます。 

   ２つ目は、安全安心な町政の実現についてでございます。 

   まず、交通事故防止について申し上げます。 

   ご案内のように、当町におきましては平成１６年６月１８日以降、長らく交通死亡

事故ゼロの日を更新してまいりましたけれども、残念ながら昨年１２月、

５,６５６日をもって途切れたところでございます。 

   今後でございますが、国道４号線の４車線供用開始によりまして、交通環境が厳し

さを増すことが予想されますことから、関係機関、関係団体などと連携しながら、交

通事故撲滅に向けた取組を強化してまいりたいと考えてございます。 

   次に、令和元年東日本台風からの復旧の取組について申し上げます。 

   徳江前原地区と県北浄化センター周辺の土砂堆積物の撤去につきましては、１２月

中に道路の土砂撤去が完了しまして、農地に堆積しました土砂につきましては、農林

水産省の災害査定が終了しまして、３月中には撤去が完了する予定となっておるとこ

ろでございます。また、稲わらなどの漂流ごみと農地の除去土壌の搬出と処分につき

ましては、環境省の災害査定が終了しております。同じく３月中には撤去と処分が完

了するということになってございます。 

   引き続き、関係機関と連携を密にしながら、今後の農作業に支障のないように鋭意

作業を進めてまいりたいと考えてございます。 

   さらに、のり面崩落が多数発生しました林道の復旧につきましても、災害復旧事業

として国の査定が終了いたしましたことから、工事予算を本定例会に計上させていた

だいてございます。 

   また、機能停止となっております県北浄化センターにつきましては、段階的に下水

処理の質を向上させるための簡易生物処理を１２月９日から開始しますとともに、水

処理施設の開口部を板やシートで覆うなどの臭気対策も実施をいたしたところでござ

います。また、１月２０日には下水を揚水する主ポンプが仮復旧したということで、

場内からの汚水の溢水は改善された状況になっておるところでございます。 

   ３つ目には、活力あるまちづくりについてでございます。 

   はじめに、「明日へ。ビッグツリー・イルミネーション事業」について申し上げま

す。 

   １１月のイルミネーション事業に続きまして、あつかし山ビッグツリー事業につき

ましては、１２月２２日に道の駅国見あつかしの郷で点灯式を行い、１月５日までの

間、町内を温かく照らしたところでございます。 

   また、当町のマスコットキャラクター、「くにみももたん」の縫いぐるみが完成い

たしまして、２月９日に発表会と販売会、これも道の駅で実施をいたしたところでご

ざいます。 
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   次に、まちづくり推進事業について申し上げます。 

   国見ニュータウンにつきましてでございますけれども、令和元年東日本台風の被災

者に向けまして、半額での販売キャンペーンを実施いたしてございます。その結果で

ございますが、１区画の申込みがあったところでございます。 

   次に包括連携事業について申し上げます。 

   ２月２２日になりますけれども、町と福島信用金庫の共催で体験型実習講演会「魔

法のご飯の作り方」を開催をいたしたところでございます。 

   ４つ目には、思いやりのある町政の実現についてでございます。 

   まず、木育推進事業について申し上げます。 

   当町は、ご案内のように、平成２８年３月にウッドスタート宣言を行っておりまし

て、様々な木育推進事業を実施いたしておるところでございます。２月２２日には、

２６人の乳幼児に誕生祝い品としまして、国見産の杉で作製したおもちゃを贈呈させ

ていただきました。 

   次に、自立支援型地域ケア会議について申し上げます。 

   この会議では、要支援者のケアプランについて、６つの分野の専門家のアドバイス

を受けながら、お世話型ケアプランから自立型ケアプランへの移行の重要性というも

のを学んだところでございます。 

   次に、減塩セミナーについて申し上げます。 

   今回は、当町の応援大使・分とく山総料理長、野崎洋光さん、そして町食育推進専

門委員の女子栄養大学名誉教授、松本仲子さんが講師となりまして、和食をテーマに

おいしく減塩するコツを学びますとともに、試食会も行ったところでございます。減

塩対策を健康づくりの事業の一つに位置づけをし、継続してこういった事業を実施し

てまいりたいと考えておるところでございます。 

   続きまして、親子クッキング教室と、みそ造りの体験教室について申し上げます。 

   親子クッキング教室では、国見町食卓図鑑の中から、豆腐ご飯やひき菜炒りなどを

調理しながら郷土料理の多彩さを学び、みそ造り体験教室では、古来からの発酵食品

でありますみそ造りを通しまして、和食が持つ奥深さと高機能性を体験いたしたとこ

ろでございます。 

   次に障害者理解促進講座について申し上げます。 

   この講座は、地域のキーパーソンでございます町内会長、それから民生児童委員を

対象に開催したものでございまして、障害者の生活実態を聞きながら、障害者の種類

やその特性、障害者との関わり方、サポートの在り方などについて、いろいろと学ん

でいただいたところでございます。 

   次に、新型コロナウイルス感染症について、先ほど申し上げました別の話になりま

すけれども、申し上げさせていただきたいと思います。 

   日本国内での感染者が増加している状況で、感染は新たな段階に入ったものと考え

られます。感染力は、季節性インフルエンザより強いとはいえ、予防対策の基本はイ

ンフルエンザと同様で、マスク、手洗い、咳エチケットにありますことから、冷静な
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対応をお願いするものでございます。また、県では帰国者・接触者相談センターを開

設しておりますことから、万が一、感染が疑われる事態となった場合は、ちゅうちょ

なくお問合せなどするようにお願いをさせていただいたところでございます。 

   ５つ目は、国見町の継続的な維持発展についてでございます。 

   まず、歴史を活かしたまちづくりについて申し上げます。 

   当町の文化財保護行政のマスタープランとなります国見町歴史文化基本構想の検討

を進めております。町民のパブリックコメントを経まして、１２月２５日に構想案の

建議をいただき、これに基づきまして３月に策定をする予定となっておるところでご

ざいます。 

   次に、総合計画管理、域学連携、国見ホイスコーレ、地方創生の各事業について申

し上げます。 

   まず、総合計画管理事業についてでございますが、２月２０日に総合計画審議会を

開催しまして、次期６次計画になりますけれども、計画の策定体制を整え、審議を開

始させていただいたところでございます。 

   また、福島大学との域学連携事業につきましては、１２月に開催しましたしめ縄づ

くりで本年度の事業を終了いたしたところでございます。世代間の連携が図られ、取

組成果の共有も図られたところでございます。 

   さらに、国見ホイスコーレ事業につきましては、１月１８日に東京都内で報告会を

開催しまして、地方での学びの共有と次年度に向けたＰＲを行い、今年度の事業を終

了させていただいたところでございます。 

   また、地方創生事業につきましては、２月７日に、昨年協定を締結しましたＪＡＸ

Ａとワンテーブル、そして町との３者共催で、ボーサイ・スペースフード・プロジェ

クトの部門別検討会議を開催いたしたところでございます。 

   次に、マイナンバーカード、租税教室、所得税・住民税申告相談について申し上げ

ます。 

   まず、当町におけるマイナンバーカードの交付枚数は、１月末現在でございますけ

れども、町から本人へ交付したカード枚数は１,２７２枚でございまして、同日時点

での国見町の人口の８,９８７人に対しまして、交付率は１４．１５％となっておる

ところでございます。 

   また、次代を担う子供たちの健全な納税意識の涵養を目的に開催しました租税教室

は、町の担当職員が講師を務め、６年生を対象に実施をさせていただきました。 

   さらに、今年度の申告相談は現在進行中でございまして、観月台文化センターにお

いて３月１６日まで実施することといたしてございます。また、新型コロナウイルス

感染症などの諸事情に考慮しまして、期間内に申告相談ができなかった方につきまし

ては、随時、税務住民課において受付をすることといたしてございます。 

   次に、空き家対策について申し上げます。 

   当町における空き家の有効活用と移住・定住促進を図るため、空き家の総合的な活

用事業を展開しております民間事業者と協定を締結いたしたところでございます。事
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業者が持つ幅広いネットワークを活用しながら空き家対策に努めてまいりたいと考え

ておるところでございます。 

   次に、くにみ農業ビジネス訓練所がＪＧＡＰの認証をしたことについて申し上げさ

せていただきます。 

   これは、くにみ農業ビジネス訓練所で栽培しておりますミニトマトが、農産物の安

全性などを管理するＧＡＰの国内認証を取得したものでございまして、２月１９日に

発表を行ったところでございます。くにみ農業ビジネス訓練所の安全安心な農産物栽

培が認められたというものでございまして、今後の農業研修に弾みがつくものと考え

ておるところでございます。 

   次に、子育て支援事業について申し上げます。 

   子育て支援事業につきましては、令和２年度から令和６年度までの５年を計画期間

としました第２期国見町子ども・子育て支援事業計画を策定したところでございます。

計画の基本理念に沿った、より一層子育てしやすいまちづくりに取り組んでまいりた

いと考えてございます。 

   次に、生涯学習事業について申し上げます。 

   まず、国見町成人式についてでございます。 

   今回の成人式は１月１２日に行いまして、９３名の門出を祝福いたしたところでご

ざいます。 

   また、文化芸術事業につきましては、様々な本公演に先立ちまして、幼稚園、中学

校、国見の里などでのアウトリーチ講演やロビーに特設カフェを設けるなど、単なる

演奏会にはとどまらない新たなスタイルでの開催の試みをいたしたところでございま

す。 

   さらに東京２０２０オリンピック・パラリンピック機運醸成事業につきましては、

今月末に聖火のリレーが始まりますことから、役場庁舎に懸垂幕をかけますとともに、

町内の体育施設につきましては横断幕などを設置するほか、観月台文化センターにお

きましてはＰＲ動画を放映することといたしておるところでございます。 

   また、国見ジュニア応援団につきましては、その活動が認められ、小中学生まちづ

くり大賞におきまして、銅賞の受賞をさせていただいたところでございます。 

   それでは、本定例会に提案いたしました各議案等について、その概要を申し上げま

す。 

   報告第１号と報告第２号につきましては、法令等に基づき、その結果を報告するも

のでございます。 

   議案第１号「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例」から議案第１０号「単純な労務に雇用される職員の給与の

種類及び基準に関する条例を廃止する条例」につきましては、法令等の改正に伴う条

例改正並びに現状に即して整理を行うものでございます。 

   議案第１１号につきましては、「公立藤田病院組合規約の変更について」でござい

まして、組合構成市町を取り巻く環境変化に対応するための規約改正でございます。 
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   議案第１２号「令和元年度国見町一般会計補正予算（第５号）」から議案第１９号

「令和元年度国見町水道事業会計補正予算（第２号）」につきましては、いずれも実

績を踏まえた予算の整理が主なものでございます。 

   なお、一般会計はじめ各特別会計におきましては、いずれも黒字となる見込みでご

ざいます。 

   次に、議案第２０号でございますが、「令和２年度国見町一般会計予算」につきま

しては、先ほど予算の概要において説明申し上げたとおりでございます。 

   議案第２１号「令和２年度国見町大木戸財産区特別会計予算」から、議案第２９号

「令和２年度国見町水道事業会計予算」につきましては、それぞれの設置目的による

事務事業の推進につきまして、一般会計の予算編成方針に準じまして、効率的な執行

と採算性の維持、経営の健全化などを念頭に、一層の経費節減、効率化を図りつつ、

所要の経費を計上させていただいたところでございます。 

   また、特別会計のうち、管理会、または管理運営委員会、審議会などを設置してあ

るものにつきましては、補正予算も含め、それぞれご説明、ご同意をいただいており

ますことをご報告申し上げさせていただきます。 

   以上、本定例会に提出いたしました各議案につきまして、一括提案理由の趣旨を申

し上げましたけれども、審議に先立ち、関係課長からそれぞれ説明いたさせますので、

慎重審議の上、速やかなるご議決を賜りますよう心からお願い申し上げ、提案理由の

説明とさせていただきます。 

   なお、人事案件等の追加提案を予定しておりますのでご報告を申し上げます。 

   以上、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（東海林一樹君） 以上で、町長施政方針並びに提案理由の説明は終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

◇協議会関係の報告 

議長（東海林一樹君） 続いて、協議会関係について担当課長の報告を求めます。 

   伊達市桑折町国見町火葬場協議会について、環境防災課長から報告を求めます。環

境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） それでは、私から、伊達市桑折町国見町火葬場協議会につ

いてご報告いたします。 

   去る２月１３日、桑折町役場におきまして、令和２年第１回伊達市桑折町国見町火

葬場協議会が開催されたところでございます。 

   提出された案件は１件でございます。 

   議案第１号、令和２年度伊達市桑折町国見町火葬場協議会会計予算についてでござ

います。 

   歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０１６万８０００円と定めるものでござ

います。 

   歳入の主なものとしましては、分担金及び負担金の１５８０万円でございまして、

うち国見町分としましては負担金の２０.９％の４５６万６０００円となるものでご
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ざいます。 

   次に、歳出の主なものとしまして、火葬場施設費におきます需用費の７５５万

８０００円と、委託料の１００４万６０００円でございます。 

   また、需用費の内訳といたしましては、燃料費の２９４万９０００円、修繕料の

３２３万円などでございます。 

   なお、令和２年度の主な修繕は、耐火台車上部交換２台となるところでございます。 

   また、委託料の内訳といたしましては、火葬場施設管理の２０９万７０００円、火

葬業務委託料の７５５万８０００円などでございます。 

   以上のとおり、提出されました議案は、原案のとおり可決されているところでござ

います。 

   なお、詳細につきましては、配付されてございます写しをご覧いただきたいと思い

ます。 

   以上、伊達市桑折町国見町火葬場協議会の報告とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 以上で、協議会関係の報告は終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

   明日は午前１０時から本会議を開きます。 

   なお、１１時１０分より、総務文教常任委員会を委員会室で、産業建設常任委員会

を中会議室北側でそれぞれ開催いたします。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   本日はご苦労さまでした。 

（午前１１時００分） 

 



 
 
 

第  ２  日 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。ただいまの出席議員は全員です。定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇一般質問 

議長（東海林一樹君） 日程第 1、一般質問を行います。 

   通告順に発言を許します。質問及び答弁は、簡潔かつ要領よく発言願います。 

   なお、この際申し上げます。 

   各議員の発言は、答弁も含めて６０分までは認めることといたします。 

   最初に、６番佐藤定男君。 

   佐藤定男君。 

（６番佐藤定男君 登壇） 

６番（佐藤定男君） では、さきの通告に従いまして、一般質問をいたします。 

   まず、学習指導要領の改訂についてお伺いいたします。 

   学習指導要領が改訂されまして、小学校が令和２年度から、中学校が令和３年度か

ら実施されることになっております。新学習指導要領は、「知識及び技能」、「思考

力・判断力・表現力など」、「学びに向かう力、人間性など」を総合的にバランスよ

く育んでいくことを目指しております。 

   まず、小学校は来年度から実施されますが、改訂される内容を具体的にお聞きいた

します。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） ６番佐藤定男議員のご質問にお答えをいたします。 

   議員ご指摘のように、平成２９年度に新しい学習指導要領が告示され、移行期間を

経て、小学校では来年度から、中学校では令和３年度から完全実施となります。 

   「生きる力を育む」という基本的な方針は変わりがありませんが、これからの変化

の激しい時代にあっては、単に知識を得ていくということだけではなく、どのように

学習していくのか、そして学んだことを活用して課題をどう解決していくか、そうい

う力が大切になっております。 

   そのため、知識の理解の質を高める、また資質・能力を育む「主体的・対話的で深

い学び」、アクティブ・ラーニングと呼ばれるものですが、を実現することを目標に

しております。 

   したがいまして、何ができるようになるかを明確にするために、議員ご指摘のよう

に、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、それから「学びに向かう力、

人間性など」、各教科や学校生活の中でバランスよく育むことになります。 
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   具体的な内容で大きな変更点としましては、小学校では３、４年生において、外国

語活動を３５時間新たに実施することになります。５、６年生においては、今まで外

国語活動として実施していた３５時間を廃止して、教科としての英語を７０時間実施

することになります。 

   今までの時数との比較では、小学校３年生以上は３５時間の時間増となります。つ

まり平均すると週に１時間授業時間が増えるということになります。 

   その他改訂される内容としましては、新しい教科ではありませんが、論理的な思考

力を深めることを目的としたプログラミング教育が始まります。これは各教科の中で

適切な内容のところで各学校が計画して実施することになっておりまして、新たな時

数増ということではありません。 

   また、道徳についても教科として学習していくことになりますが、これも新たな時

数増ということではありません。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 今、新しく科目増となるお話がありまして、英語において３、４年

生が３５時間、今度は５、６年生が教科科目として７０時間、時間数が増えるという

ことになりますと、その分の教員の対応もそれなりに必要になるかと思うのですが、

その辺の教員の確保といいますか、対応は十分になっておりますか。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えをいたします。 

   教員の確保は十分かとのお質しでございますが、教職員の数につきましては、公立

義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律、略して標準法と申し

ておりますが、この法律に定められております。 

   学習指導要領の改訂にあたりましては、この法律に基づいておりますので、その部

分に関して新たな教員の配置ということはございません。 

   主に、先ほど申し上げました英語科などにつきましては、学級担任が担当するとい

うこととなっておりますので、先生方の計画的な研修などを進めてきたところでござ

います。 

   また、町といたしましては、英語の特別講師を配置いたしまして、その英語教育の

対応を鋭意進めてきたところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 英語の教科におきまして、学級担任もそれの指導をするということ

ですが、先生方それぞれ専門科目といいますか、小学校についてはある程度の科目を

担当しているわけですが、この英語の指導が増えるということについて、教員の方の

負担も増えると思う、ましてや、その知識力も必要になってくるかとは思うのですが、

その辺の対応はどのようになっておるのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 
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教育長（岡崎忠昭君） お答えをいたします。 

   先ほど答弁させていただきましたように、小学校では３年生以上が平均して授業時

数として週１時間程度、増加することになります。 

   ただ、国見小学校におきましては、移行期間中にも本格実施しておりましたので、

来年度に時数が増えるということはございません。今年度までの実践を評価検証して、

来年度の教育課程を編成することとしております。 

   町の対応ということですけれども、英語教育の充実を図るということで、本町では

小学校に英語特別講師を配置しております。年間で６００時間程度の授業を担当する

ようにしております。英語教育の質の向上と教員の負担軽減を図っているところであ

ります。 

   また、国見小学校においては、今年度、文部科学省のほうで進めております英語推

進教師というものが加配、１人多く配置しておりまして、３年生以上の英語学習はこ

の英語推進講師が主として担当しております。英語教育の質の向上も図るということ

と担任の負担軽減を図っているというところであります。 

   また、児童生徒についても授業時数が増えるということで、結構負担が多いのです

が、学校の教育活動全体を通じて、例えば行事の精選や会議などの精選などを通じて、

児童生徒がゆとりを持って学校生活が送ることができるように創意工夫しているとこ

ろであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 英語につきましては、英語専門講師も配置するということでありま

して、質問が重複するかとも思うのですが、全体での授業時間が増えますと当然、週

単位の時間数も増えてくるかと思います。 

   それで、全体の中でその増えた部分に対して、例えば春休み、夏休みの日数とかに

影響は出てくるのでしょうか。お聞きします。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   授業時数が増えますので、議員ご指摘のとおり、授業日数については今までのとお

りというわけにはいきません。昨年度から夏休みを短縮しまして、３日間ほど夏休み

を短くしまして授業時数を確保しているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 学習指導要領の改訂については以上で終わりまして、次の質問に移

りたいと思います。 

   国見小学校、県北中学校教諭の時間外勤務についてお聞きいたします。 

   公立校教員の働き方改革の一環で、勤務時間を年単位で調整する変形労働時間制の

導入を柱とする改正教職員給与特別措置法、略して給特法が昨年１２月に成立してお

ります。 
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   この法律の施行は令和３年度からになりますが、その前提としての国見小学校、県

北中学校教諭の時間外勤務の実態をお聞きいたします。 

   県教育委員会は、勤務実態調査を毎年６、７月に行っておりますが、昨年度の調査

結果を国見小学校、県北中学校別にお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えをいたします。 

   議員ご指摘のこの調査の中では、県立学校全てと市町村立学校の場合は７６校抽出

をされて調査が行われているものでございます。 

   個別の学校の数値につきましては公表はされておりませんが、同様の出し方で１日

当たりの学内の勤務時間ということで調べさせていただきました。 

   小学校の校長で１０時間２５分、教頭で１３時間６分、教諭で１１時間となってお

ります。また、中学校におきましては、校長で１０時間４３分、教頭で１２時間

５３分、教諭で１０時間５４分という数字になっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） ただいま日単位での時間外勤務時間をお聞きしました。 

   １日１０時間以上勤務状態があるということは、やはり時間外労働が日常化してい

るという印象を私は持つわけですが、教育委員会としては、この実態の数字をどのよ

うにお考えでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   議員ご指摘のとおり、教職員の勤務実態としては、先ほど次長も答弁させていただ

きましたけれども、もう長年、超過勤務が当たり前のような状況になっているところ

に大きな課題があります。 

   この解決のために、教職員の働き方改革ということで文部科学省を中心に進めてき

ているところです。例えば、勤務時間の上限に関するガイドライン、それから部活動

の在り方についてのガイドラインなどを策定して、実効ある働き方改革になるように

対応しているところであります。 

   また、学校における業務改善として、学校が本来担うべき業務、それから学校の業

務ではあるけれども必ずしも教員が担う必要がない業務、それから本来ですと保護者

や地域、あるいは行政がやるべきことではあるけれども学校が担っている業務の整理

をして、計画的に教師の負担軽減を図ることにしております。 

   さらに、ただいま議員もお話ありましたけれども、教職員の働き方改革を推進する

ために、通称、給特法と呼ばれる法律ですけれども、成立しまして、令和３年度から

施行されることになっております。 

   教師本来の業務である授業に時間をかける、子どもたちに時間をかけることができ

るように計画的に改善を図ってまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 時間外の実態の時間数をお聞きしましたが、やはり１０時間以上の

勤務があるということで、この日常の時間外の勤務の管理は具体的にどのようにして

いるのでしょうか。お聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   教職員の勤務時間の管理ということで、なるべく客観的に把握するということで、

小学校、中学校、タイムレコーダーを設置しまして、それを教頭先生に集計をしてい

ただきまして、教育委員会に報告をしていただくということで管理しているところで

す。 

   ただ、ご指摘のとおり、報告いただいているから勤務時間が減っているわけではな

いというのが実態ですので、やはり働き方改革、それから業務の改革というのは、こ

れからできるだけ計画的に進めていかなくてはならないと考えているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 最初に質問した内容とも関連してまいりますけれども、学習指導要

領が改訂されまして、一定の時間、授業時間数が増えてきます。そうしますと、当然、

授業の準備等で勤務時間にも影響が出てくるのではないかと思われますが、その点に

関しての対応策をお聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   議員がご指摘のように、具体的に、小学校においては、３年生以上は授業時間が

１時間増えるということは先ほど答弁させていただきました。それに伴って、教材研

究等、教職員が教材を作ったり、自分の研修を進めることで、時間がかかるというこ

とはそのとおりであります。 

   ですが、実際に具体的に、どういう手だてをしていくかということになると、なか

なか難しいというのも実態です。 

   それで、町としては、まず英語に関しては、これも先ほど答弁させていただきまし

たけれども、特別講師を配置して、子どもたちの質の向上という点もありますけれど

も、先生方の負担軽減というところも含めて考えておるところです。 

   また、文部科学省においても、小学校の高学年ぐらいから教科担任制のほうが適切

ではないかという議論もあって、決まったということではなくて、そういう議論がな

されているところです。 

   そういう大枠のところでも教職員の負担軽減については検討なされておりますので、

それを踏まえながら町としても具体的に対応していきたいと考えているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） なかなか難しい問題だと思いますけれども、この変形労働時間制が
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令和３年度から実施されるということで、それについては管理者と教員の間で十分な

話合いがなされると思っておりますけれども、ぜひ実効のある変形労働時間制が実施

されることを期待して、私の質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、７番渡辺勝弘君。 

   渡辺勝弘君。 

（７番渡辺勝弘君 登壇） 

７番（渡辺勝弘君） 令和２年第１回定例会にあたり、さきに通告しておりました質問を

させていただきます。 

   昨年の台風１９号によって防災意識の重要さが高まっておりますが、防災訓練は地

域によって関心の違いが感じられます。その状況をどのように考えているのか、まず、

この点をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） ７番渡辺勝弘議員のご質問にお答えいたします。 

   近年、地震、台風などによりまして、大規模災害が全国各地で毎年のように発生し

まして、当町におきましても、台風第１９号によりまして河川の決壊など発生しまし

て、広範囲にわたり甚大な被害を受けたところでございまして、町民の方々の防災に

対する関心の高まりを感じているところでございます。 

   そういった中、町におきましては、災害対策基本法に基づきまして、毎年地域の実

情に合わせました防災訓練を実施しているところでございます。 

   地域によって関心の違いがあるのではないかとのお質しでございますが、防災訓練

全体の参加者の推移を見ますと、平成２９年度におきましては３,０４２人、平成

３０年度におきましては２,９７８人、令和元年度におきましては３,００９人と、地

区により違いはございますが、ほぼ横ばいで推移しているところでございまして、地

域による関心の違いにつきましては、この参加者数だけから読み取るということは困

難でございまして、地域差というよりは個人差であると考えているところでございま

す。 

   そのような中におきまして、自然災害は関心がある、ないに関わらず発生いたしま

す。そのときに自分だけは大丈夫、自分たちの地域だけは大丈夫といった意識が、実

際に災害が発生したときに被害を大きくすることは、過去の災害の事例からでも明ら

かでございまして、さらに、ふだんできないことは災害時にできるものではないと認

識しているところでございます。 

   そのようなことから、町といたしましては、災害発生に備えた防災訓練に関心を持

っていただくことともに、自分の命と家族を守るために重要であると認識してござい

まして、今後とも防災訓練の充実とともに町民一人一人が自分の身は自分で守るとい

う自助の意識を十分に普及啓発するなど、参加者を増やす取組に努めてまいりたいと

考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 
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７番（渡辺勝弘君） 防災訓練というものは、全町民を対象に行っている訓練ではござい

ますが、全員が参加することは不可能だと思っております。 

   先ほど課長が申しましたように、平成２９年度から参加人数の推移を聞きまして、

約３,０００人近くの方々が参加されていますが、その参加人数は地域によって多少

ばらつきがあると思いますけれども、地域の参加人数は年々どのように変化している

のか、その推移についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   各地区の３か年の参加人数の推移でございますが、防災訓練につきまして、現在

６地区で開催してございますが、６地区それぞれの参加者数につきましては、ほぼ横

ばいで推移しておりますが、強いて申し上げますと土砂災害警戒区域などが所在して

いる地区がございます。その地区につきましては、若干の増加傾向にあるところでご

ざいます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、課長が言いましたように、その６地区によっていろいろな考え

方があると思います。 

   その参加人数の割合によっては、防災意識の違いがあるように思われると感じます

けれども、それについてどのように考えているかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   防災意識の違いがあるのかというお質しでございますが、参加人数の割合から各個

人の防災に対する潜在的意識を読み取ることはなかなか難しいと考えてございますが、

一つの指標としての参加人数の割合から防災意識の違いを読み解くということも一つ

の方法であると考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町民の防災意識が低下しているのではないかという実感をお持ちだ

と思いますが、防災訓練は訓練の内容が、先ほども申しますけれども、地区によって

いろいろな違いがあると思います。 

   そして、会社、あるいは学校等で執り行っているために、同じような訓練をする必

要がないと判断をしている結果が参加人数の増加につながってはいないのではないか

と思うのですけれども、その点についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   災害が発生した場合、各個人が直ちに行動に移すことは難しく、災害時に適切な活

動を行うためには日頃からの訓練を繰り返し繰り返し行うことによりまして、防災行

動力を養うことが重要であると考えているところでございます。 
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   防災訓練に参加して避難経路や避難所の確認、さらに備蓄品確認など、住民一人一

人が常に意識を持って災害に備えていただくことが、自分の命と家族の命を守ること

につながると考えております。町としましても、一層の防災意識向上のための啓発を

行っていくとともに、緊張感を持った、また実践的な防災訓練の実施の模索など、参

加者を増やす取組につきまして、自主防災会を主とします防災訓練実行委員会におき

まして協議してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 訓練というものは、いろいろなことがあると思いますけれども、見

学することも訓練だと考えております。幾つもの訓練種類がある中で、特に炊き出し

訓練を行っておるところがあると思います。 

   炊き出し訓練はやっているのですけれども、参加者に炊き出しを出す訓練なのか、

炊き出しをする訓練を見学させる訓練なのか、その点についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   議員ご指摘のとおり、災害発生時におきましては、避難生活が長期化した場合、炊

き出しの重要性は言うまでもございません。そのようなことを踏まえまして、非常時

の調理器具の確認、備蓄食料の試食など、災害発生を想定した炊き出し訓練は重要な

ことだと認識しているところでございます。 

   また、災害時におきましては、必ずしも炊き出し方法などに熟知されている方がい

るとも限らないことから、町としましても、炊き出し訓練を分担しながら行うなど、

参加型の訓練が望ましいと考えているところでございます。 

   そういったことも踏まえまして、自主防災会を主とする防災訓練実行委員会におき

まして、炊き出し訓練の在り方、方法等も含めまして協議してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺議員、質問を前に進めてください。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 次の質問に移ります。 

   都内で中学生が消火栓を使用した放水訓練を行っている地域が存在していると報道

されていました。当町において防災訓練への小中学生の参加者が少ないと考えており

ますが、参加しやすくなる工夫が必要ではないかと思いますけれども、その点につい

てお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   防災訓練の実施にあたりましては、事前に教育委員会と連携いたしまして、防災訓

練の実施日に、小中学校の行事、さらにはスポーツ少年団などの練習日程を配慮して

いただいているところでございまして、また、防災訓練への児童生徒の参加を促すチ
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ラシを配布いたしまして、防災訓練へ参加しやすい環境づくりに努めているところで

ございます。 

   しかしながら、防災訓練時の小中学生の参加人数の集計は特に行ってございません

が、議員ご指摘のとおり、参加者が少ない状況であることは認識しているところでご

ざいます。 

   そのような中におきまして、町では、町の防災訓練とは別に小学生を対象として毎

年キッズ防災教室を実施してございまして、常備消防と日赤奉仕団の協力の下、消火

器を使った消火訓練、応急手当ての仕方、炊き出し訓練等を実施してございます。 

   昨年につきましては、初めての試みとなりますＪＡＸＡを招いての防災講話を開催

するなど、防災に興味を持っていただくとともに生きる力を育む防災教室の開催に努

めているところでございます。 

   町といたしましても、今後とも防災訓練とキッズ防災教室の両面から児童生徒や地

域住民を含めました防災への関心を高める施策に取り組むことが重要であると考えて

いるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 私も普通救命講習会を受講いたしました。 

   それでも、現実にその現場に遭遇いたしましたら、その行動ができるか心配してお

ります。だからこそ何度も講習を受講することで、自信を持って対応していくことが

可能になると考えております。 

   学校での様々な訓練で、特に中学生たちは様々な体験や見学をすることによって、

自分たちができる、自分たちしかできないことを学ぶことが子どもたちの防災意識の

向上につながると考えておりますので、今後とも参加しやすい様々な施策をと思って

おります。 

   次の質問です。 

   災害時の対応については、自助・共助・公助の観点から、まずは自分の安全を図り、

その後、高齢者や障害者、支援が必要な方々をみんなの力で助け合う地域の連携が必

要と考えます。今後どのように体制を構築していくのか、その点についてお伺いいた

します。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） この質問につきましては、私のほうからお答えを申し上げさせてい

ただきたいと思います。 

   議員お質しのとおり、災害時におきましては、公的機関の公助だけでは当然、限界

があるということでございます。特に、初動、災害が発生してすぐということでござ

います。 

   その際には、やはり自助が一番ベースでございますし、あとは、時間が若干経過す

る中で人が集まってくる、そのときには共助という形になるということで、まさに段

階的に自助・共助、そして公助と、それが並行的に動く場合もあるというのが今まで
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の流れかなと思っております。 

   そういった中で、町では災害時に自ら避難することが困難な方、あるいは要支援の

方々につきましては、当然に警察、それから消防団、町内会、民生委員などと情報を

共有しながら、支援に対応する位置づけをさせていただいているということでござい

ます。 

   ある地区などによっては、より具体的にもう既に動いている地区もあります。誰が

この方をどうするのだというようなことで、発生した場合を考え、もう既に一つの流

れを作っている地区もあるということでございます。 

   私も実際的にその体験を見させていただいたこともありますけれども、そういった

各地区におけるタイムラインというのですか、人を一つに固定化しておいて、その中

で誰がどうするのだという流れをしっかりと作っておくことが必要なのかなと思って

おります。 

   そういった中で、来年度、町におきましては、国土強靭化地域計画を作っていくと

いうことを今考えておりまして、これはハード、ソフト両面になりますけれども、今、

お質しの件については、ソフト面という形になりますけれども、そういった中で何が

どうするのだということも含めて位置づけをすると。 

   さらに、今問題になっております自主防災組織、どちらかというと先ほどご質問あ

りましたように、ちょっとアンバランスの部分があるので、その辺を一律にどうでき

るかとか、あるいは実際の防災訓練をもうちょっと緊張感を持ってといいますか、よ

り実践に即したものができないかどうかとか、そういったものも含めて、この計画の

中にいろいろと議論をしながら盛り込んでいくということで、今、考えておるところ

でございます。 

   いずれにいたしましても、事前防災、それから減災、そういったことが非常に重要

でございますので、十分意識をしながら、この計画の中に、先ほどお質しの件などに

ついても十分お話しながら、とにかく安全・安心なまちづくりをしっかりと前に進め

ていくことが必要なのかなと思っておりますので、そんなことを十分意識をしながら、

今後とも対応していきたいと考えておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、町長からいろいろ答弁をいただきました。 

   今、構築している部分は、やはり今はいいと思いますけれども、１０年先、２０年

先もその方々がいらっしゃるとは限りません。となると、将来に持続するものを構築

していくべきだと思っております。 

   防災訓練とは、災害時に適切な行動ができる、先ほども申しましたが、災害に想定

する行動、事前訓練だと思っております。そのために何度も同じことを修練すること

によって、各自が災害に適切な行動ができるようになると思っております。 

   行政がソフトとハードの両面から自主防災組織を強化することによって、強固な防

災になると思っております。 
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   それでは、次の質問に移らせていただきます。 

   マスコミではいつでも起こり得る災害について理解し、ふだんからどのようなもの

を備えるか、どのように行動するかを学び実践に結びつける防災士が重要視されてい

ます。防災に対する意識の高揚を図っている防災士の取得者は当町にはいるのか、そ

の点についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   町内におきまして、把握してございます防災士の取得者につきましては、６名とな

っているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町内には防災士の取得者が６名いらっしゃるということですけれど

も、反復することによって防災意識を高めると認識しておりますが、その反面、同じ

ことをやることによって必要性が薄れて訓練に参加しなくてもいいと判断している

方々の考え方を改めてもらうことができる役割を担うのが防災士だと思っております。 

   その取得者が６名ということなのですけれども、当町には、もっと取得者が必要だ

と思っておりますけれども、その点についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   議員お質しのとおり、災害時におきます防災士の役割につきましては、平常時の防

災意識の啓発等、自助・共助活動の訓練、さらに災害時におきます公的支援が到着す

るまでの被害拡大の懸念など、多岐にわたるものでございます。 

   そういったことから、防災減災に関わる地域防災のリーダーになり得る防災士の育

成につきましては、東日本大震災、さらに昨年の台風第１９号などを受けまして、町

といたしましても、今後ますます重要になると考えているところでございまして、そ

の在り方につきましては、災害に強いまちづくりを目指すため、来年度策定に向け準

備を進めてございます国土強靭化地域計画におきまして、地域防災リーダーでござい

ます防災士育成の目標人数を設定するなど、地域防災力強化に取り組んでまいりたい

と考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 課長が言いましたように、町民の全ての方が取得すべきだとは思っ

ておりません。防災士の資格を持って、その資格を最大限利用して防災意識の向上を

図ることを考えている方がいれば試験の案内を出しても良いのではないかと思います

けれども、その点についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   防災士の受講の案内につきましては、町では平成２５年と平成２８年度におきまし
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て、自主防災組織強化のための福島県の助成事業によりまして、防災士育成研修の案

内を各自主防災会へ直接受講の案内を行ったところでございます。 

   防災士の資格取得には費用と時間など、ハードルがあるところではございますが、

町としましては、地域で意欲のある方を見いだすため、今後、広報紙等により周知を

含めて検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今後、防災士を取得したい方に対しまして、何らかの支援を行うこ

とで、一人でも多く防災士の取得者が増えると考えておりますので、十分な方策を講

じていただきたいと思っております。 

   最後の質問であります。 

   日頃より家庭において災害時の備えや避難方法の話合いなど、防災アクションの実

践や防災士の専門家による講習などを通じて、家庭、学校、そして地域が一体となり

地域防災コミュニティーを作り、防災意識を高めることが防災に強いまちづくりにな

るのではないかと考えておりますが、その点についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、この質問につきまして、私のほうからご答弁をさせてい

ただきたいと思います。 

   議員お質しのとおり、災害を防ぐためにはやはり一人一人、災害に強い意識を持つ

ということが必要ですし、あとはコミュニティーでしっかりと意識を持つということ

が必要です。 

   災害は、まさかではなく、いつか起きるものというふうに今なっています。例えば

地震もそうですし、ご指摘のとおり、家庭、学校、そして地域が一体となった対応が

非常に重要なのかなと思っております。 

   そういった中で、私たち日頃から申し上げておりますが、まずは自助ではないかと

思います。しっかりと何かあったときには自分で自分の身を守るという視点を皆さん

お持ちなのですけれども、そのことがどうしても薄れますといろいろな面で一つの流

れができなくなってしまうということもあるのかなと思っていますので、しっかりと

自分で意識を持つと。 

   例えば、避難所どこだよ、あるいは避難経路どこだよというあたりは、もう事前に

当然確認していくことが必要ですし、あとは非常用の持ち出しなんかどうなのだとい

うことを、その辺あたりも含めて、これは自分でできることですから、そういうもの

をしっかりと自分なりにインプットしながら対応していくということが必要ではない

かと思います。 

   その問題が皆さんご承知のように、東日本大震災で実はお亡くなりになった方の

７割が高齢者の方であったと。それは過去の経験で大丈夫だと、自分で判断をされて

しまったということでございますので、常に自分で自分の身を守るのだという意識が

非常に重要なのかなと思っております。 
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   そういった中で、皆さんご承知のように、防災訓練時に出前講座、いろいろと講習

をいただいております。学校でもその防災訓練、当然、義務ですからやっていますし、

あとはキッズ防災教室も現在やっておるという状況です。 

   今、議員お質しの防災士の話でありますけれども、これは必要だと思うのです。地

区地区である程度、専門的な知識を持った方がいる、いないで全然違うと思うのです。 

   ですから、恐らく議員のお質しは６名では足りないよと、もっと増やせよと、でき

たら町内会レベル６０ぐらいはほしいよということなのかなと、私、今、質問の中で

思ったのですけれども、まさに地区地区に専門家がいれば、うまくいくと思うのです。 

   民生委員の方で非常に優秀な方がいて、ある地区なのですけれども、すごいスピー

ディーに避難とか何かの対応をしているという地区もあります。ですから、そういっ

た方がいれば、一つの流れができていくということは当然ではないかなと思います。 

   今後については、県・国の専門家を招く、あと防災士がいれば、地区では防災士の

方だと思うのです。オールラウンドにいきますと国とか県の方々が講演をするという

形になっていくのかなと思っておりますので、そこは十分意識をしながら対応する必

要があるかなと思っています。 

   最後に総括ということで、今、渡辺議員いろいろご質問されましたけれども、まさ

に全体的にどうするのだという議論、ハードはハードでやっていますけれども、ソフ

ト面のご質問中心だったと思うのですが、ソフト面でどうするのだということを、先

ほど来、課長も答弁しておりますように、国土強靭化地域計画というものを今後作る

予定にしていますので、そういった中で、今ご質問があった要支援者への支援の在り

方、それから、家庭、学校、地域が一体となったコミュニティーづくり、さらには防

災士、ここに位置づけをして、少しでも国・県からの支援を得られるような、そうい

った方策もあると聞いています。 

   ですから、しっかりその計画の位置づけをして、ご支援をいただいて、そういった

防災士の数を増やしていくということも、今後私は必要なのかなと、お質しのとおり

かなと思っていますので、そのあたりも十分意識をしながら、計画に盛り込んで、ぜ

ひ事前防災、そして減災ということで、さらに安全・安心な強いまちづくりをでき得

るように、鋭意、今後とも対応していければなと思っておりますので、今後ともよろ

しく、消防団の立場でもございますので、よろしくご指導をいただきたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） ただいま町長からの力強い言葉とこれからの考え方を拝聴いたしま

した。 

   やはり行政が全て執り行うことは不可能だと思っております。全町民の皆様の協力

があって初めて成り立つことだと思っております。 

   そのためにも、子どもから大人まで多くの町民が参加しやすい、１０年先、２０年

先を見据えた防災に強いまちづくりをお願いを申し上げて、私からの質問を終わりま

す。 
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議長（東海林一樹君） 次に、５番村上 一君。 

   村上 一君。 

（５番村上 一君 登壇） 

５番（村上 一君） さきに通告いたしましたとおり質問させていただきます。 

   歴史とアニメ等を生かした町の活性化について。 

   日本が世界に誇るべき文化であるアニメ、漫画は、日本国内はもちろん、海外でも

Ｊａｐａｎ Ｅｘｐｏ、日本文化総合博覧会などでも世界から注目されている。 

   近頃では、選挙啓発や行政の広報などにもアニメや漫画イラストが多用されており、

より多くの人に興味と親しみを持ってもらえるよう利用されている。 

   町の活性化の理念は、産業の振興、さらに人口増加を図ることであり、アニメや漫

画など、人口増加を図ることは現実的ではない。しかし、それを利用し、多くの人が

国見町に訪れ名前を広く知ってもらい、集客数の増加を図ることによりにぎわいのあ

る町を作っていくことも肝要と思われる。 

   そこでお伺いいたします。 

   ２０１６年から毎年、観月台文化センターを会場に、「コスビート国見」が開催さ

れている。遠方からも多くの方が参加し、アニメのキャラクターに扮し写真を撮り、

ＳＮＳを通じ発信している。 

   このイベントに対し、町教育委員会で後援しているが、その意図と具体的な内容、

参加人数の推移を伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） ５番村上一議員のご質問にお答えいたします。 

   ご質問にございます「コスビート国見」は、町内在住の方々を中心とした愛好家の

方が主催するイベントでございまして、団体の名称でもございます。 

   既にコスプレイベントを福島市内で実施しております、「ふくしま街コス」の方々

のバックアップによりまして、平成２８年９月より独自の活動を開始したと聞き及ん

でいるところでございます。 

   「コスビート国見」が実施しておりますコスプレの内容といたしましては、アニメ

またはゲームのキャラクターに扮して、観月台文化センターの指定する区域と隣接す

る観月台公園において写真撮影、また情報交換を行うものでございます。 

   現在、国においては、映画や音楽などのポップカルチャーにとどまらず、アニメ、

ゲーム、アイドルなど、従来はサブカルチャーと位置づけられてきました芸術文化に

つきまして、日本の魅力を展開し、海外需要の獲得とともに関連産業の雇用を創出で

きるコンテンツとして、クールジャパンの一つに位置づけまして、情報発信や人材育

成に取り組んでいるところでございます。 

   これらを踏まえ、町教育委員会といたしましては、年間重点施策に位置づけており

ます芸術・文化の振興、芸術文化に触れる機会の拡充、芸術文化活動の奨励といった

３つの観点から、観月台文化センターでの活動を支援しているところでございます。 

   参加人数につきましては、本年度は３回実施しておりまして、６月３０日には
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７０名、９月２８日には８０名、１月２６日には１１０名の参加があります。徐々に

増加傾向にあるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

５番（村上 一君） 今後、回数を重ねていくと、さらに広がりも期待できると考える。

教育委員会は今後どのような効果を期待しているのか伺いたい。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えをいたします。 

   徐々に人数が広がりつつあります「コスビート国見」のイベントでございますが、

その最大の理由は、参加者個々の方々がイベントで披露した衣装等で撮影した写真を、

議員お質しの中にございましたとおり、ＳＮＳにおいて広く共有をしているというと

ころが特徴ではないかと考えているところでございます。 

   特にツイッター、インスタグラムでは、瞬時に多くの横の広がりによって新たな関

係人口を生み出すきっかけとなっております。 

   また同時に、撮影場所であります観月台文化センターや観月台公園のロケーション

のすばらしさも発信されまして、ハッシュタグをつけて投稿することで、町や観月台

文化センターの認知度を向上させる効果があると考えているところでございます。 

   いずれにいたしましても、観月台文化センターを入口といたしまして、町の関係人

口の増加を期待いたしますとともに、観月台文化センターが多様な文化を許容し、互

いに共生する拠点となることを期待しているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

５番（村上 一君） 遠方からの参加者もあると聞いております。参加者の工夫次第では

町内の経済効果もあると思われる。そこで、教育委員会として直接支援することを考

えているのか伺いたい。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えをいたします。 

   「コスビート国見」の参加者でございますが、県北地区と宮城県の仙南地区など、

近隣の方が約半数と聞いております。さらに、遠方の郡山、あるいは山形からの参加

者が約４割、また遠くからは関東圏や岩手県からの参加者もあるとお聞きいたしまし

た。 

   これらの方々が国見町まで移動しまして、町内での飲食、あるいはお土産等を買っ

て帰っているようでございますので、町内でも一定の経済効果があるものと考えてい

るところでございます。 

   そこで、団体に対する支援の考え方でございますが、コスプレに参加する方々の最

大の特徴は自分の経費で参加しまして、自分のお金で衣装を製作しまして、また自分

の経費で情報を発信するところにございます。また、「コスビート国見」は、自主的

に過度な露出の制限であったり、参加者を傷つけるおそれのある小道具の持込みを制
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限したり、写真撮影のマナーを徹底したり、非常に節度ある運営を行っていると評価

しているところでございます。 

   このため、教育委員会といたしましては、年間重点施策に基づきまして、活動の場

を提供するなど、他の文化団体と同様に団体の自主性を尊重した支援を行ってまいり

たいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

５番（村上 一君） 現在、歴史性と長大なスケールを体験できる史跡として、阿津賀志

山防塁下二重堀地区歴史公園の整備を進めている。 

   義経伝説に関する貴重な史跡において、歴史とそれに関するアニメ等のコラボレー

ションにより、その聖地として年間を通じて若者を含めた新たな客層の集客を図り、

新たな観光資源として活用していくべきと考えるが、町の見解を伺いたい。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   国見町とアニメ等のコラボレーションについてでございますが、国見町を舞台とし

たものとして、ＤＭＭゲームズとニトロプラスが共同製作しました「刀剣乱舞」とい

うゲームの作品があります。その中で、阿津賀志山防塁と義経伝説をモチーフとした

ステージが提供されていることは承知しております。 

   また、阿津賀志山のステージを舞台化したミュージカルの「刀剣乱舞～阿津賀志山

異聞～」という作品が、平成２７年１０月から平成２８年６月にかけて、東京、大阪、

京都において上演されたということでもあります。 

   さらに、平成３０年には、先ほど議員もご指摘ありましたけれども、パリで日本文

化を紹介する複合イベントである「ジャポニズム２０１８：響きあう魂」の公式行事

においても「阿津賀志山異聞」が上演され、海外においても大きな反響があったとい

うことであります。 

   この「刀剣乱舞」というゲームにつきましては、インターネットを介してパソコン、

スマートフォンなどでプレーすることから、国内だけではなく海外にも広くユーザー

を有しており、若者だけでなく日本文化に興味を持った外国人を対象としたインバウ

ンド観光のコンテンツとしても貴重な素材となる可能性があると考えております。 

   教育委員会としましても、国のクールジャパンの一つに位置づけられているコンテ

ンツの一つが国見町にあるということは、町の情報発信のコンテンツとして大変喜ば

しいことだなと考えております。こういうアニメ文化を活用していければと考えてい

るところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

５番（村上 一君） 「刀剣乱舞」などの作品のモデルとなった舞台を実際に訪問する熱

心なファンもいると聞きます。国見町を舞台としたアニメ、またゲームについて、認

知しているものはあるのか、伺いたいと思います。 
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議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   刀剣乱舞以外に国見町を舞台にしたゲーム等について、教育委員会のほうで認知し

ているかというところが質問でしょうか。 

   私どもで今、認知しているのは、先ほどお答えをさせていただきました刀剣乱舞と

いう作品、それからフランスで行われましたジャポニズム２０１８でやりました「阿

津賀志山異聞」というのが上演されたという、その２点については私のほうでは承知

しております。 

   それ以外については、承知しているところではありません。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

５番（村上 一君） 国見町の魅力を発信するため、芸術文化の分野において観光資源と

して魅力的なアニメやゲーム等で、町が連携することは重要であると考えるが、見解

を伺いたい。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） 町のいろいろな例えば阿津賀志山の観光化等に関わってのアニメ

の活用ということでありますけれども、これについては、まちづくり交流課のほうで

具体的に進めている部分がありますので、まちづくり交流課長のほうに答弁していた

だいてもよろしいでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） それでは、私のほうからアニメを観光資源として活

用する考えということでお答えをさせていただきます。 

   また、ただいま教育長が答弁したとおり、阿津賀志山の名前がゲーム、「刀剣乱舞」

に登場するということで、議員のご質問にもありましたとおり、この名前の由来を求

めて阿津賀志山や防塁を訪れるゲーム愛好者が時々いらっしゃるということは聞いて

ございます。 

   大変有名なゲームですので、この「刀剣乱舞」のＰＲを町としても支援していけれ

ばと考えてございます。 

   また、伊達市などでも取り組んでおります伊達政宗などのアニメのように、独自の

アニメキャラクターを作成する方法もあるかと思いますが、それぞれ調査検討をして

まいりたいと考えてございます。 

   また、歴史公園の活用にあたりましては、中尊寺蓮育成会、防塁活用懇談会などの

支援のほか、来年度、新規事業で歴史ウォークの実施開催などを新年度予算でお願い

してございます。 

   さらに、先ほどご質問にありました「コスビート国見」の皆さんにも歴史公園を活

動場所として活用していただくようなご案内をしていければと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 
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５番（村上 一君） いろいろと答弁いただきました。 

   やはり町として積極的にこのようなイベントを誘致し、国見町のすばらしい景観な

ど、ＳＮＳで発信してもらうことが、今まで以上にたくさんの方々に町のＰＲができ

ると考えますので、ご期待申し上げ、私の質問を終わらせていただきます。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時２０分まで休議いたします。 

（午前１１時０９分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時２０分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 一般質問を続けます。 

   次に、３番松浦和子君。 

   松浦和子君。 

（３番松浦和子君 登壇） 

３番（松浦和子君） 令和２年第１回定例会において、さきに通告いたしました内容につ

いてお伺いいたします。 

   くにみ農業ビジネス訓練所の交流連携、移住・定住促進についてお伺いします。 

   総事業費９５８６万６０００円を投じて整備されたくにみ農業ビジネス訓練所の研

修事業に、長期研修、短期研修、体験研修がありますが、今回は新規就農希望者を対

象とした長期研修についてお伺いします。 

   Ｉターン、Ｕターン、Ｊターン就農希望者に対応し、一、二年間の研修期間を確保

するものですが、募集方法についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） ３番松浦和子議員のご質問にお答えいたします。 

   くにみ農業ビジネス訓練所、長期研修の募集方法についてのご質問でありますが、

募集要領を作成するなど、それらに基づいて行っております。 

   令和２年度長期研修生の募集にあたりましては、町内会を通じてのパンフレットの

全戸配布のほか、国・県・近隣市町の農業関係の部署、農業系の大学や高校、ＪＡふ

くしま未来や報道機関などヘパンフレットを持参、または郵送するなどで周知を図っ

ているところでありますし、町のホームページにも掲載して周知を図っているところ

でもあります。 

   そのほか、全国規模、仙台圏、県内で開催されます就農相談会に参加をいたしまし

て、農業研修の相談に応じております。 

   さらには、相談者へはパンフレットを郵送するなどの情報提供を行うとともに、当

訓練所の参観デーといたしまして研修相談会を開催しております。常時、就農相談窓
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口となっております県やＪＡふくしま未来などの農業関係機関、団体に対しましても、

長期研修に関心のある方がいれば随時ご紹介いただくよう依頼をしているところであ

ります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） これが平成３１年度のパンフレット、それからこれが今回、全戸配

布されました令和２年度の研修生募集案内のパンフレットになります。 

   広く学生から社会人まで広く周知されているということで、大変いろんな分野で活

用されているということですけれども、ここに福島県の移住ガイドブックがあります。 

   この福島県の移住ガイドブックの中に福島県の市町村ガイドとして、県内５７市町

村の紹介ページがあります。国見町もしっかりとここに掲載されております。 

   各５７市町村のそれぞれのお勧めポイントがここに掲載されておりますが、国見町

は農業ビジネス訓練所をトップで紹介しております。国見町を含む１３市町村が、新

規就農をポイントに上げております。このガイドブックを御存じかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。ただいまご紹介いただきましたガイド

ブックにつきましては、拝見していないのですが、情報提供として、訓練所の情報に

ついては、様々なお知らせ版とか、ガイドブックとか、そういうところには提供はし

ているところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 今、なぜお伺いさせていただいたのかと申しますと、このガイドブ

ックは、実は近隣商店街のお店に置いてあったものを頂いてまいりました。 

   国見町も実はあるのかなと思いまして、庁舎内、観月台文化センター、見かけませ

んでした。私が見つけられなかったのかどうか、見かけることはできませんでした。 

   町で立派なパンフレットを作成してあるわけですから、県のガイドブック等を利用

しながらＰＲしていただきたいと思います。お金をかけたらかけただけの無駄のない

よう有効活用してほしいと思います。 

   次の質問です。 

   福島大学に農学群食農学類が平成３１年４月にオープンいたしました。 

   食品化学、農業生産学、生産環境学、農業経営学の４コースがありますが、食農学

類との交流連携は行われているのか、まだであれば今後行う予定はあるのかお伺いい

たします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   福島大学食農学類との交流連携についてのご質問でありますが、昨年８月２１日に

は連携協力に関する基本協定を締結しております。 

   協定書に明記しております連携協力事項につきましては、農林業及び農学の振興に
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関すること、食農学類の人材養成及び修学者の地元定着に関すること、農商工連携に

よる地域産業の振興に関すること、地域教育及び生涯学習に関すること、農村まちづ

くりに関すること、また、くにみ農業ビジネス訓練所との連携に関すること、そのほ

か両者が必要とする事項となっております。 

   また、交流連携を進めるため、昨年１１月２０日には、食農学類の教授等８名の

方々が当訓練所を訪れまして、意見交換を行いますとともに、１２月１１日には、農

業生産学コースで野菜栽培を専門としております准教授を訪問し、当訓練所の活用を

含めた交流連携について意見交換を行ったところであります。 

   今後は、これらの意見交換を踏まえまして、町内の農業の振興、活性化に向け、当

訓練所を核にして、福島大学食農学類の学生なども含めた交流連携を進めてまいりた

いと考えているところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 食農学類との締結は、広報くにみや新聞でも報道されておりました

ので承知はしておりましたが、その締結後に食農学類との交流が何か知らされてなか

ったような気がいたしておりました。 

   現在、１期生だけですので、学生数も少ないのでなかなかその交流が難しいのかな

と思っておりましたが、今答弁をお伺いして、かなり広い分野での交流を検討されて

おりますし、既にスタートされているということで、これからその学生を取り込んで、

くにみ農業ビジネス訓練所のあらゆる研修にこれから生かしていっていただければ、

研修生も非常に張り合いがあるのではないかと思います。 

   次の質問に入ります。 

   農業は後継者不足と言われていますが、一方で農業に関心を持っている若者も多く、

４９歳以下の新規就農者は増加傾向にあります。その理由の一つに、国のサポート、

施策があります。環境改善に向けて様々な取組が就農者の増加につながっているよう

です。 

   しかし、個人の農家が減少し、法人化としての経営体が急増しているというのが現

実で、サラリーマンとして農業ができることは、若い世代には大きな魅力であり、増

加の要因になっていることは数字にも現れております。 

   このような若者の農業に向き合う変化をしっかりと捉えて、くにみ農業ビジネス訓

練所は研修生を受入れ、人材育成に取り組むべきと考えます。その点についてお伺い

いたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、この質問につきましては、私のほうからご答弁をさせて

いただきたいと思います。 

   まず、新規就農者についてでございますけれども、県内では平成２７年度から令和

元年まで５年連続で２００人を超えるということで、就業者が増えてきているという

状況で、またご指摘のように、法人のほうに、半数以上、就職等されておるというよ
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うなデータがございます。 

   そういった状況でありますけれども、農業ビジネス訓練所の研修生の質問というこ

とでございます。 

   ご案内のように、農業ビジネス訓練所は研修施設でもございますし、あるいはそれ

をベースにして、当然に野菜のブランド化、あとは担い手の育成を行っていくと、そ

ういった施設でもあるわけでございます。 

   様々な研修ということで、今回、長期研修の質問でございますけれども、昨年度は

短期研修生が６６名、それから体験研修が９９名でございまして、そういったオール

ラウンドな意味では、非常にこの施設も利活用されておるのかなと思っております。 

   ただ、長期研修生につきましては、残念ながら、現在今年度の応募ということにな

りますと、先ほどのお話もございましたいろいろなツールを頼りながらやっているわ

けでございますが、３名の枠に対して１名の状況ということになってございます。 

   今後については、別に４月からスタートということではございません。いつでも

１年間ということできますので、例えば７月のモモの季節から１年間ということも可

能でございますので、そんなことで今、県と果樹園等と連携を図りながら、そのアッ

プにいろいろ努めているというのが現状と思っております。 

   また、地域おこし協力隊ということで、当初予算でもお願いしておりますけれども、

いろいろと今調整中という方、１名もおりますので、なるべくゲットできるように鋭

意対応していきたいと思っております。 

   また、今年、長期研修生第１号が出るということでございますので、その第１号の

方の声なども十分聞きながら、くにみ農業ビジネス訓練所の魅力といいますか、ＪＧ

ＡＰも取った、そして施設も大型ハウスもある、様々な研修対応を行うというメリッ

トを、先ほど議員おっしゃったように、いかにオールラウンドにアピールするかとい

うことだろうと思いますので、しっかりとアピールすることによって、長期研修生の

確保、そして担い手の育成となってくるわけでございますので、そんなことを十分意

識をしながら、対応していきたいなと思っております。 

   長期研修生については、なかなか今、非常に大変な状況にはありますけれども、オ

ールラウンド的には、研修施設全体としては円滑に運営されておるかなと思っており

ますので、今度は長期研修生の確保に向けて、これは鋭意、今後は対応していきたい

と思っておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） ただいま町長のほうからＪＧＡＰのお話が出ましたので、このこと

に関連して再質問をさせていただきたいと思います。 

   ビジネス訓練所と道の駅との連携というのは、これは不可欠と思います。なぜなら

ば、旅行情報誌じゃらんが全国の７１の道の駅を対象として調査し、２,５２５人か

ら回答がありました。 

   初めてまとめた道の駅グランプリの結果、道の駅猪苗代が第２位に入り、１位から
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５位までの間に東北の３つの道の駅が入りました。 

   利用の目的は、１位が休憩でしたけれども、２位以下は全てグルメに関する回答で

した。道の駅国見あつかしの郷にも、この地域のグルメを求めてお客様は来てくださ

っているのでないかと思います。 

   そこで、私はビジネス訓練所の出番ではないのかなと思うのですけれども、まずそ

のＪＧＡＰ認証という冠をつけて、様々なチャレンジが可能と思います。 

   例えば、ビジネス訓練所のトマトは大変おいしいという、本当にこれは誰しもがビ

ジネス訓練所のトマトはおいしいですよということをおっしゃいます。その認証を受

けた完熟トマトを使ったトマトジュースを道の駅で提供するとか、新鮮な野菜や果物

を使ったジュースを提供するとか、そういったものをぜいたくに使ったものを提供す

るような、ビジネス訓練所と道の駅の連携が私はこれから大切になってくるのではな

いのかなと思います。 

   今は健康志向の方が大変多くなってきましたので、話題性はあると思います。袋詰

めの販売だけでなく、道の駅との連携でいかようにもチャレンジは考えられていくと

思いますが、もし可能であれば、このようなチャレンジが可能かどうかお伺いしたい

と思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私のほうから再質問にお答えを申し上げさせていただき

たいと思います。 

   ＪＧＡＰの取得は非常にハードルの高いものなのです。実は１年かけまして

１２１項目なのです。いろいろな栽培形態の問題とか、あとは品質管理とか、あるい

は消毒の問題とかいろいろございます。 

   そういったものを全て１２１項目の審査を受けまして、このたび、ミニトマトがＪ

ＧＡＰの認証をいただいたということで、まさに安全・安心な野菜のお墨つきを国レ

ベルでいただいたということでございます。 

   議員おっしゃるように、すぐそばに道の駅がありますので、ＪＧＡＰが取れたのだ

と、その安全性はすごいのだよということを、当然そのことが必要であるということ

で、実は２月１９日ですかね、発表させていただきました。 

   その後、すぐにお披露目を道の駅でさせてもらって、ミニトマトも無料で配布する

とか、あるいは半額で売るとかいうＰＲをすぐさせていただきました。このＪＧＡＰ

を取得したのだよということを強くまずアピールをさせていただきました。 

   あとは、その道の駅とのコラボ連携でありますけれども、実は野菜づくり研究会と

いう委員会が道の駅にあるのです。これは立派な部会なのです。会長はＪＡ出身であ

りリーダーシップを取られる方で、まさに野菜のブランド化をどうするのだという議

論をいろいろされております。 

   実は、くにみ農業ビジネス訓練所のほうでも、ブランド化についてはどうなのだと

いうことで研修施設の先生何人かいらっしゃいます。その専門家の指導によって現在、

かなりグレードがアップしてきていると。 
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   トマトはもちろんでありますけれども、トウモロコシとか、カボチャどうするかと

いうことで、訓練所の指導を受けながら、カボチャのブランド化といいますか、国見

のブランド化といいますか、そういったことも含めていろいろと今研究がなされてお

る最中でございます。 

   ミニトマトはすばらしい、非常に味もおいしい、どこに出しても恥ずかしくないも

のを作っておりますので、それをＰＲすると同時に、今議員お質しの６次化をどうす

るかという問題であろうかと思います。 

   これにつきましても、６次化のいろいろな体系、施策がございますので、それらを

十分見極めながら、そして、これは町でやるのか、あるいは道の駅でやるのかとか、

いろいろそのスタンスの問題出てくるのです。 

   あるいは、業者の方にお願いするのかということが出てきますので、ただ、うちの

ほうでは施設などもございますので、そういった中でできないかとか、いろいろ検証

しながら、まさに今議員おっしゃったように、ＪＧＡＰ認証取得をしたと、これはす

ばらしいことなのです。なかなかすごいハードルなので、そのことをしっかりＰＲす

る。物との連携でもＰＲすることによってさらなる農業ビジネス訓練所の知名度アッ

プを図ると同時に、それが国見の道の駅のさらなるアップにもつながるということで

ございます。特に部会の方々からいろいろご要請あるのは、その安全性の担保どうす

るのだということを、例えば農薬とかこれで大丈夫なのかどうかとか、そういった懸

念があるということで、これも研修施設と連携しながら今対応するというふうにもさ

せていただいておりますので、ＪＧＡＰを取ったことも含めて、今後なるべく農業ビ

ジネス訓練所、道の駅の相乗効果が図れるように鋭意対応していきたいと思っており

ます。 

   そういうことで、ぜひ頑張っていきたいと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 町長の強い思いを聞かせていただきました。これからの連携が大変

楽しみです。 

   次の質問です。 

   くにみ農業ビジネス訓練所の事業の目的に、野菜の多品目栽培による園芸作物の振

興を図り、稼げる農業のビジネスモデルを構築していくとありますが、現在の状況は

稼げる農業とは程遠いように見えます。稼げる農業に向けて取り組んでいること、指

導している内容と成果についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   稼げる農業に向けての取組内容等についてのご質問でありますが、まず野菜栽培の

取組状況について申し上げます。 

   令和元年度の当訓練所におけます野菜の栽培につきましては、栽培計画に基づきま

して、１７品目をパイプハウスでの促成栽培、または抑制栽培などにより２５作型に
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取り組んでおります。 

   長期研修につきましては、１年を通しての研修でありますので、長期研修生にはそ

れぞれの野菜栽培について実践をしていただいているところであります。 

   また、長期研修を修了した後、新規就農した際には、生産物の販売先の確保などの

課題もありますことから、ＪＡふくしま未来生産部会などへの支援要請や国見まちづ

くり株式会社出荷組合への加入などにつきまして、バックアップすることも必要と考

えております。 

   当訓練所は、稼げる農業のビジネスモデルの構築を目指しておりますが、長期研修

による農業の担い手の育成、野菜の多品目栽培体系を確立することによる栽培技術の

向上、販売ルートを確保することによる農業所得の向上が図られれば目的は達成でき

るものと考えております。 

   先ほどの町長答弁にもありましたが、当訓練所初めての長期研修修了者が新規就農

することとなっておりますので、その後の営農の状況などによりまして、当訓練所に

おける研修の成果が現れてくるものと考えているところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 多品目にわたっての栽培ということでしたけれども、まだ春だから

畑にあまりいろんなものが植えてなかったのかなと思って見ていますけれども、あま

り土もよろしくないような気がいたしました。 

   そういったところもやはり基礎になるところですので、しっかりと指導していって

いただければと思います。 

   次の質問です。 

   ありきたりの野菜の栽培、私でも作れるような野菜の栽培ではなく、市場の動向、

消費者が求めている野菜は何かに常に敏感に反応し、調査し、チャレンジしていくこ

とが稼げる農業には不可欠と考えます。 

   例えば、イタリア野菜の栽培やハーブの栽培に取り組み、福島市内だけでも２０店

舗以上あるイタリアンレストランやフレンチレストランなどとの契約農家として、安

定した経営と収入を確保するための指導や体制づくりが、これからの農業には大きな

要素になると思います。 

   年間１,２００時間の研修を一、二年間受け、研修終了後は新規就農者としての生

活基盤をぜひ国見町に作っていただきたいと思います。移住する場合の住宅をはじめ、

その他のサポートについてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） この質問につきまして、私のほうからご答弁をさせていただきたい

と思います。 

   長期研修生への支援ということでございますけれども、まず、生活資金として、国

の制度が原資にございます。申し上げますと、農業次世代人材投資資金・準備型とな

っていまして、限度が１５０万円なのです。それ以内で支援をすることができるとい
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うふうになっていますし、また、町としましては、先ほどお話が出ました移住・定住

等で遠方から来る方に対しましては、町営住宅の借上げの支援ということで今年度予

算化していますし、来年度もお願いしておりますし、そういう制度が町としても今、

設けてあります。 

   また、新規就農をした場合もまたいろいろな制度があるのです。申し上げますと、

まずは国の制度で、先ほど申し上げました農業次世代人材投資資金の経営開始型、こ

れも１５０万円を限度に支給がされると。 

   さらに、これは町でやりますけれども、経営関始支援資金の貸付けになりますけれ

ども、７０万円を限度に貸付けができるという形にもなっていますし、あとは農業委

員会のほうで農地のあっせんも新規就農者になればできるということになってござい

ます。 

   さらに、発展しまして、認定農業者になった場合でありますけれども、これは経営

所得安定対策ということで交付金の支給があるのです。さらに、長期低利である農業

経営基盤強化資金の融資ということで、個人であれば３億円まで借りられるという制

度もありますし、さらに、青色申告の際のいろいろな制度がございます。 

   さらに、今度は人・農地プランの関係で、そのエリアでの中核の農業者になった場

合は、トラクターなどの農業用機材の購入にあたって１０分の３の補助制度などもあ

るということで、結構いろいろな面で長期研修した場合、新規就農した場合、認定農

業者になった場合、さらに中核者になった場合ということで、それぞれ制度がござい

ます。 

   また、先般、空き家対策の関係で民間との協定を結んで、バンクに登録できるとい

う形になりましたので、そういった空き家もお互いにリンクしながら、恐らくいろい

ろ入っていきますので、首都圏の方々がこういう空き家を借りて対応しようかという

ようなことも出てくるかなと思っております。 

   そういった際には、またいろいろと議会の皆様にお願いして、予算の確保なども含

めて対応しながら、現時点でもう既に町営住宅の場合は大丈夫でありますので、その

ほか、空き家をシェアハウスみたいに改装してどうするのだという議論なんかも出て

きます。国の制度も今ありますので、そういった制度については予算化していますけ

れども、町単独でどうするのだみたいなこともあれば、それは議員の皆さんにご相談

申し上げて、制度化していくということもありなのかなと思っております。 

   とにかく訓練所の長期研修生になると、今申し上げたいろいろメリットあるのだよ

ということを、あと、空き家を使用した場合にもいろいろ国の制度もありますので、

そういったことをしっかりとＰＲしていくことが私は必要なのかなと思っております。 

   いずれにいたしましても、長期研修生、まだ１名でございます。地域おこし協力隊

まだやっていますけれども、あとは先ほど出たように、７月でも構わないということ

でございます。当然、先ほど来申し上げておりますように、県と国との連携した啓発

とか、あとは研修生になったメリット、それから訓練所の魅力、ＪＧＡＰを取ってお

ると、施設もこういうものがあるとか、移住・定住の関係もいろいろと町としてアピ
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ールしていますので、そういったことも含めて、総合的にアピールすることによって、

なるべく早い機会に３名の枠を確保できるように、今、産業振興課でやっていますけ

れども、枠が確保できるように、これは鋭意対応していくと同時に、予算の問題なん

かも含めて出た場合は、ぜひ議員の皆様のご理解を賜り、ご議決を賜るということで

前に前に進めていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げたい

と思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 実は、山陰地方の本当に交通の便の悪いところとか、四国の山の中

に林業で移住したり、本当に交通の便の悪いところに家族で移住して農業をやったり、

そういうことにチャレンジしている方が、意外といるのです。 

   こんなに交通の便がいい、医療体制も整っている、暮らしやすい、人も優しい、本

当に親切、どうしてこの国見町に人が来てくれないのかなという、それが私の中で大

変不思議な部分なのですけれども、ぜひ今、町長答弁してくださいましたその魅力、

いろんなそういった支援をいろんな形で魅力をＰＲしていただきたいと思います。 

   次の質問に移らせていただきます。 

   敷地面積５,３００平米という規模のくにみ農業ビジネス訓練所は、障害のある方

を受け入れてくださるのか、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   障害のある方の長期研修生としての受入れについてでありますが、介助、介添えな

どの特別なサポートを必要としない方であれば可能であると考えております。 

   また、現在は農福連携といたしまして、障害のある方が農作業へ従事するなど、農

業分野で活躍することを通じて、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取

組が広がりつつあります。 

   担い手不足や高齢化が進む農業分野におきまして、新たな担い手の確保につながる

ものと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 今の答弁を伺って、ちょっとほっといたしました。 

   障害のある方は、ご自分のハンディーを重々ご承知だと思います。一つの仕事に本

当に集中して一生懸命頑張っている姿を見ますと、今、特にパラリンピックでいろん

な形で報道されていますけれども、農業にもハンディーを、自分のハンディーを重々

承知の方というのは、本当に集中力を持って努力をして頑張っている姿に感動させら

れることがたくさんあります。 

   そういう方がビジネス訓練所で研修したいという声が、希望がありましたら、ぜひ

受け入れて、独り立ちできるような指導体制をしっかりと構築していただきたいなと

思っております。 
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   最後にお伺いいたします。 

   私、今回、この農業ビジネス訓練所について質問させていただくきっかけは、町民

の方から何をやっているのか分からないという声がたくさん多く聞かれたのです。あ

のような立派なパンフレットも作り、いろんな形でいろんな場所、いろんな分野にＰ

Ｒをしているわけなのに、どうして町民の方が分からないのかが、一番足元の方が分

からないのかなと思いました。 

   これから、その新規農業者を育成していく上で、くにみ農業ビジネス訓練所として、

今、何を行うべきかお聞かせいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   先ほども答弁いたしました。繰返しになるかも分かりませんが、やはり担い手の育

成、あとは多品目栽培の体系確立によります栽培技術の向上、販売ルートの確保、そ

れらを兼ね備えて稼げる農業を目指す、そういうビジネスモデルを構築していきたい

という目的で整備、運営をしておりますので、先ほど町民の方の何をしているか分か

らないというご意見もいただきましたので、パンフレットも全戸配布しておりますし、

なお一層、町民の皆さんの認知度が上がるような取組もしていきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 農業ビジネス訓練所について質問させていただきました。 

   これからの役割をしっかりと私も見させていただきたいと思います。 

   以上で私の質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後１時まで休議いたします。 

（午前１１時５９分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 午前に引き続き一般質問を行います。 

   １番小林聖治君。 

（１番小林聖治君 登壇） 

１番（小林聖治君） まず質問に入ります前に、今回の新型コロナウイルスによりお亡く

なりになりました方々に対しましてお悔やみを申し上げますとともに、感染されて今

ウイルスと戦っておられる方々に心よりお見舞い申し上げます。 

   我が国見町におかれましては、政府からの要請を受け入れ、県内の市町村の中でい



 

‐50‐ 

 

ち早く小中学校の臨時休校を行ったことは、様々な意見がある中ではありますが、私

はこの判断に対し敬意を表するものであります。今回の新型コロナウイルスに対しま

しては、クラスター対策をはじめ高齢者に対する施策にも万全な措置を講ずるようお

願いいたします。 

   では、令和２年第１回議会定例会に当たり、さきに通告しておりました内容につい

て質問いたします。 

   先日の内谷での火災におきまして、第一分団を中心に国見町消防団員１００名が消

火活動に当たるなど、消防団は地域防災に不可欠な存在であります。そこで、今現在

の消防団員の数とここ５年間の団員数の推移をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） １番小林聖治議員のご質問にお答えいたします。 

   平成３１年４月１日現在の消防団員数につきましては２４５名となっております。

また、消防団員数の推移でございますが、平成２７年度につきましては２５２名、平

成２８年度が２４９名、平成２９年度が２５０名、平成３０年度が２４５名となって

いるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 大体２５０名前後で推移されているという状況でございます。それ

では、年代別の消防団員の数、もしお分かりになればお示しください。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   消防団員の年代別構成比でございますが、２０代から３０代につきましては６６名

の２７％、４０代から５０代につきましては１６８名の６９％、６０代以上が１１名

の４％となっているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 主に４０代、５０代が消防団員の年代別で多いという状況でござい

ます。それで、消防団員の確保のために現在は各分団の消防団員が地縁をつてに勧誘

を行っているところでありますが、さらに効果を上げるために、町としてのバックア

ップが必要だと思います。町としての見解をお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   消防団員募集につきましては、議員ご指摘のとおり、各分団員がそれぞれ地縁など

によりまして勧誘を行って、団員の確保に努めていただいているところでございます。

しかしながら、少子化、さらに価値観の多様化などによりまして全国的にも消防団員

の成り手不足問題が顕著化しているところでございまして、消防団員の減少は大きな

問題となっているところでございます。 

   今後も、各分団によります従前の消防団員確保も将来的に困難が予想され、消防団
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員の減少によります地域防災力の低下が危惧される状況にありまして、議員お質しの

町のバックアップの必要性につきましては十分認識しているところでございます。町

におきましては、広報等によりまして消防活動を積極的に広く周知するとともに、消

防団員の装備の充実はもとより、活動しやすい環境づくりなど魅力ある地域に根差し

た消防団の強化に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 町として、従来どおり広報活動を基にということでありますが、昨

年３月の定例会の一般質問において、当時の阿部泰藏議員の消防団員確保の質問に対

して、広報活動による潜在的な需要の掘り起こしを行うとの答弁をされておるところ

であります。その後はどのような対策を講じたのか、改めてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   潜在的な需要の掘り起こし、具体的にはどのような対策を講じたのかとのお質しで

ございますが、まずは町民の方々へ消防団活動を知っていただいて、消防団への関心

を持っていただくことが重要と考えているところでございます。消防団活動は火災な

どの災害出動のほかにも出初め式、定期点検、また各地区の防災訓練での消火訓練な

ど多岐にわたり活動を行っていただいているところでございます。町としましては、

先ほどお答えしたとおり、その活動を広報くにみなどに積極的に掲載しているととも

に、窓口での消防団募集のチラシ配布などを今後とも継続して行ってまいりたいと考

えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 消防団はこれから初午、４月になれば火災予防運動に伴う夜警、あ

と月１回の消防訓練など、日夜、地域防災・防火のために活動しているところであり

ます。そこで、消防団員が安全で活動しやすい装備品を支給すべきと考えますが、い

かがでしょうか。町の対応をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、この質問につきまして、私のほうからご答弁させていた

だきたいと思います。 

   まず、消防団員におかれましては、近々ではご案内のように昨年１０月の台風

１９号、本当に昼夜分かたず様々なご対応を頂いたということ、記憶に新しいところ

でございます。また、火災が２件ほど発生しましたけれども、それにつきましても、

先ほど議員がおっしゃるように、本当にスピーディーにいろいろな面でしっかり対応

いただいたと思っております。この場をお借りして、ご尽力に心から敬意と感謝を申

し上げさせていただければと思うところでございます。 

   議員ご指摘のように、消防団員は昼夜分かたず、電話が来れば出ていくという状況

もございますし、あとは火災での様々な対応とか災害現場、本当に安全・安心はどう
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するんだということは、非常に重要な課題なのかなと思っております。 

   そういった中、装備品、自分の身に着けるものをしっかりと担保していくというこ

とは、非常に重要な課題なのかなと思っております。議員ご承知のように、昭和

６３年に消防庁告示がありまして、消防団の装備の基準をこうしなさいという基準が

いろいろございます。えいやとなかなかできない部分もありますし、一歩一歩であり

ますけれども、その基準に基づいて町としては基準を満たすべくここまでいろいろと

対応してきたと。また、消防団のほうからもいろいろ協議の中でご要請がございます

ので、そういった部分についても対応してきておるところでございます。 

   これからの話になりますけれども、近々で、できれば来年度でございますけれども、

長靴に代わる編み上げ靴、これは機動性と安全性、両面で非常にすばらしいと言われ

ていますので、全消防団員に配備すべく今検討中ということで議会にご提案申し上げ

てございますので、ご理解賜り、議決を頂いて、来年度ぜひ対応していきたいと考え

ております。 

   いずれにいたしましても、安全・安心の担保、装備品、消防団の対応をどうするん

だということは非常に重要な課題でございますから、消防団と十分連携を図りながら、

今後ともしっかりと対応していきたいと思っておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 今の町長の答弁にもありましたように、令和２年度において編み上

げ靴、安全靴を整備していただけるということで安心いたしました。また、さらなる

装備の充実を含めた消防団の維持発展にしっかり対応していただきたいと思います。 

   それでは次の質問に移ります。 

   町内の防火水槽及び消火栓についてでありますが、先ほど消防団の活動の中で少し

お話しいたしましたが、初期消火が地域の力で速やかにできるように、日頃から消防

団により定期点検などで保全されております。そこで、町内の防火水槽及び消火栓の

設置数をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   今年度整備分を含めた数字ではございますが、防火水槽につきましては１５２基、

消火栓につきましては１４９基となっているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） それで、地上式防火水槽と地下式防火水槽の数というのはどうなっ

ておりますか。把握していればそれぞれお示しください。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   まず、地上式防火水槽でございますが、７５基となっております。続いて、地下式

防火水槽でございますが、７７基となっているところでございます。 
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   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 私も地元の消防団員として月１回防火水槽、消火栓の点検を行って

おりますが、消火現場において現在設置されている防火水槽、消火栓の数で十分かど

うか、町の所見をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   消防水利が十分かとのお質しでございますが、十分かどうかの判断の一つとしまし

て、総務省消防庁から示されております消防水利の基準がございます。その中で、水

利基準の第４条、防火対象物からの消防水利に至る距離が市街地及び旧市街地におき

ましては１００メートル以下、それ以外の地域につきましては１４０メートル以下と

なるよう、また消火栓に偏らないよう、計画的に配置することと示されているところ

でございます。 

   そのような消防水利基準に照らし合わせますと、消防水利の配置につきましては、

一部の地区でございますが、その基準を満たしていない消防水利の空白地が存在して

いるところでございます。町といたしましては、消防水利の空白地解消を最重要課題

と認識してございまして、今後とも消防団と協議しながら有効的な消防水利の確保を

図り、消防力の向上に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 特に地上式防火水槽は取水を水路などに頼っているところでありま

す。それらについては地下式防火水槽に更新する必要があると考えますが、町の考え

をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） この質問につきましても私のほうからご答弁させていただきたいと

思います。 

   先ほど課長のほうから答弁ありましたように、防火水槽、全体で１５２基あります。

そのうち地下方式、地上方式とあるわけでございますけれども、いわゆる地上方式が

７５基ございます。お質しの地上式から地下式の更新というお話でございますけれど

も、これらについては先ほど来お質しのように、消防力強化の観点からいきますと非

常に重要な課題かなと実は認識をいたしておるところでございます。全て地下式にす

るということになりますと、実際数億円の費用がかかるという状況などもございます

ので、現在消火栓を使ったり、地上式のものを使ったり、うまくリンクしながら、総

合的な消防水利の対応といったことを現実にやっているということでございます。た

だ、空白地帯もほんの数戸ございますので、そういったものを十分意識しながら、今

後も対応していく必要があるものと考えております。 

   また、消防力の強化を図る点では消防水利を担保することはもちろんでありますけ

れども、消防車両とかポンプの問題、それから先ほどご質問ありました消防団の装備
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の問題、あとは消防団員の数、これをしっかり担保するとか、様々な課題が実はある

のかなと思っております。 

   したがいまして、これを消防力という観点から総合的に捉えながら、先ほどいろい

ろご質問ございました消防水利はもちろん、あるいは消防団の装備品、あと消防団員

の確保ももちろんでございます。それから消防車両、屯所の整備とか、消防力の強化

のためには様々なものございます。どういう形で年次的にうまくリンクしながら対応

するか、予算は限られておりますので、その中でどうするのかということは非常に重

要かなと思っております。 

   実は、この点については、議員も消防団であれば十分ご承知だと思います。消防団

の幹部会議等の中で十分連携をしながら、来年度何をしようか、どうすべきかという

ことでいろいろ議論をしながらここまで進めてきておりますので、先ほど申し上げま

したように、今後につきましても総合的な消防力アップのためにどうするんだという

議論、これを私ども事務局と消防団と十分リンクしてまいりたいと思います。ただい

まご指摘がございました地上式から地下式にするとか、これを最優先にすべきである

とかございます。消防車両は、では来年でいいよと、いろいろあると思うんです。で

すから、一歩一歩になりますけれども、十分皆様方でご検討いただきながら、とにか

く強化にはしっかりと意識をしながら努めているということでぜひ対応していきたい

と思っておりますので、今後とも消防団全体のご指導を議員からもよろしくお願いい

たしたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 総合的な対策を進める中で、ぜひ消防団との連絡、連携を密にして、

よく協議しながら進めていただきたいと思います。 

   では、次の質問に移ります。マイナンバーカードの普及についてであります。 

   平成２８年に、社会保障制度・行政・税金に関する事務の効率化などを目的にマイ

ナンバー制度がスタートしましたが、マイナンバーカードの取得というとまだまだ浸

透していないと思われます。そこで、町におけるマイナンバーカードの交付状況と交

付開始からの交付率の推移をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） お答えいたします。 

   まずは、マイナンバーカードの交付状況についてでありますが、令和２年１月末

日現在で町から本人へ交付したカードは１，２７２枚で、１月末日時点の人口

８，９８７人に対する交付枚数率は１４．１５％という交付状況となっております。 

   次に、交付開始からの交付率の推移についてでありますが、マイナンバーカードの

交付が平成２８年１月から開始されて以降、平成２８年度末で９．５７％、平成

２９年度末で１０．８７％、平成３０年度末で１１．８８％の普及率となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 
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１番（小林聖治君） 福島県内の市町村、自治体の多くが大体、１０％から１２％の中で、

国見町が１４．１５％というのは税務住民課の方々のご努力の結果と思います。そこ

で、マイナンバーカードの交付者の年代別はどうなっているのか、数字を持っている

ならお示しいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） お答えいたします。 

   国見町における年代別の交付の内容ということですけれども、申し訳ございません、

現在１，２７２枚ですけれども、これまで年代別の集計はございません。ただし、全

国なのですが、総務省でその時点、その時点で発表しています資料があります。そち

らの直近の全国の状況で答弁とさせていただきます。 

   マイナンバーカードの市区町村別交付枚数という中に男女・年齢別という部分があ

ります。これは令和２年１月２０日現在の数字として発表されておりました。一番交

付枚数率が高いのが７５歳から７９歳で、男女合わせて２５．６％となっております。

あと５歳刻みで数字が出ておりますけれども、一番低いのはゼロ歳から４歳で２．８％

となっております。全国的な部分については、高齢者の部分が高くて、あと若いほう

にいくとちょっと低くなっているというのが、現在の状況となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 年齢別にいうとマイナンバーカードの交付率は高齢者のほうが高い

ということでございます。この普及が進まない理由として、一つにはメリット感がな

い、必要性を感じないとの声を耳にするところであります。普及促進に向けた課題に

ついてどう取り組んでいくのか、町の対応をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） お答えいたします。 

   マイナンバーカードの普及促進に向けた課題について、町としてどう取り組んでい

くのかとのご質問でございます。 

   昨年の第２回定例会の一般質問におきまして、佐藤定男議員から、マイナンバーカ

ードの交付率を上げるための方法について質問を頂いたときに、昨年６月４日に開催

されました国のデジタル・ガバメント閣僚会議で決定された「マイナンバーカードの

普及及びマイナンバーカードの利活用の促進に関する方針」について答弁させていた

だきました。 

   そこで、今回のご質問に関しましては、それ以降の動きについて答弁させていただ

きます。 

   まず、昨年６月２８日付で国から「マイナンバーカードの円滑な取得に向けた取組

について」の通知がありまして、「各地方公共団体においては、マイナンバーカード

の取得促進に積極的に取り組むこと。また、市町村においては、マイナンバーカード

の交付体制の増強について計画的に取り組むこと。」という依頼でありました。 

   そして、昨年９月１１日付で国から、「マイナンバーカード交付円滑化計画の策定
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について」の通知がございまして、その中で、「各市町村で全体スケジュールにおけ

るマイナンバーカードの交付枚数の想定に沿ったマイナンバーカード交付円滑化計画

を策定し、マイナンバーカードの交付体制の整備や普及促進に計画的に取り組むこ

と。」という依頼がありました。 

   そこで、国見町としましては、この国からの策定要請を踏まえまして、「マイナン

バーカード交付円滑化計画」を昨年１０月１５日に策定いたしまして、本計画に沿っ

たマイナンバーカードの取得促進に、計画的に取り組んでいるところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 今ほど出ましたマイナンバーカード交付円滑化計画、もう一度この

計画内容と、現時点で分かるところまでで結構ですので、できれば進捗状況をお示し

いただければと思います。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） お答えいたします。 

   マイナンバーカード交付円滑化計画の策定に関するご質問でございます。先ほども

申しましたけれども、まず国のほうから全体スケジュールが示されました。９月３日

のデジタル・ガバメント閣僚会議において、マイナンバーカードの交付枚数の想定、

あるいはマイナンバーカードの健康保険証としての医療機関等への利用環境整備に係

る全体スケジュールということで示されました。 

   スケジュールの概要ですけれども、交付枚数については、国レベルで２０２０年

７月末で３０００万枚から４０００万枚。健康保険証利用の運用が開始される時期、

２０２１年３月末で６０００万枚から７０００万枚。医療機関のシステム改修の既成

見込み時期、２０２２年３月末で９０００万から１億万枚。そして、２０２３年３月

末にほとんどの住民がカードを保有するというスケジュールが示されました。 

   それを受けまして、国見町で策定いたしましたマイナンバーカード交付円滑化計画

の中身ですけれども、主立ったところで、１つは計画の策定体制ということで、町に

ついては関係課と協議しながら進めるということです。２つ目は、交付枚数の想定で、

これについては、先ほどお話ししました全体スケジュールに沿った形でということで

ございますので、町でいいますと、令和４年度末でほとんどの町民が持つという形で

枚数の設定をいたしました。 

   次に、交付体制の整備ということで、土日とか夜間でもマイナンバーカードの交付

が受けられる体制を作りなさいということで、１つは今、毎週木曜日にやっておりま

す窓口の延長です。あとは、１月から始めました月１回の最終日曜日の臨時窓口とい

うことで対応しているということでございます。 

   あと、これまでマイナンバーカードの申請は各自していただきまして、交付の際に

役場に来る交付時来庁方式だけだったのですが、今回、申請時来庁方式も計画してお

ります。申請の際、役場でもサポートしなさいというのがありましたので、それにつ

いても計画に沿って今進んでいるということでございます。先ほどの計画の進捗の部
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分については、今報告した内容も含めまして、実施状況、実績について、国のほうに

毎月報告しているという状況でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 概略は分かりました。それで、これは私ごとになりまして恐縮なの

ですが、私の子どもなどが料金を支払う際にお金を使わずにカードやスマホを出して

ささっと支払いを済ませてしまう姿を見て、特に若い世代がマイナンバーカードを使

ってキャッシュレス決済や各種証明書のコンビニ交付ができるようになれば、普及の

一助になると考えるところでありますが、町の見解をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） まず、キャッシュレス決済の部分について、まちづ

くり交流課からお答えさせていただきます。 

   マイナンバーカード普及のために、総務省では今年の９月からキャッシュレス決済

によるマイナポイント事業を実施することとしてございます。これは、マイナンバー

カードを取得した方が、さらに本人を認証するマイキーＩＤというパスワードをご自

身のスマホやパソコンで設定しますと、マイキーＩＤでひもづけした民間のキャッシ

ュレス決済サービス、例えばペイペイや楽天ペイなどのＱＲコード決済、スイカやナ

ナコなどの電子マネーにチャージ、入金すると、あるいは買物をすると、マイナポイ

ントが付与されるというものです。なお、マイナンバーカードで直接キャッシュレス

決済することはできません。 

   町としましては、マイナンバーカード普及のためにこのマイナポイント事業の周知

啓発を図ってまいりたいと考えてございます。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） 次に、税務住民課よりコンビニ交付についてお答えいたし

ます。 

   各種証明書のコンビニ交付ができるようになれば、マイナンバーカード普及の一助

になるのではないかということについてであります。 

   コンビニ交付は、マイナンバーカードを利用して、住民票の写し、印鑑登録証明書

等をコンビニエンスストアで取得できるサービスです。マイナンバーカードの利用用

途が拡大されますと、町民がメリットを感じ、マイナンバーカードの普及率が上がる

ものと想定されます。 

   しかしながら、国見町ではまだ導入はしておりません。多額の導入初期費用、毎年

発生します維持管理費等の財源確保、費用対効果、さらには近隣自治体の動向に注視

しながら、コンビニ交付システムの導入につきましては慎重に検討してまいりたいと

考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） それでは、県内の市町村におけるこのコンビニ交付の導入状況はど
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んなふうになっているか、もしお分かりになればお示し願いたいのですが。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） お答えいたします。 

   県内のコンビニ交付の導入状況というご質問でございます。 

   これにつきましても、マイナンバーカードの作成等を担当しております国の外郭機

関であるＪ－ＬＩＳで資料がその都度ポイントで出ております。その資料により参加

状況をお答えしたいと思います。 

   令和２年２月１７日現在、福島県内は５９市町村のうち２３市町村が導入している

状況であります。導入率は３９％という割合となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 県内では２３市町村がコンビニ交付を導入しているということでご

ざいます。 

   次に、令和２年度にはマイナンバーカードを活用した消費活性化策が実施される予

定と聞いておりますが、これら施策に対する町の考えをお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えします。 

   総務省が実施しますマイナポイント事業の概要につきましては、先ほど答弁したと

おりでございますが、この事業がまさにマイナンバーカードを活用した消費活性化策

でございまして、マイナンバーカードの交付を受けた方がマイキーＩＤを設定したキ

ャッシュレス決済サービスを利用してチャージや買物をしますと、利用金額の２５％、

上限５，０００円分がマイナポイントとして付与されまして、買物などに利用できる

というものでございます。 

   今年９月から来年３月まで７か月間実施されるということですが、事業の詳細につ

きましては現在、総務省で検討中でございます。町といたしましては、周知啓発を図

りますとともに、マイナンバーカードを窓口で交付する際にマイキーＩＤの設定も同

時に行えるよう支援する予定としてございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 今の答弁によって、システムなり仕組みがある程度理解できました。

ただ、例えば既にマイナンバーカードを交付された方について、マイキーＩＤの設定

はどのようにされるのか、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   既にマイナンバーカードを交付された方に対しましても、マイキーＩＤの設定の仕

方が分からない方につきましては、役場窓口において設定が行えるよう支援する予定

でございます。 

   また、総務省のほうでは今後、大型商業施設あるいは携帯電話事業者の窓口などで
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も支援が行えるよう検討しているとのことでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 最後の質問になりますが、将来的に地域で利用できる自治体ポイン

トの導入など、町としてマイナンバーカードの普及と共に検討していかなければなら

ないと考えますが、町の見解をお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   まず、自治体ポイントについてでございますが、２つの利用方法がございまして、

１つ目が地域経済応援ポイントと呼ばれるもので、これはクレジットカードのポイン

トを自分の好きな自治体ポイントに交換することで、その地域の商店での買物、ある

いはオンラインショップからその地域の特産品をお得に購入できるというものでござ

います。２つ目は、各自治体が自己財源によって自治体ポイントを付与するという方

法で、例えばボランティア活動に対する地域活動ポイント、あるいは健康づくりの活

動に対する健康ポイントなど、こうした取組をする自治体もございます。 

   全国で自治体ポイントの設定を行っていますのは今のところ８０ほどの市町村でご

ざいますが、議員お質しのとおり、マイナンバーカードの普及とともに広がってくる

ものと思いますので、今後、国の動向を注視しますと共に全国の事例を調査、研究し

まして、国見町における自治体ポイントの在り方を検討してまいりたいと考えてござ

います。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 小林聖治君。 

１番（小林聖治君） 今ほどの自治体ポイントというものは、１つは地域経済ポイント、

２つは自己財源によって付与する例えば健康ポイントのようなものというお答えであ

りました。国見町には特産物をはじめ歴史、フルーツなどすばらしいものがたくさん

ございます。ぜひ日本全国にアピールできるように、新たな施策に挑戦して取り組ん

でいただきたいです。以上、私の質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、１０番浅野富男君。 

（１０番浅野富男君 登壇） 

１０番（浅野富男君） 令和２年第１回定例会に当たりましての一般質問であります。 

   まず１番目でありますけれども、一年単位の変形労働時間制についてであります。 

   一年単位の変形労働時間制度は、繁忙期には１日１０時間労働まで可能とし、閑散

期にはその分労働時間を短縮し、１日当たりの労働時間を８時間になるように調整す

る働かせ方と言えます。これまでにもこのような変形労働時間の決め方は、繁忙期と

閑散期が著しいなど特殊な事業についてのみ協定が結ばれた下で行われてきました。 

   しかし、このような労働形態が、公務員である教師にも適用となる法案がこのたび

成立しました。このことについて、何点か尋ねてまいりたいと思います。 

   １つ目でありますけれども、小学校、中学校の教師の身分はどのようになっている
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か。市町村なのでしょうか、それとも県職員なのでしょうか、まず尋ねたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） １０番浅野富男議員のご質問にお答えいたします。 

   公立小中学校の教職員につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の第３７条に規定されております県費負担教職員となっているものでございます。県

が給与等を負担する市町村職員というようなことでございまして、服務については市

町村に定められた条例規則に従うこととなっているものでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） そうしますと、いわゆる労使関係で考えた場合には、雇主は町と

いうことになるんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） 労使という考え方かとのお質しでございますが、基本的には校

長先生と教職員という形になろうかと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 次の質問に移りたいと思います。 

   この法案の成立にあたっては、教職員の長時間労働について、働き方改革という名

目で見直しを図るというのが目的になっておりますけれども、この制度についてどの

ようなお考えでしょうか、お尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えさせていただきます。 

   公立の義務教育諸学校等の教職員の給与等に関する特別措置法、通称給特法の改正

ですが、教員の勤務の長時間化など、近年というよりはもう長い間常態化していると

いうのが実態なのかなと思います。そのことに鑑みまして、学校における教職員の働

き方改革として、本当に働き方を見直す、そして子どもたちに効果的な教育活動が行

うことができるように、働き方改革の一環として法律が改正されたものと理解してお

ります。 

   この中では、第５条、第７条ということになりますけれども、今までは勤務時間の

上限に関するガイドラインだったのですけれども、それを指針に格上げするというこ

となどを含めておりまして、働き方改革という指針を生かして運用していくものと捉

えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 今、教育長から答弁を頂きましたけれども、今回この長時間労働

を見直すという形で、働き方改革ということで、政府などのほうで提案をしたという

ことですけれども、もう一つの内容といたしまして、１日８時間労働の原則がなくな

るということが言えると思います。それから、公務員は適用除外となっておりました
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けれども、今回それを可能とするような変形労働時間制ということになるかと思いま

す。 

   こうしますと、ほかの職種、自治体労働者をはじめとしたほかの業種にも適用され

ることにもなりかねないといったようなことが考えられると思います。また、公立学

校で運用することについては、夏休みのまとめ取りに限定され、閑散期の勤務時間を

ゼロにして繁忙期の長時間労働に充てるということにもなるかと思います。 

   ただし、今回これを導入することになりますと、恒常的な残業がないこと、それか

ら実施する、しないは選択制であることといったことがこの変形労働時間制の中に含

まれている内容かと思います。 

   そこで、３番目になりますけれども、教職員の実態でありますが、持ち帰り業務の

把握の可否なども含めまして、勤務実態はどのようになっておりますでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えいたします。 

   持ち帰り業務とのお質しでございます。持ち帰り業務につきましては、個人情報や

成績データなど、個人が特定できるものの持ち出しにつきましては原則禁じられてお

りまして、制限をされているものでございます。 

   しかしながら、教材研究というようなことで授業の準備に係るものですとか、授業

で使うためのプリントの作成、それから学年だよりなどの保護者向けのお便りなどの

作成については、先生方は持ち帰って作業をされているものと把握いたしているとこ

ろでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） こういったことは、残業時間という形での計算はされないものと

思いますが、その辺りはどのように処理しているのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えいたします。 

   持ち帰った場合の業務の捉え方ということのお質しでございます。現実的な部分と

しましては、持ち帰った部分での業務の捉え方としては、区分けが非常に難しいもの

と理解しております。例えば授業の準備のために、知識を得るために読書をした場合

はどうなのかとか、細かい部分がもろもろ出てまいりますので、現実的な対応として

は、そこまでの把握については難しいものと理解をしております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 確認になりますけれども、どのぐらいの時間がかかっているかに

ついても、これは把握は難しいという認識でよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えいたします。 

   議員お見込みのとおりでございます。 
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   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） そうしますと、教職員の方につきましては、先ほど教育長が答弁

したとおり、これまでもかなり忙しい中で長時間労働を強いられているのが実態だと

いうことで、私もそのように認識はしておるところであります。したがいまして、こ

れを具体的に管理していくということからすれば、個々人の勤務時間について、現時

点では誰がどのような管理をしているかというところが非常に問題になるかと思いま

すけれども、この辺りはいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） お答えいたします。 

   個々人の勤務時間の把握という部分でございますが、教職員の勤務時間につきまし

ては、小学校、中学校共にタイムレコーダー、タイムカードによって勤務時間の把握

をしているところでございます。それを通常は管理職によりまして、併せて業務の内

容について、把握を行っているところでございます。勤務時間数につきましては、タ

イムカードの集計について教頭が行いまして、全教職員の勤務状況については把握を

いたしているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） タイムカードで管理をするということでありますけれども、そう

しますと、この下では正確な時間が出てくるものと思います。私の承知しているとこ

ろでは８時１５分から１６時４５分までが１日の勤務時間ということのようですけれ

ども、さきの６番議員の質問にもありましたけれども、それぞれ労働時間はどのよう

な実態になっているでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えさせていただきます。 

   教職員の勤務時間につきましては、公務員ですので、今、浅野議員ご指摘のとおり

７時間４５分ということで、学校の始業時間に合わせて若干の差はありますけれども、

８時１５分から１６時４５分、お昼が一応４５分ということでなっておりますが、実

態としては、先ほどの佐藤定男議員からのご質問、ご指摘もありましたとおり、例え

ば親が仕事に行かなくてはならないので、何で学校を開けてないんだというようなこ

とがあったりして、７時ぐらいからもう学校が開いているような状況です。特に中学

校におきましては部活動等もありまして、実際業務などについては部活動が終わって

からやらなくてはならないなんていうことがあって、本当に長時間勤務が常態化して

いる。そういった中で改善を図っていくために、様々な働き方改革ということで進め

られていくように今工夫して、計画しているところであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 先ほど６番議員にお答えした中では、教諭につきましても１０時
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間、１１時間という数字がお答えの中で出てきたと思うんですけれども、月４５時間、

年３６０時間以上の残業があるところでは、今回この変形労働時間制は適用されませ

んよというお話として聞いているんですけれども、その辺りの認識としてはいかがで

しょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えさせていただきたいと思います。 

   法の上で１０時間ということなのですけれども、変形労働時間制を仮に採用したと

しても、先ほど来述べさせていただいているとおり、実態は１０時間を超えるような

日も当然いっぱいあるわけです。法改正の趣旨としては、実際に超過勤務がこれだけ

常態化しているので、そこは何とか少しでも軽減していくということだと捉えており

ます。 

   なので、ガイドライン、今度指針になるわけですけれども、それでも月の上限が

４５時間、繁忙期とか緊急な場合についてもその倍程度となっていますけれども、そ

こまで働かせるという趣旨で指針を使うということではなくて、勤務時間を減らすよ

うに業務を改善していくという趣旨で運用していかない限りは、この法が生かされる

とは言えないので、教育委員会としましても、その趣旨を生かすように服務監督権者

としては働いていくというつもりであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 勤務時間を減らすためには業務の量を減らすというのが当然かと

思うんですけれども、業務の量を減らすために即できる、何から取りかかるという考

えで今現在のところいらっしゃるのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） 様々な観点があるんですけれども、まず中学校で超過勤務の大き

な原因になっている部活動ですけれども、これは昨年度において、運動部の部活動に

ついてのガイドライン、それから文化部の部活動についてもガイドラインが定められ

ました。それで、まず上限を平日だと２時間、休日だと３時間、それから土日のいず

れかは部活動を休みにするということで、具体的な改善を図るというふうになってお

ります。 

   ですから、例えば佐藤定男議員の質問の中にもありましたけれども、英語に関わっ

てということがあります。授業については教職員が行うことになるわけですけれども、

授業に関わるアシスタント的なものとかチーム・ティーチング的なものとして、本町

では英語についての特別講師を配置するなど、できるところから進めていきたいと思

いますし、国の制度としましては、今後、部活動指導員なども配置できるようになっ

てきていますので、そういう制度を活用しながら、実効あるような勤務内容、職務内

容の縮減に結びつくような形で取り組んでまいりたいなと考えているところです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 
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１０番（浅野富男君） それから、１番目の質問で、教師の雇主、管理者は校長先生であ

るという答弁を先ほど頂きましたけれども、この変形労働時間制を導入するためには

当事者間、先ほどの答弁と合わせますと校長と教師の間でそうした合意協定が必要で

あるということになるかと思います。したがいまして、この協議は教育委員会の権限

外ではないかと私は考えておりますけれども、この辺りはいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えさせていただきます。 

   教育委員会が権限外かということであります。まず変形労働時間制の導入を可とし

た今回の給特法の改正ですけれども、これも前に答弁させてもらったとおりですけれ

ども、市町村教育委員会の場合ですと県費負担の教職員であります。それで、県費負

担の教職員については、勤務条件等については条例主義というのに基づいて行うとい

うことになりますので、まだ制定はされていませんけれども、県の条例に従う、それ

によるということになるかと思います。 

   それで、今回の改正が協定に基づくということではなくて条例に基づくということ

になりますので、条例が制定されるまでの間には当然、県、教職員、教育委員会と

様々なことがありますし、労使の交渉事項になると思います。なので、そこに労使が

加わるというのは当然のことではありますけれども、市町村の教育委員会の立場で申

しますと、県の条例に基づいて、今度は学校で校長と教職員と服務監督権者としての

教育委員会がよく相談し合って、仮に変形労働時間制を採用するのであれば、誰が対

象で、いつの時期でと細かく計画を定めていくことになるかと思います。なので、市

町村教育委員会としては、協定の対象という観点ではなくて、適切な計画になるよう

に一緒に知恵を出していくという立場になるかと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 県の条例がまだ制定されておりませんので、確かにこの条例がな

いとこの変形労働時間制によることはできないということになりますけれども、教育

委員会には校長と、それから教職員含めて服務監督権があるということでの答弁があ

りました。その中において、今回仮に県のほうで条例が制定されたということになり

まして、この校長等教職員の間で合意が制定されたということになった場合には、当

然そこに入っていくかと思いますけれども、先ほども言いましたけれども、その前に、

今あるこの労働時間、かなり長いということで、これに入ることは今の時点ではでき

ないのではないかと考えますけれども、その辺りでの教育委員会の考えはいかがでし

ょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） 本当に今、実態として教職員の労働時間が１０時間を超えるとい

うことで、そういうところの改善も含めての今度の改正かなと思います。条例改正前

なので、当然明日からやるということはあり得ないわけですけれども、実態としてオ

ーバーしている部分はあるので、普段の勤務時間の改善も進めながら、教職員にとっ
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て不利にならないようにしなくてはいけない。 

   例えば週休２日制導入の初期にあったように、土曜日勤務しなくちゃならなかった

分、夏休みにまとめ取りみたいな制度があったかと思うんですけれども、それと同じ

制度ではありません。例えば４月に入学式などがあって、勤務時間が９時間なり

１０時間あったとすれば、その分についてはまとめ取りができるような仕組みがあっ

たほうが教職員にとっては当然プラスになるんではないか。 

   先ほど来申し上げているんですけれども、結果的に教職員の勤務が軽減される、縮

減される、そういう趣旨を踏まえての改善、運用にしていかなければこの法律の意味

はないので、その辺は十分踏まえながら服務監督をしていきたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） これが遂行可能になるのは来年春からということであります。あ

と１年間ありますけれども、その間に教職員の勤務時間を減らすということでこれか

ら取り組んでいくのかなと思いますけれども、その辺りまで含めまして、この制度全

般、教育委員会としては取り入れるべきと考えるのか、取り入れないと考えるのか、

その辺はいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） これは具体的にまだ校長、あるいは教職員等と検討したわけでは

ないので、私見としてお話しさせてもらうことになりますけれども、先ほど来話しま

したように、なかなか教職員の勤務時間というのは実態として短縮されない部分があ

る。その部分の解決のためには、少しゆったりできる夏休み等に休んでいただくのが

いいのではないのかなとは思っております。そういう意味では、改正給特法の趣旨を

生かした勤務というのは可なのかなと考えております。 

   ただ、くどいようですが、逆に１０時間まで働かせられるんだとか、そういうよう

な運用でやっていってしまったのでは全然意味がないということになりますし、法の

趣旨に反するので、それは止めたいと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 人間の生活スタイルからしますと、寝ないで働く、食べないで働

く、あるいは暇だからいっぱい稼ぐということは難しいことと思っておりますので、

私自身はこの変形労働時間制は止めるべきと考えております。８時間労働制につきま

しても、これは人類史の中ではかなり長い時間かかって勝ち取ったものということな

のです。やっぱりこれが人間にとって一番いい生活スタイルということから、８時間

というところに落ち着いたんだと思います。ぜひ長時間勤務をなくするように努力し

ていただきたいと思います。 

   次の質問に入ります。公立・公的病院再編統合についてであります。 

   昨年９月に公立・公的病院の再編統合について、唐突にも４２４の病院について公

表がされました。地域医療構想では、全国の公立・公的病院を対象に５万床もの病床
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数を減らす計画があるものの、なかなか進まない現状にあることから、突然の発表と

なったと言われております。医療費の抑制が大本にあると思いますけれども、公立・

公的に関わらず、医療機関は住民にとって健康を守るための不可欠の機関であります。

公立では地元に藤田総合病院がありまして、今回の発表では該当にこそならなかった

ものの、国からの補助は受けている医療機関でもあります。 

   この構想では、レセプトの数で医療の需要度がはかられることも否定できません。

人口減少の下ではこのことで再編の対象とされては困るものでありますけれども、こ

の点について町の見解を伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えいたします。 

   まずは、地域医療構想についてお話しいたします。 

   これは平成２６年に成立いたしました医療介護総合確保推進法により、当時の改正

医療法に位置づけられたもので、令和７年に団塊の世代が全て７５歳に到達するとい

うことから、病床の医療機能ごとに将来の病床数の必要量あるいは病床の機能分化及

び連携の推進が目的とされてございます。 

   確かに全体の病床数も人口減少とともに削減という方向になりますので、削減が主

目的とのご指摘がございまして、改正法が成立したときに当時の厚生労働省が、地域

の医療構想は不足している医療機能の充足を求めるものであって、稼働している病床

を削減するものではないとのコメントを出したところであります。 

   なお、福島県においては平成２８年１２月にこの地域医療構想を策定しております

が、推計の方法につきましては、医療法さらには同法の施行規則に定められた推計方

法に基づき、平成２５年度のレセプトのデータ、さらには令和７年度の将来人口推計

により算定したものとされてございます。 

   加えて、県においては、将来の必要病床数は今後の人口減少数、さらには年齢構成

の変化を踏まえて７つの圏域のマクロ的な視点から分析をした結果ということと、あ

くまでも圏域における将来の医療提供体制を検討する上での参考材料の一つと示して

ございます。そのため、この構想の中にも、策定後は地域医療構想調整会議を開催し

て、地域の実情に応じた各医療機関の役割分担、連携を協議することで、平成２８年

１２月の構想策定後からこの調整会議を圏域ごとに開催しているところでございます。 

   ご質問のレセプトの数で需要度がはかられるのは人口減少する中で大変ではないか

というご指摘でございますが、レセプトの分析につきましては、医療機能を分類する

上で活用されるという意味もございます。例えば入院から何日目までが急性期なのか、

さらにはいつからが回復期なのか、慢性期の病床についてはどのような病気が該当す

るかなどの分析にも活用されているものであり、病床機能の必要量を算定するために

は必要な部分と考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 医療の機能ということで答弁がありました。その中でもう一つ計
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算に入っていない部分があるのではないかと思います。確かに医者にかかればレセプ

トが出てきますので、数は数えられるかと思いますけれども、直接病院に行かなかっ

た、あるいは行けない状態にあるということは、この数の中に入っていないのではな

いかと思います。特に公立病院は地域医療という課題を持っておりますので、それに

応えるためにはそうした部分についても勘案する必要があるんではないかと思います

けれども、この辺の見方はいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えいたします。 

   病院に行かなかった方についての対応、その分の分析はどこに入っているんだとい

うお質しだと思いますが、この地域医療構想の分析の部分につきましては、先ほど答

弁をしたとおりレセプトの内容の分析、これは数も当然含まれると認識をしてござい

ますが、その部分があります。さらに、医療機関の部分でお話をしますと、地域性、

例えば僻地であったりとか、もしくは同じような症例を扱う病院が近接しているとか、

地域において専門の病院として機能している、あるいは総合的な診療科を持っている、

これは様々な病院がございますので、その部分も加味して総合的に検討されると聞い

ているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 総合的に勘案されるということかと思います。先ほど来言ってい

ますけれども、地域医療というのは経営状態を良好なところに持っていくだけではな

いということが民間病院と違う公立病院の役目かなと思っております。 

   そこで、特に辺地での医療を守ること、公的病院の果たす役割、そして近くに医療

機関がなくなったら住民はどうなるかなど、地域医療構想に対して住民の立場からの

しっかりとした意見というものが非常に大事ではないかと思っております。こうした

意思を持ってこそ、先ほど言いました４２４の中にできれば入りたくない、入らない

ようなしっかりしたものが必要ではないかと思っておりますので、その辺りの考えを

伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、この質問につきましては私のほうからご答弁させていた

だきたいと思います。 

   今いろいろご質問がございました。まさに浅野議員お質しのとおりであろうかなと

思っております。実は、私も県におった際に医療機関の指導を含めいろいろやってき

た経過があるわけでございますので、そういった中で、一元的に厚生労働省で、こう

いった形で、福島県の場合は２４の公立・公的病院のうち８つが再編統合対象と発表

されたことは非常にショックでございました。基本的には、まずは町民の安全・安心、

あるいは住民の安全・安心、これをしっかり担保していくことが非常に重要かなと思

っております。 

   したがいまして、地域医療を守るためにどうするのか、それから公的医療機関をし
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っかりと担保していくにはどういう議論をすべきかといったことを総合的にいろいろ

と議論する、検討する。それを特に地域レベルでベースとしてまずやってみるという

ことが、私は非常に重要ではないのかなと思っております。 

   ご案内のように公立藤田総合病院、まさに伊達地方の中核病院として存在するとい

うことでございます。公立藤田総合病院が実際に国見町にあるというのは、得難い、

非常にすばらしいことだと思っております。ただ、ご質問ありましたように、存在は

する。しかし、存在をどのように維持発展をさせていくのか。これは重要な課題なの

かなと思っております。 

   特に今、地域医療の確保、医師確保、看護師確保、非常に大変な状況になってござ

います。また、経営の安定化も含めていろいろ大変でありますけれども、何とか皆さ

んのご支援を頂きながら、この公立藤田総合病院の一つの流れ、形ができておるなと

いう思いもいたしております。今後につきましても、地域医療としての要である公立

藤田総合病院の意義、存在というのは非常に重要だと思いますので、これをしっかり

と未来に維持発展をさせていくということが地域医療の関係では本当に重要な課題な

のかなと思っております。 

   しかしながら、この世の中の状況を見ますと、人口減少がどんどん進んでおると。

したがって、先ほど来議論になっております人口減少になれば、病院に係るレセプト

もどんどん減ってくるという状況になるわけでございます。ただ、それはそれとして

当然あるわけでございますけれども、地域医療構想、つまり病院をどうするんだ、あ

あするんだの議論については地元の自治体、それから地元の医療機関でベースとして

しっかり議論しながら対応していくことが必要なのかなと考えております。 

   今回９月にこのことが表に出た際には、全国知事会、全国市長会、それから全国町

村会のほうで、これを国が一律に決めるのは遺憾であるという強い意思表示も実はさ

せていただいております。今後については、県のいろいろ調整会議もございますし、

国でもやっています。そういったところを十分注視しながら、何か情報が入れば、地

元ですから議論をして、こちらから要請、サジェスチョンする。公立藤田総合病院の

意義、存在というのは非常に重要でございますので、そういったことを十分ベースに

置きながら、さらなる維持発展に対応できるように、今後とも議員の皆様方にはバッ

クアップいただだきながら、ぜひ前に進めていきたいと考えておりますので、よろし

くお願い申し上げたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 人口減少の中で公立藤田総合病院は今は黒字かなと考えているん

ですけれども、赤字にならないという保証もないかと考えております。そうした場合

に、廃止の対象になる可能性も出てくるかなと考えているところですけれども、町村

会、県の知事会等そうした地方の機関の中でもこういったことが議論されていると町

長の答弁でありました。そうした中できちんと反映させることも必要なのかなと思い

ますので、その辺りでの議論がどのような形になっているのかお知らせいただければ
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と思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 地域医療の中で公立藤田総合病院の存在は、特に地方でのオールラ

ウンドな病院、つまり総合病院ということで非常に評判が良いとされております。た

だ問題は、福島圏域と伊達地方圏域とのコラボ連携をどうするんだという議論が当然出

ておるところでございまして、そういった中でしっかりと公立藤田総合病院の意義、存

在というものを前に進めていくことが必要かなと思っております。年間１，６００件

を超える救急搬送があるということでございまして、病院の意義、存在というものが

福島県全体、そして県北でも、現時点では非常に評価されておるということでござい

ますので、この評価を踏まえしっかりと維持発展をさせていく。 

   今赤字の話もありましたけれども、当然そういったことも生じるかも知れません。

ただ、伊達地方で住民の生命と健康を守る病院であるいうことを常にアピールしなが

ら、この地域医療機関としての公立藤田総合病院の未来に向けた維持発展にしっかり

と対応していくということが非常に重要なのかなと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 圏域の議論もあるということで、これも出てくるのかなと思いな

がら今、答弁を聞いたんですけれども、町としてのしっかりとした意見、町民に対す

る医療を守るということで、どこに行きましてもそういった意見を通していただくこ

とをお願いいたしまして、質問を終わりたいと思います。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） ２時３０分まで休議いたします。 

（午後２時２０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後２時３０分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 一般質問を続けます。 

   最後に、２番佐藤 孝君。 

（２番佐藤 孝君 登壇） 

２番（佐藤 孝君） 通告に沿って質問いたします。 

   質問の前に、新型コロナウイルスの対応について申し上げたいと思います。 

   昨日の町長の所信表明における新型コロナウイルス対応の説明は、あまりにも事務

的で形式的で官僚的で、ある意味緊張感が欠けるものと受け止めておりました。私は、

小中学校を休校とする政府方針を受けて、町の対応がどんな議論と経過で、どのよう

な懸念あるいは混乱を想定して、他の市町村に先んじで決断したのかなどの説明をす
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るものと思っておりました。まして、小学校は休校としたのに、なぜ幼稚園や保育所

あるいは放課後児童クラブは休校、休園にしないのかと多くの町民は不安を抱いてい

るのが現状であります。政府の要請とはいえ、最終的な判断あるいはその責任は自治

体にあります。保育所、幼稚園が安全だとして開園を決断した背景、あるいは開園リ

スクへのエビデンスをお聞きしたいし、町民に伝える義務が私ども議員にありますの

で、ぜひとも早急なる説明の場と質疑の場を強く求めて、質問に入りたいと思います。 

   少子化対策の一環として、子ども・子育て支援法が平成２７年４月に施行されまし

た。支援事業は各自治体が主体性を持つと同時に独自性を打ち出すなどして、その充

実に努めている現状にあります。町におきましても人口が減少し続けまして、今年に

入りついに９，０００名を割るという現状になっております。同時に、出生数も減っ

ておりまして、安心して産み育てるための様々な取組を充実させることが喫緊かつ重

要な課題になっているところであります。 

   子どもを安心して産み育てていく途中では、病気など予期せぬ諸問題に直面するこ

とは誰しもが経験しておりまして、そのことであたふたした経験も多くの皆さんがし

ていると思っております。一方、共稼ぎで職場での休暇が取れない繁忙期、子どもを

安心して預ける場をどこに求めるか、これもまた深刻な問題となっております。行政

がその受皿づくりを担う必要性がより一層高まっていると思います。 

   そのような中、町では４月から５か年間の第２期子ども・子育て支援事業計画がス

タートいたします。そこで、この計画では病児・病後児保育が子育て支援としてどの

ような位置づけとなっているのか、基本的な姿勢をお聞かせください。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） ２番佐藤孝議員のご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

   病児・病後児保育に対する基本姿勢についてのお質しでありますが、まずこの事業

の目的は、当然今、議員がおっしゃられたとおり、保護者が就労している場合等にお

いて、子どもが病気の際に自宅での保育が困難な場合の保育需要に対応するために実

施するものです。３つの類型がありまして、病院、保育所などの施設で預かる施設型

といわれるもの、体調不良になったときに対応するための体調不良児対応型、それか

ら訪問型と呼ばれる非施設型の３類型があります。また、この事業の中では安全性、

安定性、効率性についても検証を行うこととして、安心して子育てができる環境を整

備し、福祉の向上を図ることを目的としているものであります。 

   それで、実情に応じて市町村が取り組む重要な事業の中の一つに当然入っているわ

けですので、教育委員会としましても検討を進めてきている事業ということでありま

す。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 概念でありましたが、そこで病児・病後児保育とは具体的に何なの

か。対象者あるいはスタッフ、国の補助あるいは町が事業を委託して訪問指導などが

可能なのか、その辺の骨格についてお聞かせ願いたいと思います。 
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議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   病児・病後児保育とは、保育を必要とする乳児・乳幼児または保護者の労働もしく

はその疾病、その他の事由により、家庭において保育を受けることが困難となった小

学校に就学している児童であって、疾病にかかっている者について、保育所、認定こ

ども園、病院・診療所、その他の場所において保育を行う事業でございます。 

   この事業は施設型と訪問型に分類されます。先ほどの教育長の答弁にもございまし

たが、施設型としては病児対応型、病後児対応型、体調不良児型がございます。その

中で病児対応型は、児童が病気の回復期に至らない場合で、かつ当面の症状の急変が

認められない場合に、この児童を病院・診療所、保育所等に付設された専用スペース

で一時的に保育する事業であります。また、病後児対応型は、児童が病気の回復期で、

かつ集団保育が困難な期間において、当該児童を病児対応型と同じく専用スペース等

で一時的に保育する事業でございます。病児・病後児の対象児童は、集団保育が困難

で、かつ保護者の勤務等の都合により家庭で保育を行うことが困難な児童であって、

市町村が認めた乳児・幼児または小学校に就学している児童でございます。 

   訪問型は、病児及び病後児を対象に、その児童の自宅において一時的に保育する事

業でございます。 

   この際のスタッフでございますが、病児・病後児保育は利用児童１０人に対して看

護師が１名以上、かつ利用児童３人に対して保育士は１名以上の配置が必要となりま

す。訪問型は一定の研修を受けた看護師、保育士、研修により市町村長が認めた者の

配置が必要となっております。こちらは病児・病後児１人に対して１名以上を配置す

ることとなります。 

   この事業は地域子ども・子育て支援事業の一つで、子ども・子育て支援交付金とし

て国・県から３分の１ずつ交付されます。また、事業所等が要件を満たせば、町が認

めたものとして委託することも可能となっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今、病児・病後児の概念等について説明いただきましたし、国の補

助の有無、それからスタッフの関係、詳細にわたってご回答いただきました。実は、

今回の質問は来年度の予算要求をする意味での質問ではなくて、令和３年度に向けた

ある意味、問題意識の共有、あるいは条件整備を進めるという立場で質問をしている

わけであります。 

   ただ、令和２年度中に必要性がある、またお互いに了解点に達すれば、補正対応を

当然求めていくという考え方に今いるところであります。あるいは、緊急性が認めら

れなくても、事業を実施できるよう子育て支援の一つの施策として整備をすることも、

これは行政の大きな役割だろうと思っているところです。 

   そこで、ここで具体的なことをお聞きしたいと思います。先ほどの第２期の事業計

画でパブリックコメントを２月にしていると思います。その中で病児・病後児保育に
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関する意見要望等があったのかどうか、あれば論点をお聞かせください。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   第２期子ども・子育て支援事業計画の策定にあたりまして１月２０日から２月

１０日までパブリックコメントを実施いたしました。その結果、提出された意見はあ

りませんでした。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 意見が何もなかったということに驚いているわけでありますが、こ

れが実態ですから仕方がありません。 

   それで、同時期に行いました保護者等への意向調査の中で病児・病後児保育に関連

した要望等はございましたか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   平成３１年２月から３月に、未就学児と小学生の保護者を対象に子ども・子育て支

援に関するニーズ調査を実施しております。その中で、病児・病後児の利用希望につ

いての要望はありました。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今の時期ではなくて、昨年の２月から３月という理解でよろしいで

すか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） 平成３１年の２月から３月でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 先ほど教育長、東海林課長からご答弁のありましたように、近隣の

福島市、伊達市で、直営か民間かは別としまして、施設型としていわゆる病児・病後

児保育に取り組んでおります。桑折町では平成２８年４月から施設型と訪問型の利用

者への料金の半額補助を行っております。これは私が直接聞いた話でありますけれど

も、伊達市と桑折町では施設型、要するに受け入れて病児・病後児保育をするという

要望、要求というものが大きくなっているということであります。キャパシティーの

問題は後で質問しますけれども、先ほど答弁であったように施設型、町の保育所等で

受け入れると仮定した場合、町職員で病児保育専門士、あるいは認定病児保育専門士

等の資格を有する方は何名いらっしゃいますか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   町職員ではおりません。 

   以上、答弁といたします。 
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議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今申し上げた専門士はいろんな団体がありまして、その団体の研修

あるいは試験等を経て認定をされた方を病児保育専門士と言っているわけです。例え

ば認定病児保育専門士は、保育士あるいは看護師であって、２年以上の実務経験が必

要であると。それから私が申し上げた認定病児保育スペシャリストというのは、国家

資格ではありませんが、一定の研修、試験、そして２４時間の実務があれば認定を受

けることができるとなっております。 

   それで、先ほど教育長の基本的な姿勢についてご答弁いただきましたが、支援事業

計画に病児・病後児保育については検討するという記載をされている以上、職員にこ

れらの保育専門士を養成するということも必要だと思いますが、それらについて対応

する考えはございますか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   職員の認定病児保育専門士等の養成についてでございますが、町といたしましては、

事業を実施する場合、安全・安心の観点から、病児・病後児の保育は看護師等の専門

職が実施すべきと考えております。職員に対しての病児保育を前提としての研修は難

しいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 後でも議論させていただきますが、保育士さんの充実なり、あるい

は看護師さんの配置は望ましいことでありますから、当然そのような答弁になると思

いますが、現状として今すぐなかなかその配置にならないのは、それぞれ皆さん方ご

承知のとおりだと思います。 

   そこで、先ほど私が申し上げたように、研修等で認定病児保育士資格を取得し、認

定者として認められるという制度がございますので、今すぐ困難であるとの答弁であ

りましたが、ぜひ具体的な検討に入っていただきたいと思っています。 

   私が調べた限りでは、ＮＰＯ法人まごころサービス国見センターに非常勤として登

録されている病児保育専門士の方が７名いらっしゃいます。これは一般財団法人女性

労働協会という団体の認定を受けた皆さんで、全て町内居住者だと伺っております。

職員においても、保育業務に携わっていない方を含めて、私が先ほど申し上げたよう

に病児保育専門士を養成していくということは今後の事業展開をする上で大事なこと

だと思っておりますので、教育長、もう一回ご答弁を頂けますか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えさせていただきます。 

   議員お質しの件、ＮＰＯ法人まごころサービス国見センターで実施しているこども

緊急サポートネットワークに携わっている方々かと思います。このスタッフは、こど

も緊急サポートネットワークふくしま主催で規定の研修を受けてスタッフ会員となり、

事業を実施していると伺っております。町といたしましては、病児・病後児保育を実
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施する場合には、子どもの安全・安心を考えると、看護師等の専門職及び専門研修を

受けた保育士の配置が適切と考えております。 

   認定病児保育スペシャリストの研修ということなのですけれども、この有資格者を

配置することで、地域の子ども・子育て支援事業でいう病児・病後児保育施設にはな

りません。認定病児保育スペシャリストの資格をもって保育士や看護師の代わりとす

ることはできません。したがって、その資格者だけで病児・病後児保育事業が進めら

れるわけではありません。また、町職員もそれぞれの職務上によって勤務しておりま

すので、業務としての研修は今のところは難しいかなと考えております。 

   ただ、町職員あるいは保護者、事業に携わる方々がこのスペシャリストの研修を受

けて、保育や病児についての理解を深めることは本当に大変有意義なことと思ってお

ります。保育士等にあってはもっと専門的な研修を深めて、病児・病後児保育に当た

るべきだと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 後でも議論しますけれども、町として事業を行う場合に、当然看護

師の配置とか、あるいは病児・病後児の対象者の方も、病院、お医者さんの了解、承

認がないと実際にその施設で病児・病後児のサービスを受けられないということも理

解した上での質問ですし、来年度から実施するものの細かいやり取りだと先ほどのよ

うな話になってくるんですけれども、取りあえず前段の整理ですから、私の言ってい

ることもぜひ理解していただきたい。専門職を配置すれば、これは一番理想的なわけ

です。ただ、サポートする人間も養成する必要があるんではないですかと私は申し上

げているだけでありますので、その点についてもぜひ理解をしていただきたいなと思

っております。 

   そこで令和３年度以降、施設型として仮に事業を進めるとして、当然受けられるマ

ンパワー、先ほどお話がありましたキャパシティーも問題になります。では、町の施

設で受け入れるスペースが確保できるかどうか、お答え願いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   病児・病後児対応型の事業を実施する場合は、病院・診療所、保育所等に付設され

た専用スペース、またはこの事業のための専用の施設であって、保育室及び児童の静

養または隔離の機能を持つ観察室、安静室を有すること、あと調理室を有すること、

事故防止及び衛生面に配慮されている必要があります。現在、町の施設でそのスペー

スを確保することは難しい状態でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今の答弁だと、町単独で事業を進めることはキャパシティーもない

し、マンパワーも確保できないという壁に当たります。広域連携が今非常に重要視さ

れておりまして、この問題ではありませんが、１月末に県北管内、それから南東北で
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首長が一堂に会した討論会、パネルディスカッションがあったと思っております。隣

接する伊達市、桑折町と連携して広域的な施設型事業の展開があり得ると思いますが、

その考え方があるかどうか。 

   併せて、公立藤田総合病院などの医療機関との連携、つまり病院の中の保育施設の

利用等、看護師の対応、そういう事業委託も理論的に可能かどうか、お答えください。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   議員お質しのとおり、病児・病後児保育の実施を検討する場合は、近隣との連携が

必要となってまいります。病児保育施設の広域利用につきましては、利用に向けて条

件整備を進めているところでございます。 

   また、公立藤田総合病院などの医療機関との連携でございますが、病児保育を実施

する場合、看護師、保育士の配置が必要となるため、人員配置も含め、事業の実施要

件を満たし、保護者が安心して児童を預けることができる環境を整えることができれ

ば可能と思われます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 施設型、つまり病院内の施設につきましては、町が事業委託して病

児保育をすれば、これは理論的に今、可能だという話がありました。あくまでも資格

者の常駐が必要となるというのは、先ほどの答弁でも明らかになっています。仮定の

話で本当に恐縮なのですけれども、公立藤田総合病院が町の委託を受けた場合、病院

内施設で先ほど申し上げたＮＰＯ法人まごころサービス国見センターのような民間事

業者の中の有資格者を常駐させるという方法も可能ですか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   先ほどの答弁の繰り返しになりますが、病児・病後児保育を実施する場合、職員の

配置につきましては、利用児童１０人に対して看護師１人以上、かつ利用児童３人に

対し保育士１人以上が必要となります。つまり、利用児童を定員３人とした場合に、

看護師１人、保育士１人が必要となります。ただし、利用児童が見込まれる場合、保

育士、看護師がすぐに駆けつけられるなどの迅速な対応が可能な場合は、常駐を条件

としないとなっております。しかし、必要なときに看護師、保育士が出勤して業務に

従事できる柔軟な対応ができる体制の調整が必要となります。その要件が確保できれ

ば委託は可能と思われます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） ＮＰＯ法人まごころサービス国見センターで行っておりますこども

緊急サポート事業、通称緊サポと言っている事業でありますが、これの事業実績がこ

こにありまして、利用登録が５０世帯です。１世帯に２名の方もいらっしゃいます。

病気の子どもさん、あるいは病後の子どもさんを見るわけでありますから、細かい事
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前情報は当然必要になります。したがって、登録制になっておりまして、それが先ほ

ど申し上げた５０世帯です。 

   今年度、平成３１年４月から昨年１２月末まで９か月の利用実績は３９名、

２１９時間３０分、全て訪問型です。先ほどご答弁いただきました施設型ではなくて、

各家庭にこちらが向かう訪問型の実績が約２２０時間です。これも繰り返しで恐縮な

のですが、実は、病院との話合いの中では、公立藤田総合病院内の保育施設を使って

もいいですよ、条件が整えば貸してもいいですよという話になっているんです。仮に

そうなった場合、この前提が満たされれば、町が希望者を募るということはできます

か。やれるか、やれないかだけお聞かせ願いたいんですが。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   こども緊急サポート事業は、国で示している地域子ども・子育て支援事業の中に含

まれない事業となっておりまして、あくまでも個人の登録と思われますので、町が希

望者を募ることは難しいと考えます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 現時点では難しいという理解をいたしました。何が可能かを探って

いくということも当然我々の仕事としてあるかなとは思います。先ほどの議論であっ

たように、広域連携が極めて重要ですし、あるいは一つのポイントになっていると思

います。伊達市で施設型を実施してきた経過があると私、申し上げましたが、マンパ

ワーもキャパシティーも十分だとすれば、地方自治法の規定に基づいた連携事業開始

までにどんな手順が必要なのか、お聞かせください。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   広域利用につきましては、昨年、福島県内の市町村における病児保育施設の広域利

用の取扱について示されております。連携先と対象児童や施設などについて事前の協

議は必要となりますが、病児保育事業広域協定書により協定を締結するようになりま

す。その後は、病児保育施設の利用を希望する者から施設設置者が申込みを受けた場

合に、協定締結市町村であることを確認し、空き状況に応じて申し込み、受け付けを

するような形になります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 実際に令和２年度からやるということではありませんので、細かい

やり取りはもう必要ないと思いますが、あえて伊達市とか桑折町があることですから、

短時間で条件整備ということにはならないでしょう。ただ、現実的にそういう要望、

要求が他町にはある。もちろん国見町にもあるという話は聞いています。広域連携が

より具体的、あるいは現実的な対応であるという事実は、私はあると思っているんで

す。 
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   そこで、先ほどまごころサービス国見センターの話をしましたが、施設受入れ型で

はなくて各家庭などに訪問する訪問型の場合、訪問委託先の条件は何なのか、お答え

ください。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   訪問型の実施要件は、まず職員については病児・病後児の看護を担当する一定の研

修を修了した看護師等保育士、研修により市町村長が認めた者、いずれか１名以上と

なっております。職員は、職員の資質向上、人材確保等研修事業の実施についてで定

める訪問型の病児・病後児保育の研修を修了した者となっておりますので、その要件

を満たす職員の配置が条件となります。 

   また、実施施設は緊急時に児童を受け入れてもらうための協力医療機関の選定等も

必要となってきます。県内では訪問型の事業を実施している市町村はございません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 訪問型に対応できる認定病児保育スペシャリストとか、病児保育専

門士などを有する町内企業、団体、あるいはノウハウ、実績を持つところはどこです

か。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   町内で訪問型に対応できる事業所については把握しておりません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） そうしますと、公立藤田総合病院は、実は病院内で病児保育を実施

しております。教育長の答弁があったとおり、厳密に言うと国の補助の対象となるよ

うな病児・病後児保育とは違うけれども、ＮＰＯ法人まごころサービス国見センター

は保育をサポートする事業はやっているんです。先ほど私、話しましたが、訪問型の

場合は利用する子どもさんの事前情報を基に保育をするわけですから、当然登録制に

なります。町として、施設型の事業が人材とか、それからキャパシティーの関係でな

かなか具体的に検討することが難しい、また広域連携についてもそう簡単に、すぐに

はい来たというわけにはいかないということも分かりました。 

   そこで、先ほどの質問と若干違うんですが、要するに国が認めた、国がしっかりと

枠にはめた病児・病後児保育ではなくてサポートするそれらの訪問保育を登録するこ

と、各事業所が行うようなサポートについて町が介在するということはどういうニー

ズがあるのか。それを行うことは可能であると思いますが、できませんか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   町といたしましては、一定の実施要件を満たした職員を配置している場合に訪問型

と認めるようになりますので、その要件を満たせば訪問型の実施は可能だと思われま
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す。それで、委託を含めて町が実施する場合は、専門の看護師等の配置が必要となり

ます。あくまでも緊急サポートの場合はその事業とは別ということなので、町として

はその事業実施以外ということで、個人で登録していただくようになると考えており

ます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 施設型で病児・病後児保育をきちっとした形で、しっかりとした受

皿を作って、責任ある行政を進めるという意味では、現時点でのいろいろなやり取り

を考えれば、やはり広域連携がより現実的だなということになると思っております。

自分たちの企業、例えば役場なら役場職員のためだけのサービスということになりま

すが、公立藤田総合病院以外で病児保育を実施している町内の企業、団体はございま

せんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   幼児教育課で現在把握している企業、団体はございません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今現在、伊達市が行っている実施事業の実態がデータとしてここに

あるんですが、病後児保育、つまり回復期の方々を対象にした事業なのです。これは

３つの施設で実施しておりまして、本年度の４月から１２月末までの実績が２２件で

す。伊達市の場合、私立ですから、保育園への補助額を直接保育所に支払っておりま

して、この実績が４０６万円です。 

   実はこれとは別に、病児・病後児保育とはちょっと違うんですけれども、伊達市産

前産後子育て支援ヘルパー派遣事業というものを行っておりまして、この名前のとお

り、産前産後で家事とか保育が容易でない方へ、ヘルパーさんがその家庭に行って

様々な仕事をお手伝いするという支援事業です。これは保育専門士ではなくて、ヘル

パーさんを派遣している事業なのです。これも民間のほうに事業委託をしておりまし

て、実績は、同じように昨年４月から今年１月末までで家事が２００件、育児が

３１２件、合わせて５１２件の利用があります。これらの実態は教育委員会で把握し

ておりますか。把握しているか、していないかだけで結構ですからお答えください。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   事業内容については承知しております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今、私が言ったように病児・病後児保育が２２件、産前産後子育て

支援ヘルパー派遣事業が５１２件という実態はありますので、ぜひ数字をお調べにな

ってください。 
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   国見町でも、病児・病後児保育に限らず、育児に困っている方は相当数いらっしゃ

ると思っています。幅広い子育て支援の施策が必要になってくるのは当然だと思いま

す。その意味では、先ほどから質問しております病児保育等については、子育て支援

の一つとしてより具体的に検討すべきだと思っております。 

   そこで、令和３年度に向けて幼児を持つ保護者などからの直接聞き取り、あるいは

アンケートなどの意向調査、ニーズ調査を行う考えはございますでしょうか、お答え

ください。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えさせていただきたいと思います。 

   令和３年度に向けてということで、直接アンケートなり意向調査なりを行う考えは

あるかということですけれども、平成３１年、今回の計画を立てるためにニーズ調査

を行った際に、病児・病後児保育についても当然行っておりまして、そのことについ

ては先ほど課長のほうで答弁させていただいております。 

   その中で、施設があっても利用したいと思わないという意見がある一方、特に未就

学児をお持ちの保護者の方からは、できれば利用したいという意見もありました。し

かしながら、検討の結果、本町の施設や現状では今年度から実施するには至らないと

いうことで、計画には乗せることができなかったわけです。 

   この計画は５年計画でありますけれども、中間評価や途中途中で保護者の意見等を

お聞きしながら変更したり改善したりしていくのは当然のことでありますので、まと

まった形で意向調査をするかどうかというのはまたこれからの検討ですけれども、保

育所、幼稚園でも毎年アンケートも取っておりますし、直接保護者からいろいろな意

見も聞いております。そういう意味で、令和２年度中に保護者のほうからアンケート

なり意向なりをお聞きしたいとは思っております。 

   また、保健福祉課のほうで包括支援センターを立ち上げておりますので、そこでも

保護者のいろいろな意見、要望、悩み事も寄せられると思いますので、そういうこと

も踏まえながら進めてまいりたいと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 保健福祉課で担当しています地域包括支援関係のお話も今ありまし

たので、ぜひ両課で緊密な連携を取って、より実効性のあるアンケートを令和２年度

中の早い時期にお願いしたいと考えます。 

   関連してお聞きします。桑折町で事業を利用している方の補助をしていると私、冒

頭申し上げました。費用は２分の１ですから、国見町だけではないんですが、例えば

まごころサービス国見センターで利用している方が２２０件いたとした場合、１時間

単価がこの事業所は９００円です。ですから、それの２分の１ですから１時間

４５０円を桑折町では補助しているわけです。額的には当然上限もあると聞いていま

すので、そんなに大きな金額ではないんです。この補助について、令和３年度まで、

あるいは令和２年度中の検討も含めて、具体的に補助するということを検討していた
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だけないですか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えさせていただきたいと思います。 

   ニーズ調査に基づいて、令和２年度から第２期の子ども・子育て支援計画を実施し

ていくわけです。まずはこの内容について確実に実施していくことが原則かなと思っ

ております。 

   一方、先ほども答弁させていただきましたが、この計画は５年間これだけでいくよ

ということではなくて、いろいろな要望なりご意見なりを頂戴しながら修正したりし

ていく性質のものであります。したがいまして、病児・病後児保育事業ということだ

けに限定するわけではなくて、様々な事業について年度内にも、令和２年度にも当然

検討していくということになります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） そのようにぜひ進めていただきたいと思います。 

   先ほど伊達市の実情をお話ししましたが、伊達市の実情を考えれば、国見町の居住

者にも様々な保育サービス、あるいは病気のときサービスを受けるという潜在的希望

者がいると推測することが当たり前なのだろうと思います。伊達市は病後児保育が

１００％であると申し上げました。これは、具合が悪くなった場合に当日、医療機関

に行って、その後の対応として、お医者さんに預けていいですかという許可をもらっ

て初めて病児保育ができるわけですが、多分そこまで至らないということなのでしょ

う。まずは病院に行くということで、あとはうちで休ませると。そんなことで病後児

保育が１００％という実態であります。 

   それから、まごころサービス国見センターで行っているのはその逆です。病気にな

った。会社に行かなくちゃならない、どうしよう。では、取りあえず１時間、２時間

預けたいということです。病児保育、病気になったときにお世話になるというもので

す。これは教育長の答弁にあったように、医者の許可をもらう前の段階で、国のきち

っとした枠にはまった病児保育ではなくて、ある意味、保育サービスということで事

業を利用するということです。 

   いろいろ話をしていきますと、病児・病後児保育を進めるにはやっぱり多くの乗り

越える課題があることは当然わかっておりますが、全国の多くの自治体で実施してい

る実態を見れば、子育て支援事業に欠かせないものであるということも明らかでござ

います。この事業を進めてほしいという話、お願いは幾つもあるわけでありますが、

病気のときぐらいは会社を休んで、子どもと一緒にいてあげるのが保護者の役割では

ないですかという意見も当然存在しますし、当たり前の話だと思います。情緒が不安

定なときに保護者が寄り添っているのが一番ということになるわけです。 

   もう一方で、専門家が見ているほうが安全だと。まして、私は会社休めないという

声も当然あります。よく耳にしているんですが、保育所や幼稚園に看護師さんがいれ

ばいいのではないかと。そうすれば、病後児だとかどうのこうのという話をしている
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必要がないわけであります。 

   最後に、幼児教育課長にお尋ねします。毎日これら幼児教育に関する仕事を日常的

にされているわけでありますので、大変な現場、実態も承知をしていると思います。

より充実した保育をする上で、今何が足りなくて、何が喫緊の課題として必要なのか。

当然現場と意見交換等していると思いますので、それらの内容があれば披瀝願いたい

と思います。 

議長（東海林一樹君） 幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） お答えいたします。 

   藤田保育所の場合ですが、ゼロ歳は生後９０日目から入所が可能となっております。

近年の傾向といたしまして、保育所のゼロ歳児の途中入所の割合が大変増えておりま

す。特に今年度、４月当初のゼロ歳児は３人でしたが、現在は１９人と大きく伸びて

おります。ゼロ歳児を保育するためには、ゼロ歳児３人に対して保育士１人以上が必

要となります。ゼロ歳児が１９人の場合は、保育士が７人必要となります。どこの自

治体も同じでございますが、保育士不足が課題となっております。したがいまして、

子育て支援を充実させるために第一に考えなければいけないのは、待機児童を発生さ

せないよう保育士を確保することだと考えております。早期の幼児教育、保育の充実

などの保育ニーズに対応していくために、保育士の確保に加え、保育の質の向上のた

めに研修の充実を図ることと考えております。 

   また、乳幼児の保育にあたりましては、保育中に微熱を出すなど体調急変の適切な

対応等が必要なときもあります。看護師がいてくれれば安心して保育に当たることが

でき、保護者もより安心して働くことができるのではないかという声があります。病

児保育事業につきましては、場所の確保等が困難なために実施が難しいのは今までの

答弁のとおりでございますが、看護師の配置ができれば、保育所において乳幼児の健

康管理、保健衛生管理や子育ての悩み等も看護師の立場として相談、支援等の対応が

可能となり、保育の質も向上すると思われます。したがいまして、看護師の配置につ

きましては、今後検討してまいりたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 具体的な子育て支援策が講じられますように、引き続き議会の場で

議論することを申し上げて、質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） これで一般質問を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   明日５日木曜日は、午前１０時より議案調査会を行いますので、委員会室にご参集

ください。 

   ６日は、午前１０時から本会議を開きます。なお、午後３時３５分より広報常任委

員会を委員会室で開催しますのでご参集願います。 
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   これで本日の会議を閉じます。 

   皆様、長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後３時２２分） 

 



 
 
 

第  ３  日 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。ただいまの出席議員は全員です。定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第１号 その他の債権の放棄について 

議長（東海林一樹君） 日程第１、報告第１号「その他の債権の放棄について」の件を議

題といたします。 

   本報告について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 報告第１号、その他の債権の放棄についてご説明申し上げ

ます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   以上で報告第１号は終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第２号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告に 

       ついて 

議長（東海林一樹君） 日程第２、報告第２号「教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価報告について」の件を議題といたします。 

   本報告について説明を求めます。 

   教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） 報告第２号、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価報告についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） この報告は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

の規定により、報告のみにとどめます。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴 

       う関係条例の整備に関する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第３、議案第１号「地方公務員法及び地方自治法の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例」についての件を議題といたし

ます。 
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   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第１号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２号 国見町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第４、議案第２号「国見町印鑑の登録及び証明に関する条例

の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） 議案第２号、国見町印鑑の登録及び証明に関する条例の一

部を改正する条例についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 
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議長（東海林一樹君） 日程第５、議案第３号「職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第３号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例についてご説明をいたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４号 職員団体のための職員の休暇に関する条例の一部を改正する条 

       例 

議長（東海林一樹君） 日程第６、議案第４号「職員団体のための職員の休暇に関する条

例の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第４号、職員団体のための職員の休暇に関する条例の一部

を改正する条例についてご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 
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   したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第５号 国見町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第７、議案第５号「国見町特別職報酬等審議会条例の一部を

改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第５号、国見町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する

条例についてご説明をいたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第８、議案第６号「職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第６号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついてご説明をいたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 
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（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第７号 国見町営住宅管理条例及び国見町定住促進住宅条例の一部を改 

       正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第９、議案第７号「国見町営住宅管理条例及び国見町定住促

進住宅条例の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 議案第７号、国見町営住宅管理条例及び国見町定住促進住宅条

例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 議案第７号の定住促進住宅の保証人についての改正ですが、保証

人が保証する範囲についてきちんと定めるということで、それは保証人になる方にと

っては、一定の目安ということで、判断できることがはっきりするということで、い

いことだとは思いますけれども、これについて、どういった不都合が生じて、この限

度額を設定するということになったのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 今回の改正におきましては、民法で新たに保証人の保護のため、

極度額を設けなければ、その契約については無効とするという条項に伴っての変更で

ございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 町営住宅、公営住宅なのですけれども、これの設置の目的があり

ます。「国及び地方公共団体が協力して、健康で文化的な生活を営むに足りる住宅を

整備し、又は転貸することにより、国民生活の安定と社会福祉の増進に寄与すること

を目的とする」というのが第１条に書いてある。ご存じだと思いますけれども、これ

からしますと、保証人の在り方というのが、住宅を提供していただく場合にとっては、

保証人を見つけるということもかなり高いハードルになるのではないかと考えられる

部分もあります。そういったことから、今回、この改正がなされたものと私も理解を

しているところなのですけれども、よりそういったことに近づけるという形で、東京

都内では、これを保証人ではなくて単なる連絡先という形でも大丈夫という形でやっ

ているところもあります。今回のやり方については、自治体の判断に任せるという形

で進められてきたものと思いますけれども、本町では、そのようなことについてはど



 

‐90‐ 

 

のような考え方でしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） お答えいたします。 

   現在、保証人を撤廃しようという動きがあることについては重々承知をしておりま

すが、町が抱える現在の債権状況、さらには手続の上でも、１２月分にわたる債権分

の保証につきましては連帯保証人等によりまして保証していただきたいということで

す。今回、極度額という手法について設定することが可能なものですから、１２月分

についてお願いしたいということで提案させていただいている次第でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第８号 国見町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 

       定める条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１０、議案第８号「国見町放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   幼児教育課長。 

幼児教育課長（東海林八重子君） 議案第８号、国見町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてご説明を申し上げま

す。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 
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   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第９号 国見町公民館条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１１、議案第９号「国見町公民館条例の一部を改正する条

例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） 議案第９号、国見町公民館条例の一部を改正する条例につ

いてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１０号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する 

        条例を廃止する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１２、議案第１０号「単純な労務に雇用される職員の給与

の種類及び基準に関する条例を廃止する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第１０号、単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び

基準に関する条例を廃止する条例についてご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 
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（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１１号 公立藤田病院組合規約の変更について 

議長（東海林一樹君） 日程第１３、議案第１１号「公立藤田病院組合規約の変更につい

て」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第１１号、公立藤田病院組合規約の変更についてをご説明

いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私からも、議案第１１号の共有を図るという観点も含め

て、追加で説明をさせていただきたいと思います。 

   まず、規約を変更する背景でございます。 

   この規約は病院設立時に制定されまして、そこから昭和４７年に変更されまして、

現在に至っておるという状況でございます。この規約変更後、既に半世紀、５０年近

く経過をしておりまして、地域医療あるいは公立藤田総合病院をめぐる情勢は大きく

変わってきておるという状況にございます。 

   特に、皆さんご承知のように、平成１６年に公立藤田総合病院の改築がされました。

ただ、経営の赤字、資金ショート等々によって大変厳しい状況にあったところでござ

いまして、構成市町による特別負担金の支出を余儀なくされまして、平成１９年には

１億１０００万円、それから、平成２０年から現在まで１億３０００万円の支出。支

出の根拠につきましては、規約に基づいて国見町が５、桑折町が４、伊達市が１の割

合で支出をしてきております。国見町は平成１９年が５５００万円、そして、平成

２０年からは６５００万円ということで支出をしてきておるところでございます。 

   こういった状況と並行しまして、伊達市の合併等がありまして、患者数がいろいろ

と増減といいますか、変更がありまして、特に伊達市の患者数がどんどん増えてきて

いるという状況がございまして、その負担の増を図るべきではないかということで、

町の議会で私も何度か質問を受けておりますけれども、そういったことは病院議会に

おきましても、この十数年来、数多くの質問を受けております。私も７年ちょっとた

ちますけれども、特に、いろいろな面で負担増を図るべきではないかという強い質問

等をいただいておりまして、現在に至っておるという状況でございます。 
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   こういった議会等の様々な意思を十分踏まえて、構成市町協議の上、負担等の見直

し、規約の変更を行うということで対応することとされたところでございます。 

   次に、規約変更の協議の経過でございます。規約の変更につきましては、これまで

構成市町の事務レベルの参与会、私ども首長の管理者会等で数多くの協議、検討を行

ってきたところでございます。その結果、特別負担金の支出目的につきましては、従

来の病院赤字の補塡とか、あるいは資金ショートから、病院改築の補塡はもちろんあ

りますけれども、主に医師確保、看護師確保の目的で負担することが望ましいという

ふうに、目的としては据えたところでございます。 

   また、負担額でございますが、構成市町も財政状況はそんなに潤沢ではない、厳し

い状況がある。さらには、公立藤田総合病院も経営努力しまして、何とか黒字基調を

平準化しつつあるということで、従来の１億３０００万円から１億円にしようという

ことで協議されたところでございます。 

   あと、負担割合でございますけれども、これにつきましては、均等割、患者数割、

それから、均一割等で３つの指標を加重平均して算出しますと、国見町が約４０％、

桑折町が約３０％、伊達市が約３０％となりまして、４、３、３の割合での支出をす

るということにされたところでございます。国見町は４０００万円ということで、本

議会のほうに上程をさせていただいておるところでございます。 

   なお、規約の負担割合が国見町が４、桑折町が３、伊達市が３の割合となりまして、

また、負担金の見直しを踏まえて、病院組合の体制、当然管理者を含む、あるいは議

員の皆様方の定数についても、見直さないとおかしいのではないかと。セットでやる

べきではないかという強い意見等がありまして、その結果を踏まえて、協議の結果、

管理者は私そのままということでございますけれども、議員定数につきましては、

１２人から１０人にすべきであると。配分につきましては、負担割合で国見町４人、

桑折町３人、伊達市３人とする協議案とされたところでございます。 

   その理由としまして、いろいろございます。 

   １つは、この議員定数１２名でございますけれども、実は昭和３１年に２１人から

１２人になったんです。その後、六十数年改定がされておらないという状況がある。

あとは全国の自治体の流れにおきましても、議員定数の削減が主流でございまして、

例えば、申し上げますと、公立岩瀬病院の議員の定数は１０名、それから、宮城県白

石市の公立刈田綜合病院が９名という状況になってございます。 

   さらに、特別負担金の支出額を１億３０００万円から１億円にしたということもご

ざいます。さらには、負担割合に連動して４、３、３にするのがベターではないかと。

等々の意見を踏まえて、１２人から１０人の定数減、４人、３人、３人の割合という

形にされたところでございます。 

   なお、町の議会、それから、病院議会等の調整は何ぞやという話になるんだろうと

思います。それにつきましては、恐らく病院議会にいられる方は十分承知かと思いま

すけれども、幾度となく議会のほうで質問が出まして、負担の見直しはやる方向にい

くならば、必ずや管理者、そして議員定数についても見直しすることもありますよと



 

‐94‐ 

 

いうご答弁を、本会議、それから全員協議会等で数多く、させていただいてきたとこ

ろでございます。 

   さらに、今年の２月６日に、この定数の２名減、そして４人、３人、３人の割合の

件につきましては全員協議会がございまして、そこで１時間半くらいいろいろとご議

論いただきまして、結果的に議長の采配で、この案で構成市町で議決いただくように

という最終的な判断がありまして、現在、議案としてご提案申し上げているというこ

とでございます。 

   また、町議会のほうにつきましても、昨年１２月、今年２月等に幹部の議員の皆様

方にお伝え申し上げて、こんな状況でいきますのでよろしくという話なども、実はさ

せていただいておるところでございます。 

   そういったことで、特に、管理者会というか、構成市町と議論になったのは、とに

かく負担増、負担割合だけではこれはいかないよと。セットで全体的な体制も見直さ

なければ、これはもうとてもではないけれどもという話がいろいろございまして、協

議の結果、本日、ご提案申し上げました規約案という形になったところでございます。 

   この問題は議員の皆様方も十分ご承知のように、もう５０年、６０年議論してきて

おる中身でもございます。古くて新しい課題というふうになろうかと思いますので、

どうぞ十分ご理解を賜り、構成３市町でそれぞれ今、議案が上がっています。どうぞ

国見町の議員の皆様方にも、私はここでは町長の立場でございますけれども、ぜひ議

案としてご議決を賜って、そして、未来に向けて公立藤田総合病院の維持発展に、一

昨日、浅野議員にもご答弁申し上げましたように、伊達市のウエートが高くなるとい

うことは、３者一体で今度は支援ができるという形になります。今までは、どうして

も国見町のほうが高くなっていますけれども、これからなかなか地域医療は大変な状

況になります。したがいまして、伊達市も強力に関与していただけるとなったことは、

私は公立藤田総合病院にとってはすばらしいことであります。何かあった場合は、当

然３者ほとんど平等な形で支援がされるという形になろうかと思っておりますので、

本日、ご提案申し上げていることをご理解賜り、議決をいただければと思いますので、

よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

   私からは以上でございます。よろしくお願いします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） ただいま、町長からの説明を聞いて、やはり５０年という長き歴史

の中で、このような負担割合となったことについては、大変すばらしいことと私も感

じております。 

   先日、公立藤田総合病院の負担割合と導入の説明を頂きました。その中で、まず負

担割合、平成１９年が１億１０００万円、平成２０年に、管理者会の政治判断で１億

３０００万円ということで増えたという経緯なのですけれども、今、町長がお話され

たように、話合いの結果、１億円になったということなのですけれども、３者で話し

合ったときに、なぜ１億３０００万円から１億円に減ったのか、その根本的な理由を
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お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） これも先ほど、申し上げましたけれども、実は公立藤田総合病院は

改築をしまして、平成１７年ですか、１１億３０００万円以上の非常に大きな赤字を

抱えて、その後も１０億円程度の赤字を抱えながら来ました。ここに来まして、黒字

基調といいますか、数百万円でありますけれども、去年、おととしも黒字、今年も今

のところ、見通しとしては昨年度と同じということでございますので、黒字基調に来

ておるかなと思っております。こういったことで、公立藤田総合病院に対して、実は

１億３０００万円を出資したのはまさに赤字解消、資金ショートということでありま

した。 

   ところが、今、申し上げましたように、赤字あるいは資金ショート部分についても

かなり解消されつつあるという状況で、実は内部留保資金が２５億円程度ございます。

ということなどもありまして、いろいろと支援はするけれども、各町、市の財政状況

も非常に厳しいことなども踏まえますと、医師確保、看護師確保をベースにして１億

円程度でどうかという管理者会等の協議がありまして、そういった協議案ということ

で提出をする形になったということでございます。 

   以上で、ご答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町長が今、言われたように黒字決算だということなので、今までの

ような赤字に対する補塡という意味ではなく、あくまでも医師確保と看護師の確保目

的の負担であるという答弁でありました。 

   ただ、現在、新型コロナウイルスで大変な状況であります。そうすると、医師ある

いは看護師の負担増に対する出資としては大変足りないと思います。単純に医師と看

護師だけのためにと、１億３０００万円から３０００万円足りなくなった分は、病院

が経営努力していくという説明もありました。実際、世の中の状態を見て、病院が利

益を出すというのは並大抵のことではないと思います。構成市町がある程度、病院が

大変だ、構成市町の財政も大変だという点も分かります。しかしながら、この病院は、

国見町だけの病院ではありません。桑折町もあり、伊達市もあり、近隣市町の全ての

病院を賄うぐらいの立派な病院であります。この病院がなくなれば、とんでもないこ

とになります。構成市町の財政は確かにひどいかもしれませんけれども、病院の医師

や看護師に、病院経営が負担になったのではどうしようもないと思います。その点で、

この特別負担金を減らすことによって、今後、病院経営は大丈夫なのか、その点につ

いてお伺いします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 私のほうからお答え申し上げますけれども、先ほど、申し上げまし

たように、実は病院改築当初４年ぐらい、非常に赤字基調が続きまして、大変な状況

であったということで１億３０００万円の支出になったわけでございますが、実はそ

ういう支出等によりまして、先ほど、申し上げました２５億円程度の内部留保資金が
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あるということと、経営的にも安定化しつつあるということ。さらには、これは各関

係市町においてもなかなか財政的に厳しいということ。そういったことを総合的に判

断して、実は出さなくてもいいのではないかという話もあったのです。赤字解消して

いるので、資金ショートはしないと。でも、それは私は、これはぜひお願いしたいと

いう話も当然出まして、１億３０００万円から１億円、つまり国見町では４０００万

円を支出するというようなことで、協議案として決定がなされたということでござい

ますので、ご理解賜りたいと思うところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 町長が説明する前までは別の質問しようかと思ったんですが、ちょ

っと具体的な話も出てきましたので、何点か質問させていただきます。 

   １つ、ちょっと私、気になったのは、この規約改正の最終的なまとめは議長の采配

でやったようなことを、先ほど、町長が申し上げましたが、人のせいにしないで、議

長はあくまで進行役ですから、そういうことを言われますと、何か責任回避をしてい

るのではないかと、こう思ってしまいますから、しっかりとした説明をしていただき

たい。 

   そこで、先ほど管理者会等での、経営審議会ではないです、検討委員会ではなくて、

管理者会で管理者会の見直し、それから、議員定数の見直しの話が出たという説明が

あったんです。これまでの病院議会の管理者の答弁は、管理者会、議会の見直しはこ

れから出てきますと、先ほど、こういう説明だったと思います。ところが、病院議会

はあくまで病院議会でありますから、地方自治法上は構成組織の構成町のこの場での

説明が最優先されるわけです、これは当然町長はお分かりだと思います。そういう意

味では、負担割合の問題はこれまで何度も説明されていますから、いろんなところで、

これは分かるんです。これまでのご努力についても、私は敬意を表します。ただ、議

員定数、それから、町長のおっしゃった管理者会の見直しとさっき申し上げた話につ

いては初めてですから、まず、ここでその議論をした上で、やはり方向性を出すべき

だと、私はこういうことを今、感じております。そのことについて、もう一回ご説明

いただけますか。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 先ほど、体制の見直し、いわゆる負担金を見直しすることになると、

体制も当然見直しを入れなくてはならないよということを、病院議会のほうで私が答

弁させていただいたということでございますから、管理者会でいろいろ議論をしたと

いうことではないです。これは恐らく昨年１０月、病院議会にいらっしゃった方は分

かると思うんですけれども、私は齋藤松夫議員のご質問にお答えして、負担金の見直

しは非常に重要だけれども、もし見直しするのであれば、当然その体制、管理者とか、

あるいは議員構成の見直しなんかも出てきますよと、それでもいいですかというよう

なことを、実は答弁をさせていただいているんです。これは、そこにいた議員の方は
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十分承知だと思います。そのことを先ほど申し上げたということでございますので、

その点についてはご理解を賜りたいと思います。 

   それから、規約の改正につきましては、地方自治法第２８６条、第２９０条により

まして、管理者会で決定ができるという形になっていますので、それを踏まえて、実

は第２９０条の協議をここで申し上げているということでございます。この協議はあ

くまでも、これもいわゆる地方自治法の解釈、後でご覧になれば分かると思うんです

けれども、これは内容の議論ということではなくて、協議した案そのものについて是

非を問うというような書き方を、地方自治法の解釈ではなされておるということでご

ざいますので、本日はその規約改正が２点ございます。その２点について、いいのか、

悪いのか、オール・オア・ナッシングです。駄目なら駄目、２つオーケーならオーケ

ーという議決をいただくというようなスタイルに、地方自治法上なっているんです、

２８６条、２９０条を後でご覧いただくと分かると思うんですけれども。 

   結果的に言いますと、この議会でご承認いただくと、今後は県に届出をして、県の

許可をいただいて初めて規約として成立するんです。その過程の中で、県とも十分詰

めながらここまでやってきておりますので、地方自治法の解釈、私が今、申し上げま

した、そのことも含めて、ご指導いただいて、現在のご提案を申し上げているという

形になっていますので、ぜひご理解を賜り、ご議決を賜りますようよろしくお願いを

申し上げます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 地方自治法の解釈については、それは私もある程度知っています。

今の説明だと、管理者会で勝手なことができるという説明なのです。議会の話ではな

くて。いやいや、待って待って、ちょっと待ってください。そういう話なのです。た

だ、構成町の議決がないと進まないです、前に。だから、言っているわけですから。 

   もう一つ、先ほどの私の質問で、町長が答弁していないので、もう一回、聞きます。 

   管理者会の見直し、議会の見直しが出てくるかもしれないという説明がありました。

管理者会の見直しはどういう形になっているんですか。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） これは、議会で答弁をしたということで、私はお話を申し上げたと

ころでございます。管理者につきましては、私がそのままなる。そして、先ほど申し

ました議員の構成については１２名から１０名、そして国見町が４、伊達市が３、桑

折町が３にするというような管理者会での意思決定をして、協議案として決められた

ということでございまして、負担割合とともに、今回、この協議案ということで、こ

こに上程を申し上げているということでございますので、ご理解を賜りたいというこ

とでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） どうも、その管理者会の見直しの話出てこないので、もうこれはい
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いです。 

   それで、議員懇談会等でいろいろ先輩議員等の話を聞くと、定数の見直し、負担割

合の見直しは何回も議論されているのは我々も知っています。ただ、増やすか、減ら

すかは別です。定数の見直しについては、それぞれいろんな、議会の正式な場での議

論はしていない。ただ、それ以前の話としては、何回も出ているというのは聞いてい

ます。ただ、正式な、要するにこういう場での定数問題は今回が初めて。これも、今

さら町長に私が申し上げても仕方がないのですが、病院経営をするにあたって、当然

利用者の声は極めて大事なわけです。利用者の声を酌み上げるのは、直接病院に行っ

てお話をする方もいれば、あるいは、それぞれの業界団体を通じて病院経営に意見を

するという方もいらっしゃるでしょう。あるいは議会を通じて、病院経営のありよう

を問いかけることも、当然あると思うんです。その民意を吸い上げるといいますか、

反映させるツールとしての議会があるわけですから、言い換えれば、その議員の定数

を管理者会で勝手に、言葉は悪いですけれども、一方的に減らしたり、増やしたりす

るというのは、普通あり得ないです。皆さん方が議案を提案して、チェックを受ける

わけです、執行部が。チェックを受ける執行部側が、議員の定数は１０人でいいでし

ょうなんていうのは、本来あり得ない話なのです。ですから、本来はこの場でそうい

う議論をさせていただいた上で、そして、提案をすると、私はそう思うんですが、そ

れについてはどうですか、見解は。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） お答え申し上げます。 

   先ほど、申し上げましたように、地方自治法に基づいて、規約の案等について、原

案については、いわゆる構成市町、管理者会で決定できるという形になっています。

ただ、それでは済まないだろうということで、病院組合の全員協議会にかけました。

それから、町の議会の幹部の議員にもこういった方向になっていますという形でお話

を申し上げさせていただいておるという状況でございますので、私どもとしましては、

手続上は特に問題はなく対応したと強く認識しておりますので、ご理解を賜りたいと

思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ４回目です。最後にしてください。 

２番（佐藤 孝君） もう質問しません。地方自治法上、問題だと言っているんではなく

て、道義的に手順が違うんではないですかと私は言っているつもりでございます。い

ずれにしても、今回の規約改正はセットで来ていますから、反対するわけにはいきま

せん。最大の今回の課題は、負担割合を５、４、１から４、３、３に見直す、これは

国見町、桑折町ともに悲願でありますから、これについては冒頭申し上げたように、

これまでの管理者の皆さんのご努力に敬意を表したいと思います。 

   ただ、一方、この定数問題、私は減らすことが悪いとか、増やすことがいいと言っ

ているんではなく、定数問題の手順の在り方として、ちょっと間違っているんではな

いですかという意見を申し上げております。したがって、この問題については、地方
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自治法に基づいて、この場でまた改めて、あるいは病院議会の中でも議論をできるよ

うな環境整備をお願いをしたいと思います。要望です。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 議案第１１号についての討論であります。いろいろ発言がされて

おりますので、それに基づいた形で、私の考えを述べたいと思います。 

   まずはじめに、私、病院組合議員でないことを前提に、この討論を行います。 

   本議案は一部事務組合である公立藤田病院組合規約の一部について改正を行う議案

であります。その一部とは、組合議会の定数について１２人から１０人に減じるもの

となっております。組合議会の定数については、代議制という民主主義の根幹をなす

ものであり、経営検討委員会だけではなく、それぞれの構成団体によっても十分に議

論されなければならないものであると考えます。現時点では、このような形跡はあり

ません。したがって、議会の定数については、今後、改めて論議すべき事案であるこ

とを表明するものであります。 

   また、本議案についてはもう一つの改正点があります。それは病院経営のために、

各構成市町が負担することになっている負担割合です。これについては長年の懸案事

項となっていたものでありますが、合理的理由の下で改正の運びとなったものと承知

をしております。 

   議案第１１号については以上のことを申し上げ、賛成の討論といたします。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ありませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 私は本議案に賛成の立場から意見を申し上げます。 

   まず、負担金の金額ですが、総額１億３０００万円が１億円に、負担割合も国見町

の５０％、桑折町４０％、伊達市１０％が、それぞれ４０％、３０％、３０％となる

ものです。伊達市が負担増となりますけれども、その英断に深く敬意を表するもので

あります。特別負担金は健全な病院経営を安定的に図っていくための最も重要な課題

であります。すなわち医師及び看護師確保のためであり、関係市町の継続支援は必要

と考えます。また、新しい負担割合は利用実績、地域有意性などを考慮したもので、

納得できるものであります。 

   次に、議員定数の変更ですけれども、１２人から１０人に変更、構成市町の割合を

国見町４人、桑折町３人、伊達市も３人とするもので、これまでの定数１２人は病院

設立から今日まで変わっておりません。この間、いろんな議論もあったかと思います。

今回、特別負担金の割合が変更されれば、各負担割合に基づく定数の変更も合理的で

あると考えます。今回の規約の変更で定数が２人減となったといたしましても、この
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割合の議員定数が確保できれば、十分議会の機能を発揮できると思います。 

   以上のことから、私はこの議案に賛成いたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 私もこの議案に賛成の立場から意見を申し上げます。 

   負担比率を見直したということですが、これは関係構成市町間の長年の懸案であり、

それがこのたび国見町が４、桑折町と伊達市がそれぞれ３と改正されることになった

ことは、まさに画期的なことと高く評価します。 

   しかし、もう一つの規約の議員定数については、この負担割合に応じて決めたとあ

りますけれども、桑折町と伊達市の負担割合が同じならば、現時点のように、伊達市

は今、２ですけれども、それを４にして、６、４、４という決め方も合理的であり妥

当なものと、私は思うのですが、この点については、町議会では検討する時間もない

のです。この案が町議会に示されたのは去る２月２０日です。しかも、組合議員以外

の議員には当日示されて、検討する時間も与えられていません。このたびの定数の変

更については、負担金の割合の変更とセットで提出されている以上、これを分離して

審議する時間もありません。地方自治法第２８６条の２の実例には、組合規約の変更

は関係町村のいずれの町村でもなし得るとあります。 

   したがって、私は組合議員の定数は、後日改めて検討する機会を設けることを提案

し、懸案であった構成市町の負担金割合の変更を優先し、この議案に賛成します。 

議長（東海林一樹君） 討論はほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 負担割合の変更の問題は、長年の歴史的な経過の中で、歴代の管理

者の皆さんあるいは議会が議論を重ねての結果でありまして、今回の負担は、割合が

増える伊達市の英断ということもあります。また、状況を整えてこられた管理者会の

皆様をはじめ、その労苦と努力に敬意を表したいと思います。 

   先ほどの質問で申し上げましたが、負担割合を５、４、１から４、３、３にする規

約改正については、私は当然賛成をするものです。 

   しかしながら、同僚議員からもありますように、それに付随して提案されておりま

す議員の定数を改正するものについては、どう考えても根拠あるいは意義も含めまし

て、極めて曖昧。とても合理性があるとは、私は思っておりません。 

   繰り返しで恐縮ですが、利用者、それから、構成自治体の住民の方々からの意思を

知るツール、これはいろいろあり得ると思います。先ほど申し上げたように、直接病

院の関係者あるいは病院当局に申し上げる場合、それから、町内会とか、いろんな業

界団体を通じて話を持っていく場合、それから、議会を通じて意見を出すと。様々な

手法があると思っています。健全な組織運営あるいは経営を行う意味では、利用者の

声を率直に聞く姿勢は欠かせないものだということは、これは論をまたないところだ

と思います。 

   しかし、今回の提案は民意を酌み上げるツールを一方的に、それも何の事前説明も

なく、２月に入って突然送られてきたということになります。このこと自体がまさに
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手順としては、私はいかがなものかと思っているところであります。負担割合の変更

に伴うのであれば、１２名の定数の割振りを当面変えれば、取りあえずは済むことだ

と思っています。そういう意味では、ある意味自然だったかもしれないと私は思って

います。しかし、今回の提案は、負担割合とは直接関係のない定数そのものの削減、

増減に切り込んできているところであります。先ほど私は申し上げましたが、議案を

提案して、審議をお願いしてチェックを受ける管理者会、つまり執行部がチェックを

する側の議員数を一方的に、それも突然に削減する提案をすることは、これはまさに

私は本末転倒のことだと、このように考えているところであります。そもそも議員定

数は議会内で十分な議論を重ねた結果として、その増減が決まる、これが私は一つの

原則だと思っております。 

   しかし、今回、負担金割合の変更が今回の規約改正の最大の目的でありますから、

国見町と桑折町にとっても悲願だったのも事実であります。手順を踏んで、提案をさ

れて、この歴史的に問題となっている負担割合の課題を解決する、今回、これを否決

するわけにはいきません。定数問題は私が先ほど申し上げましたように、今後、改め

て議論の場を設けていただくことをお願いをして、今回の議案に賛成いたします。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 私も賛成の立場から討論させていただきます。 

   私も浅野議員と同じように病院組合議員ではありませんけれども、負担割合、負担

金額、そして議員の定数削減の３つが入っていると思うんですけれども、私はこの負

担割合に限っては、先ほども言いましたように、５０年来の懸案事項であったものが

解決したということは、大変いいことだと。関係市町が理解をしてくれた結果だと思

っております。 

   その中で、最後に、議員定数に限っては、減らす、増やすということについては問

題にいたしません。ただ、先ほど言いましたように、負担割合というものは、今後、

必ずついて回ると思います。ですから、小まめに、１年ごとだと思いますけれども、

いろんな話合いをしていただいて、患者さん、看護師、医者の方々が安心できるよう

な病院経営をやっていただくことを願いまして、この議案に対して賛成の討論とさせ

ていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 
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◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時３０分まで休議いたします。 

（午前１１時２０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時３０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１２号 令和元年度国見町一般会計補正予算（第５号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１４、議案第１２号「令和元年度国見町一般会計補正予算

（第５号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第１２号、令和元年度国見町一般会計補正予算（第５号）

についてご説明いたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 補正予算書の１９ページ、寄附金の収入でございます。補正額が

７５００万円、これはふるさと国見町応援寄附金ということですが、昨年と比べます

と大分多いように思われますが、昨年の金額と比べたいので、昨年の金額をお聞きし

たいのですが。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   昨年度の実績でございますが、決算書の記載をしておりました額でございますが、

はっきりとした数字は記憶しておりませんが、５０００万円ほどだったと記憶してお

ります。 

   今回の補正につきましては、今年度、ふるさと納税を受け付けるインターネットの

申込みをするサイトの数を増やしました結果、昨年１２月の申込みがかなり増えまし

て、今回の補正となったところでございます。現時点での申込み金額を申し上げます

と総額１億２５００万円ほどでございますので、補正をさせていただいたというとこ

ろでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 小学校費と中学校費でトイレの改修費が計上されております。トイ

レの改修については、長年、保護者から強い要望がありまして、このたび、こういう
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運びになったことは大変喜ばしいことだなと感じているところです。和式が全て洋式

化されるのか、また、それぞれ何基ずつ洋式化されるのか、数なども教えていただき

たいと思います。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（澁谷康弘君） 松浦常雄議員のご質問にお答えをいたします。 

   小中学校のトイレの改修につきましては、国の補助事業を受けられる見込みが立ち、

今回の補正でお願いをいたしまして、令和２年度に繰越しをして事業を行うものでご

ざいます。今回予定しております箇所数につきましては、小学校のほうで１３基、そ

れから、中学校のほうで２３基というような内容でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） ページ数は３７ページになります。 

   ６款農林水産業費の６目になると思いますけれども、１３節の委託料の中において、

ハザードマップ作成９９８万２０００円、その内容は、先ほど総務課長が言いました

ように、ため池のハザードマップという説明を受けましたけれども、まずため池ハザ

ードマップとはどういうものなのか、その内容について説明を願います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   ため池のハザードマップの作成につきましては、昨年１２月に開催されました定例

会でも補正予算をお願いしまして、２５か所のハザードマップを作成するということ

で回答をしているところであります。 

   背景といたしましては、一昨年７月の豪雨により西日本などで多くのため池が決壊

したことから、農林水産省といたしまして、決壊した場合に浸水が想定される区域に

家屋や公共施設等が存在し、人的被害を与えるおそれのあるため池を防災重点ため池

とする新たな基準を設定しております。 

   町内では２６か所のため池がその基準に当てはまるということで選定をさせてもら

ったところです。そのため池のハザードマップの作成委託料として１２月に予算を頂

きまして、その後発注しまして、約８００万円程度予算が余りました。それで、今回、

９９８万２０００円増額でありますが、一連の流れといたしまして、ため池の耐震性

の調査ということで増額をさせていただきました。国といたしましては令和２年度か

ら取り組むこととしておりましたが、前倒しで予算がついたということで、耐震性調

査につきましては、今回の増額で約１８００万円の予算を計上できることになってお

ります。 

   先ほどのため池のハザードマップの内容についてのご質問でありますが、当然浸水

想定区域を想定した地図等の作成、その後につきましては、当然町民の皆さんにお示

しするというような取組で進めたいというふうに考えているところであります。 

   以上、答弁といたします。 
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議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） ため池が２５か所あるということですが、これを町民の方にお示し

をするということなんですけれども、まず、２５か所のため池に近い町民の方にそれ

を配付するのか、あるいは町民全戸に対してそれを配るのか。そして、いつ頃の完成

を目的にしているのか、その点についてお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   ため池のハザードマップにつきましては、簡易分析に係る２３か所分については、

今年度中に成果品が上がってくることになっております。詳細解析が必要な観月台の

ため池、二池ありますが、それにつきましては、今回の補正予算で繰越明許をお願い

しているところであります。 

   成果品につきましては電子データで納品ということになりますので、それを今後、

利用に応じて、地図として紙ベースで作成するなり、防災マップの見直しにあわせて

お示しするというような方法も考えているところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そうしますと、ため池のハザードマップ、もう既にできてきます。

今回の場合は国から９００万円の補助を受けて作ることになっていますけれども、ハ

ザードマップを作ることが目的ではないと思うんです。この先なんです、問題は。こ

のハザードマップを作った後に、どのようにマップを利用するのか、町民の人たちが

これをもらったことによって、どのようにして有効に使っていくのか、その辺の今後

のやり方について、その点をお示しください。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   １２月の議会でも若干触れさせていただきましたが、当然町民の安全安心のために

活用すると。広く周知をしていきたいと考えておりますし、町民の皆さんにもぜひそ

ういうものを活用していただきたい。ご覧になって、自助意識、そういったものの醸

成といいますか、意識していただきたいと考えています。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（発言する者あり） 

議長（東海林一樹君） ３回までといたしますので、よろしくお願いします。 

   ほかにありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） まちづくり交流課長にお伺いいたします。 

   ２６ページの１０目歴史まちづくり推進費の１３節委託料の基本構想の２５４万

１０００円が減になっております。事業等に影響はなかったのか、その理由について

お伺いいたします。 
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議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   歴史まちづくり推進費の委託料、基本構想の委託料２５４万１０００円の減につい

てでございますが、今年度、策定を進めてございます歴史文化基本構想の策定支援業

務の委託料でございまして、全額が国庫補助の対象ということで、これにつきまして

は当初予算で５６１万円を計上しておりましたが、補助金が減額で決定されたもので

すから、それに合わせまして補正減としたもので、歳入も同様に減額をしているもの

でございます。この国庫補助ですけれども、ある程度補助の減額を見込んで予算計上

しておりましたので、委託業務への影響は特にございませんで実施をしている状況で

ございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 教育次長にお尋ねします。 

   ２１ページです。 

   事業収入の中で、給食事業収入がマイナス１００万５０００円と出ています。 

   それから、４９ページの歳出のほうでは７６万１０００円のマイナス、賄材料費。

今回の新型コロナウイルスの問題が起きまして、いち早く町で対応したと。その決断

はすばらしかったなと。やはり子どもたちを守るためにも、町民の健康を守るために

も正しい判断だったのかなと。しかも昨日の説明会では、その後、ここ３日間の間に

苦情がなかったというような話を聞きまして、良かったなと思っているんですけれど

も、ただ、今回の議会、３日から開会しましたので、しかも、学校給食の問題あるい

は学校の関係の問題は、その前からあったとしても資料には間に合わなかったと思う

んです。当然給食費の問題あるいは学校の送迎を行っているバスの経費の問題等とい

うのは、今回の補正ですべきなんですけれども、時間的に間に合わなかったという形

だと思う。だから、これから、恐らく歳出や何かでは変更が出てくると思うんですけ

れども、その際、私からお願い方々質問するんですけれども、例えば、送迎するバス

会社では、人を養って、バスを保留して、しかも１か月間それがなくなってしまうと。

少なくとも２３日の卒業式までは予定あったわけですから、それから、その間の給食

代の賄いから何から、材料は恐らく前もって業者は発注してやっているはずで、たま

たま毎日テレビ等でこの問題討議されております。しかも、国では、その損失は特別

交付金か、あるいは補助金で賄うという発言をしていますので、ぜひとも業者のマイ

ナスにならないように、学校の協力をいただいている人たちも喜んでこれからもやっ

てもらえるような形にぜひしたいと思うんですけれども。学校教育課長にお尋ねいた

します。 

議長（東海林一樹君） 教育次長。 

教育次長（澁谷康弘君） 八島議員のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

   今回の一連の新型コロナウイルス関係の対応の部分での給食の食材であったり、ま
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た、スクールバスの運行の部分は当然ながら変更しておりますので、業者側での減収

等の支障は出てくるものと考えているところでございます。 

   今回、休校の措置をするときの首相のお話にもありましたけれども、基本的にそう

いった影響があったものについては、国で持つというようなことがございました。た

だし、今現在、教育委員会に対して、そういった教育分野でのもろもろの対応につい

ては、具体的な措置はまだ来ておりません。 

   ただ、１つ、国からの今回の休校に関するＱ＆Ａの資料が来ておりますので、ご紹

介をさせていただきます。現在、給食、スクールバスも同様だと思いますが、政府と

して予備費の活用による緊急対応策の取りまとめを行っておりますというようなこと

でございます。それらの活用も含めて、今後、どんな支援ができるか検討を進めてい

きたいということでございます。 

   我々としては国のこれからの対応を待って、具体的にどういう形になるか、町とし

てはどのようなことができるかというところも含めて、今後検討してまいりたいと考

えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） 教育長にお尋ねします。 

   これから、一応休みだよとなったけれども、学校の授業が休みになっても、卒業式、

入学式等の学校行事がこれからあると思う。今までも教職員が離任する前に、子ども

たちを学校に集める臨時登校日もありました。これからの対応は、どのように教育委

員会としては考えているんでしょうか。教育長にお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   まず、これまでの教育委員会の対応ということでお話をさせていただきますと、

２４日でしたか、専門家からの提言というのがありまして、それを受けて、小中校長

会等を開いて今後の対応については進めてきていたところです。新型の伝染病であり

ますので、まだまだ分からないところが結構ありますし、国でも蔓延するのを防ぐと

いう目的で、いろいろな形で進んでおりまして、通知もいろいろ来ておりました。そ

れで、２７日の首相の談話を受けて、今まで相談してきた部分を踏まえて、３月２日

からの休業ということで定めたわけです。 

   今後のことでありますけれども、専門家会議では、ここ２週間が山場だというよう

なことがありますので、まず、感染防止のために休業するというところを一番大事に

して、今後のことについては状況を見極めながら進めていきたいと考えております。 

   なお、小中学校の卒業式等に関しましては、以前にお願い申し上げましたとおり、

時間短縮、簡素化を図りまして、来賓なしで卒業生と保護者のみの式とさせていただ

きたいと思っております。ご了解を賜ればありがたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質問ありませんか。 
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   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今、対応の質問ありましたので、私は幼稚園、保育所の関係でお尋

ねします。 

   保育所、幼稚園の施設については休園しないという決定がされておりますが、これ

は国見町だけではなくて、どこでも同じような不安やそれに対する疑問があることは

もうご承知のとおりだと思います。小さな子どもさんを自宅に置けない、要するに保

育に欠けている、ですから、開けるというのが政府の方針なんです。ただ、みんなが

聞きたいのは、では、感染リスクがないんですか、低いんですかというところなので

す。これについては国見町は休園、休所しないという決断をされましたので、その背

景となったものとして、判断材料の一つとして、厚生労働省から、今の２つ等の施設、

学童保育も含めて、感染リスクが少ない、低いという根拠あるいはエビデンスがあっ

たのかどうか。なければないで結構ですから、保健福祉課長、お願いします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 佐藤議員のご質問にお答えをいたします。 

   厚生労働省から、私どものほうに、学童保育であったりとか、保育所、幼稚園の部

分についてのリスクの部分についてのお話は、直接はございませんでした。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） それもこの補正に関連しているんでしょうか。 

２番（佐藤 孝君） それで、エビデンスがないということなんですけれども、私、１点

だけ聞きたいんです。結局、どこの町も同じなんですけれども、最終的なこの判断は、

要するに町長の政治判断ということでよろしいのですか、それだけ聞かせてください。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきます。 

   学校保健安全法の規定に基づきまして、感染病予防について学校を休業するのは、

最終的には設置者が定めるということになっております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質問ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 
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◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後１時まで休議いたします。 

（午後０時０６分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１３号 令和元年度国見町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１５、議案第１３号「令和元年度国見町公共下水道事業特

別会計補正予算（第３号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第１３号、令和元年度国見町公共下水道事業特別会計

補正予算（第３号）についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１４号 令和元年度国見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１６、議案第１４号「令和元年度国見町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第１４号、令和元年度国見町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 
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議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１５号 令和元年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１７、議案第１５号「令和元年度国見町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第１５号、令和元年度国見町国民健康保険特別会計補

正予算（第３号）についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１６号 令和元年度国見町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１８、議案第１６号「令和元年度国見町介護保険特別会計

補正予算（第２号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第１６号、令和元年度国見町介護保険特別会計補正予

算（第２号）についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 
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議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１７号 令和元年度国見町土地開発事業特別会計補正予算（第１号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１９、議案第１７号「令和元年度国見町土地開発事業特別

会計補正予算（第１号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） 議案第１７号、令和元年度国見町土地開発事業特別会計補

正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１８号 令和元年度国見町渇水対策施設特別会計補正予算（第１号） 

議長（東海林一樹君） 日程第２０、議案第１８号「令和元年度国見町渇水対策施設特別

会計補正予算（第１号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第１８号、令和元年度国見町渇水対策施設特別会計補
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正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 上下水道課長にお尋ねします。 

   今回の補正で渇水対策の基金は総額幾らになりますか。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 年度末の残高でありますが、４億６９７万６０００円とな

ります。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第１９号 令和元年度国見町水道事業会計補正予算（第２号） 

議長（東海林一樹君） 日程第２１、議案第１９号「令和元年度国見町水道事業会計補正

予算（第２号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第１９号、令和元年度国見町水道事業会計補正予算

（第２号）についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 令和元年度の当初予算編成時の想定有収率の予想、予測といいます

か、今、課長の段階で持ち合わせている直近の有収率の実績の数字を教えてください。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   当初の有収率ということであります。平成３０年度の実績が７７．２％でありまし

たので、令和元年度の目標としましては８０％を目標としておりました。 

   今現在の有収率でありますが、７６．９２％となります。ちなみに、直近の有収率



 

‐112‐ 

 

でありますが、１月分の有収率は、漏水の修繕がかなり進みまして７９．０２％とな

ったところであります。平均しますと７６．９２％ということであります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 今、課長のほうから話されましたが、具体的に漏水対策、今年度

１月末、２月末どちらでも結構ですから、何をしてきたのかお聞かせください。 

   それから、もう一つ、これ数字があればお聞かせいただきたいし、なければ１７日

の当初予算のときに質問します。漏水によって、要するに有収率が上がった、その金

額を今持っていれば。この２つをお願いします。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） まず、漏水対策でありますが、毎年漏水調査ということで

実施をしております。さらに、令和元年度につきましては、広報くにみ等におきまし

て、漏水発見のお知らせを例年になく多く掲載いたしまして、町民への漏水の発見の

ご協力の広報活動を強化したということでございます。 

   有収率が上がった金額については、算出しておりません。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 漏水の箇所数は今、分かりますか。箇所数と、それが宅内なのか、

宅外なのか。あと、有収率が上がったことによるいわゆる収益がどの程度反映されて

いるのか。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えします。発見箇所ですが、漏水調査を委託しまして、

今年度発見した箇所数については５６件で宅地外です。また、収益の反映については、

有収率が上がったことにより、企業団から購入している受水量が減少したことになり

ます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第１９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 
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議長（東海林一樹君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   ９日月曜日は午前１０時より議案調査会を委員会室で開催いたします。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後１時３４分） 

 



 
 
 

第  ４  日 
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令和２年第１回国見町議会定例会議事日程（第４号） 

 

                   令和２年３月１７日（火曜日）午前１０時開議 

 

 第 １ 議案第２０号 令和２年度国見町一般会計予算 

 第 ２ 議案第２１号 令和２年度国見町大木戸財産区特別会計予算 

 第 ３ 議案第２２号 令和２年度国見町入山財産区特別会計予算 

 第 ４ 議案第２３号 令和２年度国見町公共下水道事業特別会計予算 

 第 ５ 議案第２４号 令和２年度国見町後期高齢者医療特別会計予算 

 第 ６ 議案第２５号 令和２年度国見町国民健康保険特別会計予算 

 第 ７ 議案第２６号 令和２年度国見町介護保険特別会計予算 

 第 ８ 議案第２７号 令和２年度国見町土地開発事業特別会計予算 

 第 ９ 議案第２８号 令和２年度国見町渇水対策施設特別会計予算 

 第１０ 議案第２９号 令和２年度国見町水道事業会計予算 

 第１１ 常任委員長報告 

     陳情第 ７号 看護師と介護従事者の特定最低賃金新設を求める陳情 

     陳情第 ８号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の陳 

            情について 

    （追加日程） 

 第１２ 議案第３０号 工事請負契約について 

 第１３ 同意第 １号 国見町大木戸財産区管理委員の選任につき同意を求めることに 

            ついて 

 第１４ 発議第 １号 看護師と介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新 

            設を求める意見書 

 第１５ 発議第 ２号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 

 第１６ 議員の派遣について 

 第１７ 常任委員会の所管事務調査について 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。ただいまの出席議員は全員です。定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

   日程に入るに先立ち、町長より発言を求められております。 

   町長。 

町長（太田久雄君） それでは、お時間をいただきましたので、本日の議案審議に先立ち

まして、新型コロナウイルス感染症に対する国見町のこれまでの取組につきまして、

ご報告を申し上げさせていただきたいと思います。 

   町としましては、国・県等々の状況を踏まえながら、まず２月７日でございます、

手洗い、咳エチケットなどの予防方法をお知らせする回覧を、町内に配布をいたしま

すとともに、町のホームページに掲載させていただいたところでございます。 

   ２月１５日でございますが、この日には副町長と総務課、保健福祉課の両課長に、

県内、それから県北地区での発生があった場合に備えまして、情報の収集、事前対応、

事後対応、そして町民への情報の提供方法、消毒液等の在庫確認、発注、配置、それ

から対策予算などについて検討することを指示させていただきました。 

   ２月２５日には、第２回目となります感染防止のチラシを作成し、全戸に配布させ

ていただいたところでございます。 

   また、２月２６日でございますけれども、政府が大規模な感染リスクを回避するた

め、イベント等の中止、延期または規模縮小を要請いたしましたことから、町といた

しましても万全を期すということで、２月２７日に、新型コロナウイルスの第１回目

の調整会議というものを開催しまして、国の要請に基づくイベントの中止などの町の

対応確認と共有、それから、正確な情報収集、町民への周知、県内や県北地区で発生

した場合の対応策の検討などについて確認をいたしたところでございます。 

   しかしながら、議員の皆さんもご承知のように、この日の夕刻、政府が子どもたち

を守る観点から小学校、中学校、高等学校、それから特別支援学校の休校の要請をい

たしましたことから、町教育委員会におきましては情報収集に努め、緊急校長会を開

催し、その意見を踏まえまして３月２日からの休校を決定をさせていただきました。

町と教育委員会においては、時間のない中、子どもたちの安全安心を最優先するとい

うことでの決定でございました。 

   翌２８日の第２回目の調整会議におきましては、国見小学校、県北中学校の３月

２日からの休校の確認と併せ、町としての対応策をそれぞれ検討をさせていただきま

した。皆さんご承知のように、町として保健師はおりますけれども、感染症の専門家

はおらないということでございますので、知見が非常に不足しているということでご

ざいますので、基本的には政府の考え方を受け入れるということで対応することとい
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たしたところでございます。その結果、ももたん広場、つながるーむの休館、中学校

の部活動の休止、体育館、グリーンアリーナ９２３の休館、イベントの中止など、町

としての対応を決定させていただきました。 

   一方、幼児、低学年児童を対象としました保育所、幼稚園、預かり保育につきまし

ては、国からの要請を踏まえまして通常の保育対応としまして、児童クラブにつきま

しても、これらの対象児童を持つ保護者等の負担軽減を考慮しまして、３月２日から

長期休校と同様の時間帯での受入れを決定させていただいたところでございます。い

ずれにいたしましても、国の専門家会議で出された意見、それから、政府の要請等を

踏まえて、町として決定をさせていただいたところでございます。 

   ３月５日には、第３回目の調整会議を開催しておりまして、一人暮らしの高齢者、

それから高齢者のみの世帯に配慮しまして、いきいきサロン等の継続、新型コロナウ

イルス対応予算については、緊急的に出た場合は予備費で対応すること等の確認をさ

せていただいたところでございます。 

   また、３月９日には、これも皆さんご承知のように、県内で初めての発症がござい

まして、これまでの調整会議を対策会議に格上げをしまして開催をさせていただきま

した。対策会議では、感染予防、問合せ窓口を周知するチラシを全戸配布、小中学校

の休校の継続、ももたん広場、つながるーむの休館の継続、卒業式の簡素化の対応な

どについて協議をいたしたところでございます。 

   ２回目の対策会議でございますが、３月１２日に開催をいたしておりまして、町内

で発生した場合の保育所、幼稚園等の対応策、それから、緊急事態宣言等が発令され

たときの対応策、正確な情報収集と情報提供、情報共有、町民への周知などについて

協議をさせていただいたところでございます。 

   第３回目の対策会議でございます。昨日１６日に開催しまして、１３日に成立し

１４日に施行されました改正新型インフルエンザ等特別措置法についての内容の共有、

それから、県内２例目となります感染発生を受けて、予防徹底を図るチラシの全戸配

布をすることなどについての協議をさせていただいたところでございます。本日、配

布をさせていただいたところでございます。 

   なお、万が一、町内で発生した場合、その対応についての指揮命令系統は当然、ご

承知のように国・県となりますことから、町はこれらの関係機関と十分なる連携を図

りながら対応していくということも確認をいたしておるところでございます。 

   いずれにいたしましても、今後とも国・県の動向等を十分注視しますとともに、情

報収集に努め町としてできることをしっかりと今後とも行ってまいりたいと考えてお

るところでございます。 

   以上、これまで町としてやってまいりました対応策のご報告とさせていただきたい

と思います。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２０号 令和２年度国見町一般会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第１、議案第２０号「令和２年度国見町一般会計予算」につ



 

‐119‐ 

 

いての件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   総務課長。 

総務課長（引地 真君） 議案第２０号、令和２年度国見町一般会計予算についてご説明

をいたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。 

   本議案に限り、歳入と歳出を区分し、歳入については全般に、歳出については款の

順序に従って、最後に全体的な質疑を行います。 

   なお、質疑にあたっては、議席番号及び質疑事項のページ、答弁者を告げて、１件

ずつ質疑されるようお願いいたします。 

   それでは、はじめに、歳入について質疑を行います。質疑ありませんか。 

   ２番、佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 税務住民課長にお尋ねします。 

   １３ページに町民税の項目がありまして、９００万円の減額になっております。人

口減少で納税する方が減っているということなんでしょうが、平成３１年度予算と令

和２年度予算編成時の納税者は議案調査会で聞いたんですが、改めて納税者数と納税

義務者の１人当たりの額をお知らせください。 

議長（東海林一樹君） 税務住民課長。 

税務住民課長（吉田義勝君） ２番、佐藤 孝議員のご質問にお答えいたします。 

   昨年度と新年度の予算における納税義務者あるいは１人当たりの金額ということで

ございますが、まず、議案調査会のときにもお話を差し上げましたけれども、納税義

務者の部分で、個人町民税の均等割について算出する際には、納税義務者の直近で把

握している部分で算出をするようになります。人数ですけれども、平成３１年当初予

算時は４,５２７名、そして、令和２年度当初予算時における人数は４,４９９名とな

っております。そこで、当初予算額に対する１人当たりの税額ということになります

と、それぞれの予算額がありますので、そちらで今の人数を割るという形で出した数

字にはなりますけれども、平成３１年度当初予算においては１人当たり７万

６２０９円、令和２年度当初予算額に対する１人当たりの金額といたしますと７万

４６８３円という数字になります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 総務課長、お願いします。 

   １６ページに特別交付税が５３２１万円計上されております。さきに配付されてい

る資料では、ここ六、七年、特別交付税の当初での予算計上はありません。昔はどう

なっているか、私は調べておりませんが、つい最近にはない予算編成の仕方なんです。

それで、前回の調査会でも聞いていますけれども、改めて、この特別交付税を当初に

組んだ背景をお答えください。 
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議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   特別交付税を計上した理由でございますけれども、今年度、３年に一度の交付税検

査がございました。これは県による検査でございました。その際、普通交付税の錯誤

措置が求められております。７５００万円はこれまでに国見町が多くもらってきたと。

その分につきまして、令和２年度の交付税から差し引くというものでございました。

当初予算編成におきましては、通常、普通交付税につきましては２０億円程度を見込

んで計上しているところでございますが、令和２年度の特別交付税につきましては、

この７５００万円の錯誤措置を勘案いたしまして、普通交付税が減るために、これを

調整するといったところでの特別交付税の５３４１万円の増でございます。 

   また、これまで特別交付税の計上を国見町としてはしておりませんでしたけれども、

県内の自治体をいろいろ調べてみますと、この特別交付税を計上していない自治体の

ほうが少のうございます。今回、５３００万円ほどの計上をお願いしておりますが、

この内訳についても当然担保されるものでございます。地域おこし協力隊の分、あと

は公立藤田総合病院の分と、それぞれ５０００万円を超える担保がございますので、

令和２年度につきましては計上をさせていただいたというところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 歳入欠陥のおそれについても、そうでないんですか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   ただいま申しましたとおり、通常、この特別交付税５３００万円以上の金額が町の

ほうに歳入されておりますので、歳入欠陥というご心配には当たらないと考えており

ます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 交付税の中に、会計年度任用職員の国から交付される額が多分入っ

ていると思います。地方財政計画では、公営企業も含めて１７００億円が見込まれて

おります。全国の会計年度任用職員はざっくり６０万人でありますから、これは１人

当たりで単純に割ると３０万円になるんです。そこで、令和２年度の予算積算の際に、

普通交付税の中で何名分を見込んでいるのか、お答えいただけますか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   令和２年度の当初予算に会計年度任用職員の人数を織り込んでおりますのが、

１１２名でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 
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２番（佐藤 孝君） フルタイムとパートの区分を、まず一つお聞かせください。 

   それと、１１２名ということの積算根拠だとすると、平成３１年度４月１日現在の

非正規職員の数が、間違いがなければ１１０名だったと思います。増えているという

ことになるんです。これからの自治体サービス組織検討委員会で様々議論されてきて、

議案調査会の中では事業の縮小、廃止を計画していると。廃止をしたという報告もさ

れているんですが、事業を縮小、廃止をしているのに、会計年度任用職員の数が増え

るという背景が何なのか、私には理解できないので、もうちょっと説明いただけない

でしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   人数が昨年度１１０名よりも増えているのはどういったことかということでござい

ますが、これまでの一般事務、臨時職員の分につきましては人数が減っております。

ただし、保育士、幼稚園の教諭、あるいは幼児教育課関係の施設、幼稚園、保育所、

預かり保育、あとは児童クラブ、こういったところの資格職の会計年度任用職員を採

用したといったところでございますので、そちらの数が増えたということでございま

す。総じて全体的には、予算上は１１２名、実質、採用が決定しているのは１０９名

でございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、歳入関係の質疑は終わります。 

   続いて、歳出について質疑を行います。 

   はじめに、１款議会費、２款総務費について質疑ありませんか。３５ページから

５７ページです。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 総務課長にお伺いいたします。 

   会計予算書４０ページ、主要施策の概要３ページ。 

   ２款総務費、１項総務管理費、２目文書広報費、１１節役務費の広告料５００万円

とありますが、広告の内容と目的についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   広告費５００万円の内訳でございますが、まず、これは町の事業について義経まつ

り、イルミネーション事業、あとは仙台圏へのシティープロモーション事業、あるい

はふくしま駅伝といった、メディアを活用した際の広告に支出をするということで計

上したものでございます。地元紙、新聞社２社あるいは河北新報社、あとはテレビ局、

ラジオ局、地元の月刊誌でございます。これらの媒体に、町の事業や町の良さをＰＲ

するために、広告費として支出をするものでございます。それぞれこれまでの事業に

比べまして、東京２０２０オリンピック・パラリンピックのコミュニティーライブサ
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イト等もございますので、令和２年度につきましては５００万円を計上したというも

のでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） ただいまの答弁で、義経まつりや、イルミネーションにも広告料と

いうお話がありましたけれども、各課所管にそういうイベントが入っておりますが、

その広告料は全てまとめて総務課の経費ということで、その事業を担当している所管

課の経費には入らないんですか。お伺いします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   今、お質しのとおり、総務課のほうに一括で、ある程度大きいものは集約をしたと

ところでございます。その金額がこの５００万円でございますので、ご理解をいただ

きたいと思います。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、３款民生費について質疑ありませんか。５７ペ

ージから７０ページです。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 保健福祉課長にお答え願います。 

   ６２ページの障害者対策であります。ヘルプマークの交付については１７件と伺っ

ておりました。この方々の障害の箇所と身体的不自由の内訳がもしお分かりだったら

教えてください。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 佐藤孝議員のご質問にお答えをいたします。 

   まず、ヘルプマークについてご説明をさせていただきますが、ヘルプマークにつき

ましては、東京都が考案をしたマークで、障害のある方が携帯をし、災害時あるいは

日常生活で困った際に周囲に理解を求めるものでございます。緊急連絡先やかかりつ

け医などの情報が記載されたヘルプカードなどがデザインされたものもあり、平成

２４年から配付をされているというところでございます。 

   現在は普及も進み、４３都道府県で活用されており、福島県では平成３０年から配

付を進めているところでございます。 

   ご質問の配付をされている方の内訳でございますが、肢体不自由が４名、内部障害

が３名、視覚障害が３名、精神障害が５名、難病が２名の計１７名となってございま

す。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 貴重な時間で大変恐縮なんですけれども、個人的なことを申し上げ
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ますと、私、左の眼が弱視、斜視で、全く視力がありません。ただ、右のほうが見え

ますから、身体障害者の手帳は交付されておりません。見た目は何でもないんですけ

れども、身体的障害を持つ方はたくさんいらっしゃいます。目もあるし、耳もあるし。

ヘルプマークは私もつけていますが、つけていると、先入観、つまり予断を持って障

害者に偏見を生まないという非常に大きな効果があります。町として、この普及に向

けた、例えば広報活動などの障害者の方を保護する取組について、今、考えておりま

すか。お答えください。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   町では、平成３０年１１月の福島県の要請を受け、配付を始めたところでございま

す。普及啓発のために平成３１年１月に町のホームページに掲載をし、翌２月に広報

くにみに掲載をして周知を図ってきたところでございます。全国的には、ヘルプマー

クの普及について、全国ヘルプマーク普及ネットワークが２０２０オリ・パラプロジ

ェクトなどを通じて普及啓発を図っていると承知をしてございます。 

   ご質問の普及に向けた取組につきましては、引き続きホームページや広報くにみな

どを通じて実施をしたいと考えているところでございます。 

   なお、令和２年度につきましては、第７次障害者福祉計画の策定もございますので、

ヘルプマークあるいはヘルプカードについての項目について検討するとともに、策定

業務の中で啓発につながるような取組などは工夫をしていきたいと考えているところ

でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 保健福祉課長にお伺いいたします。 

   主要施策の概要５１ページ、会計予算書は７１ページになります。 

   ４款衛生費、１項保健衛生費、子育て世代包括支援センター事業についてお伺いい

たします。 

   令和元年１０月に子育て世代包括支援センターももさぽが保健福祉課内に設置され

ました。出産や育児で悩んでいるお母さんたちの対応に務めていただいております。

開設からの利用者数は何名ぐらいになっているのかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 松浦和子議員のご質問にお答えをいたします。 

   子育て世代包括支援センターももさぽにつきましては、昨年１０月に設置をいたし

ました。利用者数のお尋ねでございますが、月平均という形でお答えをさせていただ

きます。月平均で延べ１０人程度の方の相談を受けているというところでございます。

特にハイリスクの家庭の相談が多うございますので、あくまでもこの１０人というの

は延べということで、お一人の世帯が複数回ということもございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、４款衛生費について質疑ありませんか。７０ペ

ージから７６ページです。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） これは総務課長にお答えいただきたいんですが、災害時や、先ほど、

町長から報告ありましたように、感染症発生時のための備蓄用のマスクは町あるいは

社協とかを含めてどの程度あるか、分かりますか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   マスクの備蓄につきましては、ございません。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 前の特措法でも、マスク等の備蓄は多分国の責任で備え付けるとい

うことになっていると思いますが、やはり町として、昨年の台風災害等もありますの

で、これはマスクだけではなく、生理用品とか、あるいは食料品とか、様々あります

から、緊急対策用の備蓄用品をもう一回洗いざらい検討し直して、次年度の国土強靱

化にもこれが入るのかどうか、私ははっきり分かりませんが、ぜひ具体的な見直しを

していただきたいと思いますが、環境防災課長、お願いします。 

議長（東海林一樹君） 環境防災課長。 

環境防災課長（村上幸平君） お答えいたします。 

   町におきましては、まず自然災害に備えまして、地域防災計画に基づきまして、災

害時におきます避難者に提供します非常用の食料、飲料水、毛布、さらに防災の資機

材等の備蓄に努めているところでございますが、議員お質しのマスク等の備蓄につき

ましては、長期的な避難所生活となった場合、集団生活におきます疫学的観点、あと

は感染防止のためのマスクを含めた医療品等の備蓄につきましても、その備蓄量も含

めて、今後、検討してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 佐藤議員のご質問ですが、保健福祉課の立場からもお答え

をさせていただきたいと思ってございます。 

   今回の新型コロナウイルス感染症の感染拡大で、マスクが全国的に不足をしている

という状況もございます。今ほど、環境防災課長からの答弁もありましたが、感染症

の予防という観点だけではなくて、防災的な意味合いからも備蓄として必要との認識

に至ってございます。 

   このため、感染症に対応する保健福祉課としては、マスクあるいは女性用の衛生用

品、赤ちゃん用の液体ミルク、あとアレルゲンフリーの食品などの備蓄について、今

すぐにというわけにはいきませんが、まとめて検討して計画的に備蓄をしていきたい
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と考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、５款労働費について質疑ありませんか。７７ペ

ージです。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、６款農林水産業費について質疑ありませんか。

７７ページから８７ページです。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 産業振興課長にお尋ねいたします。 

   予算書８６ページの６款の農林水産業費、２項林業費、２目林業振興費の１２目委

託料で山林下刈り業務の３３万円の金額がありますけれども、その中身について、ま

ずお聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

   山林下刈り業務３３万円につきましては、さくらの森の年２回の除草作業の費用と

いたしまして計上しているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） さくらの森の除草作業費用ということですけれども、昨年も質問を

させていただきました。そのときに、さくらの森の振興をするためには、まずは復

旧・復興ということで、今はそこに出せるお金もないということで、森林委員会等も

開いていないとのことだったんですけれども、今年も森林委員会等は開かないと、一

向に進んでいないということなんでしょうか。その点についてお尋ねしたいと思いま

す。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   今年度の予算の中では、森林委員会の開催の予算につきましては計上をしていない

ところであります。 

   また、さくらの森整備構想は平成２４年に策定されたものですが、その構想に基づ

き整備事業を実施する場合につきましては、その事業費が約４０００万円ということ

で見込まれており、財政的な部分も含めまして、引き続き慎重に検討してまいりたい

と考えているところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 最後に、町長にお尋ねします。 

   これは平成２８年９月に一般質問もさせていただきましたが、財政的に大変厳しい
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状態であると。なおかつ、先ほども申しましたように、町の復旧・復興が第一で、そ

れを中心にやっていきたいとのことなので、粛々と進めていくということでありまし

た。 

   しかし、今の現状を見ますと、私も昨日行ってまいりましたけれども、さくらの森

という場所と思えるほどの状況ではありません。ましてやそこに町民が行く場所、あ

るいは憩いの場所を求めるような場所ではありませんので、まず、さくらの森という

場所を町民が分からないのではないかなというぐらいひどい状態であります。これか

ら造る歴史公園は相当のお金をかけて造りますから、それを反対するわけではありま

せん。しかしながら、こういうさくらの森、自然に残っているものをいかに利用して、

そして、町民あるいは子どもたちが、そこに憩いの場所を求めて野外でも遊べるよう

な場所を粛々と、小さくなれども、何年かかってもいいですけれども、さくらの森と

いうものを大きくすることが必要だと思うんですけれども、将来に向けてどういう考

えを持っているか、町長にお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、さくらの森公園につきまして、私のほうからご答弁をさ

せていただきたいと思います。 

   たしか平成２８年にご質問をいただいて、ご答弁をいたしております。特に、大事

にしたいのは復旧・復興、あそこは結構線量が高かったんですよね。まずはあそこの

除染の対応を、平成２８年度、平成２９年度まで対応させていただいたということが

一つございます。 

   また、その後については、これも森林委員会等、今後どう持っていくんだというこ

とをいろいろ検討しながら、これは対応していくという話を確かにさせていただいた

ところでございます。 

   ただ、私も、よくあそこを通っていくわけでございますけれども、あそこのエリア

で具体的に整備をしてどういう形で発信をしていくのか、あるいは今、渡辺議員がお

っしゃいましたように、森で子どもたちが遊ぶとか、そういったことが非常にいいの

ではないかというお話も当然あったわけでございますし、そういった観点で、どうい

うスタンスでやっていくのか。あらあらな青写真はありますけれども、より具体的な

設計などはまだできてないわけでございますから、今後につきましては、そういった

森林関係の委員会とか、議員おっしゃいましたように、公園があるかどうかも分から

ないのではないかということもございますから、周知徹底、それから、今、言ったベ

ースである委員会等での様々な検討、そして、必要性があるのかどうかということも

含めて、土俵はあるんですけれども、より具体的にやっていく必要性があるのかどう

かも含めて、いろいろと検討していく必要性があると、私は前回、たしか申し上げて

いると思うのです。 

   ですから、そういった観点で、多額な金額もかかるということでございますから、

今、言ったような、いろいろなストーリーを描きながら、そういった流れを十分酌み

ながらやっていく必要性があるかなと感じておりますので、実は震災の復興創生期間
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が来年度で切れますけれども、その辺が一つのめどなんでしょうか、どうするのかと

いうことも含めて検討していく形になっていくんだろうと思っております。具体的に、

恐らく来年度末の委員会の中身ができておらないかと思いますので、再来年度あたり

で、そういった検討会を立ち上げて、その中でどうなんだということも含めて、いろ

いろとまた議会と議論しながらやっていくと。 

   ただ、確かに、より具体的にそこを整備しますと数千万円の金がかかるということ

が一つございますし、あと維持管理経費が結構かかるんです。今、実は第６次総合計

画の検討が始まっていますので、そういったあたりで検討させますけれども。やはり、

これから、国見町が非常に大変なのは物を持つことだと思うんです。物を持ったとき

に維持管理経費をどうするんだという議論が、非常にこれから大変になってきます。

ですから、そこのことも十分見据えながら対応していくということも、ある意味で必

要なのかなと感じておりますので、今後、今、言ったようなことをいろいろと委員会

の話、あるいは６次総合計画での検討とか、様々なストーリーを描きながら、今後、

令和３年度あたりからどうできるのかということも含めて、いろいろ検討していくこ

とが必要なのかなと思っておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） ８６ページの森林振興費、１２節委託料の最後のところで、ふくし

ま森林再生事業５３００万１０００円とありますが、金額もかなり大きいんですけれ

ども、どこの地区でどのような事業に使うのか、答弁お願いします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 松浦常雄議員のご質問にお答えいたします。 

   令和２年度におきましてのふくしま森林再生事業につきましては、石母田地区約

１１ヘクタール、大木戸地区約９ヘクタール、事業の中身につきましては、森林整備

となります間伐、植栽等であります。また、今年度までに森林整備を実施してきた地

区の下刈りを実施するということで、５３００万１０００円の予算を計上したところ

であります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 産業振興課長にお尋ねします。 

   ８２ページの下段の委託料であります。くにみ農業ビジネス訓練所は会計年度任用

職員が３名、それから、委託料の農作業６７６万円のうち６００万円が再生協議会と

しての人件費だと、こういう説明をされております。確認をさせていただきますが、

繁忙期を除いた訓練所の通年の運営人件費は８０５万円ということでよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 佐藤孝議員のご質問にお答えいたします。 
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   ８２ページの１２節委託料の中の一番下、農作業の委託の関係のご質問であります

が、これにつきましては、先ほどお質しがあったように、地域農業再生協議会に対し

ての人件費分の委託ということで約６００万円、それに間違いはございません。あと、

合わせて農繁期につきましてはシルバー人材センターなども利用している状況となっ

ております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 令和３年度から、これまでの補助金が切れるということだろうと思

います。農業後継者の育成とか、あるいは新規就農者を掘り起こすといいますか、そ

れはソフト事業だと考えれば、これは当初から言われていたんですけれども、国見町

の仕事ではなくて、これは県の仕事ではないんですかと、こういうことが今でももち

ろん言われております。そのことをここで問うつもりは全くありません。 

   ただ、今、７番議員のさくらの森の質問に対して、町長がこれからは物を持つと負

担が大きくなるという旨のご発言がありましたので、関連して言いますけれども、こ

のくにみ農業ビジネス訓練所は来年から単費で運営をするようになると思います。や

っぱりこれだけ人件費をかけて、農業後継者が育ってくれればいいんですが、今のと

ころ、長期の方が１名。副産物としての農作物の売上げが約４５０万円という予算計

上ですから、どう考えてもバランスが合わないんです。先ほど申し上げたように、ソ

フト事業だとすれば、しっかりとした見直しをして、運営主体も含めて、これは抜本

的な考えを変えていかないと、それこそ大変な状況になってくるのではないかと思い

ますので、その辺の検討について、現時点で産業振興課長のところで把握しているも

のがあれば、お答えください。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   現時点というお話でのお質しでありますが、現在もやはり効率的な運営に努めてい

るという意識を持って対応しておりますし、今後ともそのようなことで進めていきた

いと、現時点では考えているところであります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） なければ、１１時１５分まで休議いたします。 

（午前１１時０３分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時１５分） 
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◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 次に、７款商工費について質疑ありませんか。８７ページから

９１ページです。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） ９０ページになります。総務課長にお聞きします。 

   観月台公園の活用についてであります。第５次振興計画の中でも、観光資源として

の観月台公園の位置づけが明確にされております。町民の憩いの場所ということで親

しまれてきていると思っておりますし、いいと思います。 

   新年度予算編成で様々な観光事業、まちづくり事業がありますが、実は観月台公園

の「か」の字も出てこないんです。これだけの資源があるのに、なぜ活用をしていな

いのか、私にはよく理解できないものですから、観月台公園の位置づけをまずお聞か

せいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（引地 真君） お答えいたします。 

   観月台公園の位置づけはどうなっているのかというお質しでございますけれども、

まず、観月台公園という名称でございますけれども、平成２７年２月に認定を受けま

した歴史まちづくり計画の中に記載がございます。あの辺りに江戸時代の天保年間で

ございましょうか、ため池があったという絵図がございます。歴史的なところを考え

れば、まず、そこが発端なのであろうと考えております。明治、大正に入りまして、

旅館やらカフェやらがあの周辺にできていく。平成に入りましてから、平成６年、町

制施行４０周年を記念いたしまして観月台文化センターが開館しております。そして、

それに併せて、平成８年だったと記憶しておりますけれども、観月台公園の改修を行

いまして、親水公園的な機能を持たせたといったところがございます。また、これも

歴史まちづくり計画との関連でございますけれども、あの周辺に奥山家住宅がござい

ます。観月台文化センター、あとは観月台公園、そして奥山家住宅、あとはその後ろ

のほうに藤田城址といったものがございますが、あの一帯は文化と歴史と憩いのエリ

アという位置づけが当時されていたと記憶をしております。 

   そういった観点から考えますと、議員お質しのとおり、欠落をしている部分も多少

ございますが、令和２年度におきましても、それ以降におきましてもそうでございま

すけれども、ＪＲ藤田駅、藤田商店街、そして、道の駅国見あつかしの郷という、こ

の３つの点を結ぶラインの中に観月台公園、観月台文化センター、そのエリアも当然

含めて事業の構築を図るということは可能なことでございますので、令和２年度以降、

そういった事業の構築を既存の事業であったとしても、まず頭に入れて構築を進める

という考え方を持ちたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 振興計画もありますので、ぜひ改めて位置づけを明確にしていただ

ければと思います。 
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   具体的に、まちづくり交流課で周遊ツアー等の企画もされておりますので、今の総

務課長答弁に沿って、せっかくのこれだけ貴重な観光資源があるわけですから、ぜひ

観月台公園を活用していただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、８款土木費について質疑ありませんか。９１ペ

ージから９８ページです。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 建設課長にお伺いいたします。 

   予算書９６ページになります。 

   ８款土木費、４項都市計画費、３目都市再生整備計画推進費、１２節委託料

１０００万円とありますが、景観保存計画策定業務の委託業務とはどのような業務な

のか、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 松浦議員のお質しでございます。 

   まず、景観保存計画につきましては、歴史まちづくり計画の中で景観計画策定を明

言しており、それを受けまして、行く行くは国見町においても景観保存団体としての

移行、そして景観条例の策定というものを目指しているということでございます。 

   この景観保存計画の策定業務ということでの委託の内容でございますけれども、こ

れにつきましては、計画本体のみならず、最終的には景観に関する条例関係、規則関

係、そして、その他屋外広告、それから、重要建築物などの幅広い規則関係も連携し

ていくということなので、その計画の策定、さらには合意形成に向けた業務までを含

むという形になっています。特に、今、計画、さらには条例で規定するということで

申し上げましたけれども、この景観計画におきましてはエリアを指定したりして、そ

の中で歴史や文化、そして、自然等の調和に根差したような形での建築等の規制につ

いても検討するようになっておりまして、その中には、意匠、デザイン、色彩、そし

て、高さなどについても一部制限を加えるような形での検討がなされます。非常に専

門性も高くなる業務も含めた中での計画費の設定という形になっておりますので、答

弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 大変整合性の高い業務ということですけれども、先ほど、２番、佐

藤 孝議員が、現在ある観光、観月台公園のことをおっしゃいました。やはり今ある

もの、国見町に昔からあるもの、そういったものも大事にしていこうという考えは、

その景観計画策定業務の中に入っているのかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） お答えいたします。 

   これまで歴史まちづくり計画の中でも申し述べられておりましたけれども、歴史や

文化、そして自然との調和を根差したまちづくりを進めるということが盛り込まれて
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おりますので、観月台公園も、歴史まちづくり計画での位置づけについては総務課長

が先ほど答弁しましたけれども、当然景観計画の中にも盛り込まれるものと考えてお

ります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   村上 一君。 

５番（村上 一君） ９４ページの河川維持費の中での調査測量で、滑川改修の調査費

８００万円が計上されておるんですけれども、あそこは歴史公園整備事業も同時に進

めていかなくてはと思うんですけれども、その点伺います。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 村上議員のご指摘でございます。 

   来年度の計画の中で、８００万円の予算で滑川の改修計画について計上させていた

だいております。現在、滝川と連携して滑川についても、今回の県の補正予算に応じ

て調査が進められるということで聞いておりますが、現在、検討が進められておりま

す阿津賀志山防塁の歴史公園と接続する関係になっております。それにつきましては、

その接続部分、区域区分等についてうまく調整し、公園整備のほうに遅れのないよう

な形で区分するとともに、連携できるものについては連携するような形で、円滑な作

業が進められるようにと検討しております。以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） ９３ページの工事請負費の関係であります。各地区配分で

１０００万円プラス全体的対策費４００万円で合計１４００万円という説明でありま

す。通学路の危険箇所について把握されていますか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） 通学路の関係につきましては、今年度、ブロック塀の関係で教

育委員会が中心になって調査をしたと確認しております。そのほか近隣につきまして

は、一般道と同等な形で確認をしている程度でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 私のところの町内会でも、町内会を通じて開渠側溝の蓋かけをお願

いしてきた経過があります。分かっていると思うんですけれども、道路面と側溝の天

端が結構高さがあって非常に危険な場所なんです。何年も前から要望しているんです

が、町の回答は施工が難しいと。町で道路を作っておいて施工が難しいという回答だ

ったんです。それから、金がかかるということなんです。全く改善の対策が講じられ

ておりません。 

   ４００万円でどういう工事を想定しているのか、私は分かりませんが、危険箇所は

優先して直していかないと、お金がないとか、何とかといったら、一生直らないわけ

で、道路の修繕ができないわけです。ここらのしっかりとした計画を作っていただい
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て、やっぱり危険箇所を計画的に一日も早く除去していくことをお願いをしたいと思

いますが、そういう計画を建設課では今、持っていますか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（羽根洋一君） お答えいたします。 

   危険箇所については、安全安心を優先し進めているところでございます。ただ、以

前からご指摘いただいたところについては、経費の関係、施工の関係等、さらには子

ども、中学校の通学の関係等を考えても、実施しなくてもいいのではないかという判

断で、繰延べになっているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） いや、私のところの話をしているのではなくて、ぜひそういうこと

でやってもらわないと困るという話をしています。 

   それで、１０００万円の配分については、前の議案調査会で私は言いましたけれど

も、藤田地区については断固反対なわけです、このやり方は。町内会に丸投げして、

優先順位を決めろなんていうやり方は駄目だという結論なわけです。したがって、そ

のことの是非は言いませんが、お金がかかるところについては、先ほどの繰り返しに

なりますけれども、計画性を持っていかないと、何十年も危険箇所を放置することに

なるわけです。金がない、金がないの一点張りなんだから。ですから、改めてしっか

りとした計画を、通学路の危険箇所をまず調査をして、その上に立った道路改修、側

溝改修の計画を作るということをお願いしたいと思いますが、町長、ご答弁いただけ

ますか。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、これは私のほうから答弁させていただきたいと思います

けれども、危険箇所をどう担保するのか、非常に重要な部分なのかなと考えておりま

す。特に前回１２月に狭隘道路の質問を受けていますし、そのほかのエリアからも、

結構そういった相談を受けているということでございますし、今、佐藤 孝議員から

もお話がございました。これは通学路の問題で教育委員会との関係もございますので、

十分連携しながら、その辺はどうするんだということも含めて調査をするということ

があるんだろうなと思っております。 

   偶然、タイムリーに来年度、国土強靭化計画、いわゆる安全安心なまちづくりの観

点で、ハード、ソフトでいろいろやっていく形になっていますので、その辺あたりで

中に入れ込んで、なるべく国・県からの交付金が得られるシステムも組めないかどう

か含めて検討しながら、先に進めていくということなのかなと思っております。 

   ソフト面とハード面、両面で来年度、計画を作る話にもなってございますので、そ

ういった中で、どういったスタイルができるのかも含めて検討して、１２月に質問い

ただいた部分については、そういった中になるべく入れ込んで対応していきたいと思

っておりますし、今の質問等、それだけではないと思うんです。恐らく調査すればい

ろいろあると思うんです。それは県のほうにお願いするわけでございますけれども、
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いろいろございますので、通学路の安全安心を担保する、非常に私は重要なことだろ

うと思いますので、それらを十分調査をしながら、先ほど言った計画の中に盛り込ん

で、いろいろ具体的にできないかどうかも含めて、あるいはできないのなら町でどう

するんだということも含めて、今後、先へ向けて検討していくということが必要なの

かなと、今、佐藤議員の質問を受けて感じたところでございますので、そんなことで、

ぜひ対応していければと考えておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、９款消防費について質疑ありませんか。９８ペ

ージから１０５ページです。 

   質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、１０款教育費について質疑ありませんか。

１０５ページから１３３ページです。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 個別の主要施策のほうで１０９ページをお願いします。 

   小中学校新入学支援事業とあります。内容を見ますと、小学校入学、中学校入学の

児童生徒に対しまして、それぞれ小学校が２万円、中学校が３万円のお祝い金を贈呈

するとあります。財政の厳しい中でのこういう支援は大きな決断だったと思いますけ

れども、保護者の方にとっては大変ありがたい事業だと思います。 

   それで、この支援の内容ですけれども、２万円と３万円のお祝い金、これは次年度

以降継続ということになっておりますけれども、お祝い金として継続するんでしょう

か。それをお伺いしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（澁谷康弘君） 佐藤定男議員のご質問にお答えいたします。 

   今回の新入学支援事業としまして予定をいたしました、小学校新入学児童１人当た

り２万円、中学校入学生徒１人当たり３万円の事業でございますが、子育て支援の一

環といたしましてお渡しをするものでございまして、いわゆる新入学児童生徒の制服

相当分ということで計画をしたものでございます。次年度以降につきましては継続実

施のつもりでおりますが、制服の支給という形で進めていきたいということで、現在、

検討をしているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 予算書１２４ページになります。まちづくり交流課長にお伺いいた

します。 

   ５目文化財保護費、７節報償費の調査指導委員会の委員に、町内からは何名の方が



 

‐134‐ 

 

委員になっているのかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） 松浦議員のご質問にお答えいたします。 

   調査指導委員会の委員につきましてのご質問でございますが、指導委員会の委員は

合計で１２名おりまして、そのうち町内委員といたしまして、郷土史研究会あるいは

蓮育成会の代表者等３名が町内の委員となってございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 町内委員が１２名中３名、僅か４分の１です。国見町を知っている

委員がたった３名しかいないというのは、何かちょっと物足りなさを感じます。恐ら

く１２名の委員の方たちは大学の先生とか、そういった方たちなんだろうとは思いま

すけれども、そういう方たちだけが集まって委員会というのは、机上論者がほとんど

かなと、どうしても受け止めかねない、そんな思いでおります。そのような委員会で

成果に期待できるのかどうかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） まず、この委員会ですけれども、阿津賀志山防塁調

査・整備指導委員会という委員会になりますが、阿津賀志山防塁の発掘調査等に対す

る専門的な指導、また、現在、進めております歴史公園の整備に対しましても、それ

ぞれ専門的な見地からご意見をもらうために設置しているところでございます。 

   委員につきましては、今ほど議員のご質問にあったとおり、歴史、土木の専門家、

大学教授などが６名、防塁の活用の面から、ブランディングや、観光の専門の方３名、

そして、地元委員が３名となってございます。町民の意見が十分反映されるかという

ことですが、町内委員はそれぞれの団体の代表者でございますし、また、郷土史の研

究者でございます。委員会の中ではそれぞれの立場から活発なご意見を頂戴しており

ますので、十分内容に反映していると考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） １３０ページ、体育施設費について生涯学習課長からお答えいただ

きます。 

   町民プールは既に休止をされて３年たっております。このことを９月の決算議会で

質問をして、令和元年度の休止の経過について、ちょっと不十分さがあったのではな

いか、見積りを取るべきだという質問をさせていただきました。そのときの教育長答

弁は、休止の見積りを取る前に調査費をつけたいという答弁でございました。課長、

調査費の要求、それから、結果、調査費はつきましたか。 

議長（東海林一樹君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（安藤充輝君） お答えいたします。 

   調査費の積算について行ったところですけれども、その調査をはっきりさせるのに
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あたりまして、相当な金額が発生するということが判明したところで、数百万円の調

査費が発生するため、今回の予算の中には計上ができなかったものでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） １０月末に子ども議会がございました。偶然、私と同じ内容の質問

を、小学生の方が教育長になされておりました。このときの答弁を詳しく私は覚えて

いませんが、私の質問に対する答弁よりもかなり踏み込んだ答弁がされて、ある意味、

ほっとしておりました。 

   それで、修繕の見積りを取って、要するに修繕改修でいくのか、あるいはプールを

壊して、解体をして新しいものを作るのか、それとも、解体をして、施設とか、ある

いはテニスコートみたいなことを考えるのかということも、やっぱり全て調査、見積

りを取らないと始まらないわけでありまして、その間は言わば防火水槽の役割ぐらい

しかないわけです。したがって、改めて言いますが、しっかりと調査をして見積りを

取って、スポーツ推進委員会、それから、振興計画審議会あるいは議会の場でしっか

りとした議論をするように、条件を整えていただきたいと思います。具体的な今後の

日程化について、教育長、ご答弁いただけますか。 

議長（東海林一樹君） 教育長。 

教育長（岡崎忠昭君） お答えをさせていただきたいと思います。 

   ９月の議会のときに議員からご指摘いただきましたように、説明が不十分であった

というところについては、本当に改めておわびを申し上げたいと思います。 

   調査費をつけるということではなくて、調査をさせていただくということで答弁さ

せていただいたと思うんですけれども、見積りを取るための予備調査というような形

で調査をさせていただきました。循環ろ過器については交換しなくてはならない。そ

れから、配管についても交換しなくてはならないということは前から分かっておりま

した。それで、プールを再開するという前提だと、どういうことになるのかと調べて

いただきました。今も申し上げましたが、循環ろ過器はもう取り替えるしかない。と

ころが、このプールが昭和６０年度に着工したプールで、循環ろ過器を出して、新し

いものをそのまま入れるというふうにはいかないことが分かりまして、プールをかな

りの部分を壊して入れ替える。それから、配管についても、そのまま管だけを掘り出

して取り替えるような工事では済まないということが分かりました。また、ほかにも

プールサイドについても補修をしなければならないことや、幼児用プールについても

最低限、内側の塗装というんでしょうか、膜をつけて安全になるようになっているん

ですが、そこも取り替えなくてはならないことが分かりました。そうすると、再開を

前提とした調査設計が必要で、これが今、課長のほうで答弁させていただいたとおり

数百万円かかります。全く新しくするということではなくて、再開するためには、詳

細な見積りではありませんが、概算で７０００万円程度かかるということが分かりま

した。これは前回も答弁させていただいたとおりですが、かなりの金額がかかるとい

うことで、来年度、第６次長期計画に併せて、公共施設についても計画を立てていく
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ということなので、そこで方向性等を見定めていきたいと思っております。 

   なお、子どもたちについては、子ども議会のときに答弁させていただいたとおり、

夏休みにショートスイミングスクールというものを実施していますが、その回数を

２倍にして実施し、幾らかでも子どもたちのためになるように取り組んでいるところ

です。なお、今年度については６０名ほどの利用がありました。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   村上 一君。 

５番（村上 一君） １１１ページの教育費の小学校費で送迎委託業務のスクールバスな

んですけれども、３０２５万８０００円とあるんですけれども、前から見直しが必要

ではないかと私も話をしておるんですけれども、平成２４年に統廃合になった時点で

は、藤田小学校を中心に円形を描いて、そこの場所は徒歩で通学すると。それから外

れる場所はスクールバスということだったんですけれども、それが今回は石母田地区

が新たに加わる。その中で、児童数も減少している中で、来年度からはスクールバス

利用が１０５名くらいになるということで、金額として１人当たり３０万円くらいか

かるのではないかと。やはり見直しの時期だと前から言っているのですけれども、そ

の点お伺いします。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（澁谷康弘君） 村上一議員のご質問にお答えをいたしたいと思います。 

   今年度、予定をいたしました送迎委託業務、スクールバスの運行委託契約のための

経費でございます。 

   昨年度と比較いたしますと、消費税の増税分を除いてほぼ同額の内容でございます。 

   スクールバスの運行に関しましては、議員お質しのとおり、平成２４年から運行し

ております。それ以来、児童数は僅かずつ減少を続けているところでございまして、

見直しの必要性は確かに迫ってきていると認識をしているところでございます。 

   しかしながら、昨今の子どもたちをめぐる、いわゆる安全安心の確保をどうするの

かという部分もございます。また、スクールバスの運行のための検討委員会の中でも、

子どもたちの安全安心という部分が、一番先に委員の皆様からも出てきます。確かに

運動不足だとか、肥満解消とか、いろいろな問題はあるにしても、それよりも先に安

全安心の担保が最優先であろうというご意見もございました。 

   そのような中で、懸案でありました石母田地区についても何とかバスの運行を、現

６コースの中から一部石母田地区に入らせていただき運行するという方向のめどが立

ちました。今後、児童数がどんどん減少はしていきますけれども、そのような中で、

保護者の皆さんの意見、更には防犯関係団体の皆さんの意見なども聞きながら、見直

しについては今後とも進めていきたいと思います。令和２年度に関しましては、従来

通りの６コースの中に石母田地区も含んだ形で運行を進めたいと考えたところでござ

います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、次に、１１款災害復旧費から１４款予備費について質

疑ありませんか。１３３ページから１３５ページです。 

（発言する者なし） 

議長（東海林一樹君） なければ、最後に歳入歳出全体的な質疑に入りたいと思います。

質疑ありませんか。 

   松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 予算書の９６ページ、都市再生計画推進の阿津賀志山防塁歴史公園

整備工事として１億３０００万円が計上されております。ここは大規模な工事として、

大型バスが２台止まれる駐車場、それから、あずまやなども建設されるということで、

すばらしい公園になるのではないかと期待しておるわけです。 

   ところで、その駐車場にトイレが設置されますが、最初の説明では、健常者と障害

者のトイレが男子１基、女子１基ということでした。それではとても足りないという

議員の声があり、２回目の説明を求めました。そのときには、基本設計に戻って男子

が３基、女子が２基、そして、多目的が１基、それから倉庫、これは蓮池のための肥

料を入れる倉庫として位置づけられているんです。私が大変不可解なのは、男子のト

イレよりも女子のトイレが少ないんです。男子が３基で女子が２基、そして、多目的

が１基。他目的に女子が入れば同数ではないかという説明ですが、とんでもない話で、

多目的のところに男子が入れば、女子が使えるトイレは２つしかないです。そして、

不必要な倉庫が位置づけられています。トイレとして作るものに倉庫があるというの

は理解できません。倉庫と女子用のトイレとどっちが必要なのか、それを考えれば、

私はそんな倉庫は必要ないと考えます。そして、トイレとして作ったものを、別の目

的で使った場合に、目的外使用にならないか。国・県の補助金を使うのに、そういう

使い方でいいのかどうか、私はかなり疑問に思っています。一度作った計画は直せな

いというのではなくて、やはり間違いがあると思ったならば修正するべきです。はっ

きり言いますが、男子のトイレよりは女子のトイレのほうの数が多く必要だというの

が、大方の意見です。私はこの年末年始に多くの人に聞いてみました。女子のトイレ

のほうを男子よりも多くしてもらいたいという声が圧倒的です。なのに、男子のトイ

レが３つ、女子のトイレが２つ、多目的が１つ、そして倉庫です。この計画は、私は

見直すべきだと思うんですが、いかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） 松浦常雄議員のご質問にお答えいたします。 

   阿津賀志山防塁歴史公園の整備にあたりましては、昨年、策定しております阿津賀

志山公園整備基本計画に沿って整備検討を進めてまいりました。その中で、トイレに

ついては、整備基準に基づいて算定した６基を基本計画に掲げておりますので、その

最終結論に至るまでは様々な議論がありましたが、最終的に６基ということで議員の

皆様にも説明をいたしまして、議員懇談会の際に６基ということでご確認をいただい
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た中で、実施設計に盛り込ませていただいております。建物工事につきましては来年

度になりますが、そのような計画の中で進めてまいりたいと考えているところでござ

います。 

   それから、トイレの中に倉庫がありますが、これにつきましても、今回の公園整備

の中で中尊寺蓮池整備も一体的に行うものでございまして、蓮池の管理運営にあたり

ましては、中尊寺蓮池育成会等との協議をしてございます。その中で、蓮池管理の道

具類や肥料などの保管場所が必要だということで、トイレ・ガイダンス複合施設の中

に設備を設けたということでございます。補助の面でどうなのかということでござい

ますが、基本計画に基づき都市再生補助事業の中で、蓮池、トイレ、駐車場、一体と

なっての整備になりますので、問題ないものと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。私のほうから申し上げます。 

   今、課長の答弁がありましたように、前の議員懇談会の中で、議会の方向性はこう

しましょうと、基本計画にのっとって進めるということで方向性を決めてありますの

で、その辺はよくご理解をいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 冒頭の町長のご報告がありましたので、新型コロナウイルスの関係

で１点だけお聞かせください。 

   保健福祉課長の答弁で結構です。 

   実は、町内で藤田病院に新型コロナウイルスに感染した人が収容されているという

デマが飛び交っています。私はそれを聞いたときに、それはデマですよということは

申し上げておりますが、改正特措法の中で藤田病院がどういう位置づけになっている

のか。つまりどのように感染の状況が変わったら、藤田病院の機能を果たすようにな

るのか。これをお聞かせいただきたい。感染症のベッドが幾つで、あと今申し上げた

ように、どのような状態になったら、その他のベッドも使うようになるのか、これが

１点。 

   それから、もう一点は、国・県がこれを管理するというのは分かっております。し

たがって、基本的な収容状況を発表するのは、プレスリリースは多分国、厚生労働省

あるいは、ちょっと不勉強で申し訳ないんですが、もしかすると県、どちらかだと思

うんです。国見町が、独断でプレスリリースはできないという認識でいいのか、その

２点をお願いします。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 佐藤孝議員のご質問にお答えをいたします。 

   新型コロナウイルスの感染症は、感染病法に基づいて２月１日に指定感染症に指定

をされました。この指定によりまして、医師による感染者の届出、感染経路等の調査、

患者の移送、入院、就業の制限、消毒などが義務づけられることになります。具体的

には疑似感染者、感染者とも、移送や措置入院、強制的にというところが含まれると

いう意味での措置入院の適用となります。 
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   この措置入院については感染症指定医療機関に限定をされておりまして、全国に

４１０か所、病床数で１,８７１床となってございます。なお、福島県の県北におき

ましては、県立医大付属病院が２床、日赤福島病院が６床となってございます。これ

らの指定医療機関の病床が満杯となったときに、次のレベルになりますが、協力医療

機関に順次受入れ要請が県からなされるということになってございます。この協力医

療機関につきましては県北で８病院ありまして、その中に公立藤田総合病院が含まれ

ているというところでございます。現状では指定医療機関の病床が空いているという

ことでございますので、現時点で公立藤田総合病院に入院している可能性はないと理

解をしているところでございます。 

   それから、公表の関係でございますが、どこの医療機関に入院をしているかという

ところも含めて、公表につきましては福島県が行うことになろうかと思います。ただ

し、入院している医療機関の発表というよりは、感染者が確認をされたという発表を

福島県が行う、もしくは中核市が持っております保健所がありますので、保健所管内

のところで行うという形になってございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後１時まで休議いたします。 

（午後０時０３分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 歳入歳出全体的な質疑を続けます。質疑ありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） まちづくり交流課長にお伺いいたします。 

   会計予算書４９ページ、１１目地方創生推進費、１２節委託料６６０万円、主要施

策の概要は１９ページになります。 

   所管課は企画情報課ですが、まちづくり交流課の事業ということですので、まちづ

くり交流課長にお伺いいたします。この６６０万円の明細、ブランディング１２１万

円についてお伺いしたいと思います。 

   平成３１年第１回定例会においても、まちづくり交流課長に質問させていただいて

おりますが、その際、そのときの事業費予算９２０万円のうち、２５０万円がブラン

ディングプロモーションアドバイザー事業でした。 

   この業者は、道の駅開業準備の段階からの業者だと思います。今までの事業費をト

ータルしますと相当な額になると思いますが、具体的な業務内容と成果についてお伺

いいたします。 
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議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） 松浦和子議員のご質問にお答えいたします。 

   ２款総務費の地方創生推進費の委託料６６０万円のうち、ブランディング事業

１２１万円の内容についてということでございますが、これにつきましては、国見ブ

ランドの創造ということで、町のイメージづくりのために、国見らしい道の駅を統一

感のあるイメージやデザインで作り上げるために、ブランディングの専門家に様々な

アドバイスや提案をいただく事業でございます。 

   また、道の駅のみならず、町が各種パンフレットや案内サイン、さらに歴史公園な

どにも統一感のあるデザインをしてもらうものでございます。 

   今年度におきましては、道の駅のファストフードコーナーの模様替え、あるいはく

にみ市場のレイアウト変更、さらにレジの案内サインの設置などにアドバイスがあり

ました。 

   特に、くにみ市場のレイアウトにつきましては、以前は通路が狭く、陳列棚が高く

て圧迫感があるというようなご意見もございましたが、陳列棚、平台のほうに変更し

まして見通しが良くなり、広さが感じられるようになったと声もあると聞いておりま

すので、効果があったものと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 今、フードコート、それから直売市場のほうをリフォームしたとい

う答弁をいただきました。あと、いろいろとチラシのデザインなどお話を伺いました。 

   平成３１年第１回定例会での答弁の一部に、女性の目線や消費者目線で様々なアド

バイスや提案をいただく事業という答弁がございました。この１年で魅力ある道の駅

の国見あつかしの郷になっているとお考えでしょうか。お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   この委託業者につきましては、開業当時からこの道の駅の建設の基本コンセプトに

よりまして、この道の駅のイメージ、統一感を維持するために同じ業者、専門家のア

ドバイスを受けているところでございます。 

   様々なご意見があるかと思いますが、道の駅の来場者や売上げが今年度におきまし

ても昨年並みに確保できているということで、こうしたブランディングの成果がまた

行ってみたいというリピーターにつながっているものと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 来場者も多いということですけれども、これだけの交通の便が良く

て、４号線が走っておりまして１日２万台の交通量があるというお話を伺っておりま

した。 

   南は安達まで道の駅はありません。北は大崎市の道の駅までありません。ちょうど

その真ん中に位置している道の駅ですから、ましてや交通の便もいい、これは入場者
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数は入って当たり前だと思っております。 

   企業は結果を出して幾らの世界です。単純に考えて僅かオープン２年やそこいらで

リフォームをしなければならないような仕事をしているのかなと思うわけです。貴重

な町の財源を投入しており、慈善事業ではないわけですから町民の皆さんにもちろん

認めていただけるような、そんな道の駅、そして利用者に地域性を感じていただける

ような道の駅にしていかなければならないと思います。 

   大変申し訳ありませんが、女性目線を感じたことは一度もありませんし、川内野菜

とか地域のそういった特産物、川内野菜は本当においしいです。その野菜を探すのが

大変です。でも、見つかって求めて料理すれば本当においしいです。どうしてそうい

う国見町の地域の農産物を表に出していただけないのかなと、とても残念に思ってお

ります。 

   それで、ずっと長いお付き合いがあるんだと思いますけれども、今後の対応どうさ

れるのか、お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   様々なご意見いただいておりますが、このブランディングの事業ですが、委託につ

いてはアドバイスという部分でございます。皆さんの声も参考に、最終的には会社が

判断して実行することになりますが、より良い道の駅になるように引き続き取り組ん

でまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） ページ数、８４ページになります。 

   大枝排水機場ポンプの関連で質問したいと思います。 

   今回、昨年より５４１万９０００円予算として増えておりますけれども、この内容

を見ますと、電気工作物、それから電池交換とかといった細かい部分の数字が手許に

資料としてありますけれども、それによりますと、これは台風１９号によって壊れた

ための修理になるんでしょうか。この増額の部分はどうなんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 浅野議員のご質問にお答えいたします。 

   大枝排水機場の機器設置ということで、８４ページに６２５万円計上しております

が、これにつきましては、排水機場の設備であります直流電源盤の蓄電池の交換とい

うことで計上をさせていただいております。 

   これにつきましては、昨年の台風１９号の影響ということではなく、経年劣化的な

部分での蓄電池の交換ということで計上しております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 昨年の台風１９号ですけれども、通常にはない大雨が降ったとい
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うことで、この排水機場のポンプを動かすのが難しいほど、阿武隈川の水位が上がっ

たということで回さなかったという話も承っているのですけれども、このあたりはど

うなのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   昨年の台風時につきましては、４台ポンプありますが全て稼働したということにな

っております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） あそこの排水機場なんですけれども、かなり水位が上がると排水

が難しいような構造になっていたのではないかなと記憶しているんですけれども、そ

ういったことはないのでしょうか。ぎりぎりまで阿武隈川が水位が上がったとしても

排水はできるということなんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） お答えいたします。 

   阿武隈川の水位が上がってあふれるなんていうことでは困りますが、そうでなけれ

ば排水についてはポンプでできる構造になっております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 主要の施策の概要ということで、１３ページになります。担当は企

画情報課になります。 

   この中で、東京国見会１４３万２０００円という予算が計上されておりますけれど

も、この東京国見会に対しては、さきに佐藤孝議員が質問したと思うんですけれども、

既にある程度の成果が出てきていると、むしろ今度は仙台方面を重視してやっていく

ということでしたけれども、今回また東京国見会が復活したと。仮称でありますけれ

ども、東京ふるさと国見会ということになりますけれども、この内容についてもう一

度お話しください。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） 渡辺議員のご質問にお答えをいたします。 

   東京国見会につきましては、本年度については実施をしなかったということでござ

います。 

   以前に佐藤孝議員からご質問があったものを受けて、中身を今までのようなスタイ

ルではなくて本来の出身者を中心とした、さらにはそれを応援する方々を中心とした

会に変えようということで、令和２年度においては、参加を募って組織化を含めて進

めてまいりたいということでございます。 

   過去につきましては、風評対策事業やあるいはプロモーション事業といったものを

地方創生の一環を含めながら事業を実施してまいりました。令和２年度でその復興期
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間も終わる、令和３年度からの新しいステージに向けてコアとなる国見出身者を中心

にして、そこに応援する方々、今までいろんなツアーでいらっしゃった方々とか、ま

たは企業、企業版ふるさと納税を目指すような形を含めた企業の方々とか、そういっ

たものを含めてきちんとした組織化を図っていくということで、今回事業を検討して

まいりたいと考えているところであります。 

   ふくしま国見Ｄａｙにつきましては、昨年初めて実施しましたけれども、これはま

た別途、国見町に対する来客といいますか、客を呼ぶための手段の一つということで、

これはまた地方創生のほうで別に実施をしていくことになりますけれども、東京国見

会につきましても、組織化を図ってきちんとしたコアメンバーで立ち上げるというこ

とでご利用を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そうしますと、出身者、あるいはいろんな方々等、今までと同じ人

たちではなく、本当に国見町を応援している方を中心として、組織化するということ

で役場が中心となって組織を設立するということで考えてよろしいんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   スタイルはいろいろあろうと思います。全国１,７００何がしの市町村ございます

し、それぞれでいろんな形での運営がなされていると思います。 

   ただ、事務局の在り方につきましては、なかなか東京在住の方にお任せできるもの

かということもございますので、事務局としては、当然、担当である企画情報課が担

って、町の部局の人間もその国見会に関わるような形、そこに会長や副会長とか、ま

だ仮称でございますが事務局長とか、いろんな形の方が参画をしていただいて、あと

スタイルとして今後どうしていくか、町の会費をどうするかとか、補助金を出すのか

とか、そういったものはまだ全然詰めておりませんので、これは東京周辺に住んでい

らっしゃる国見出身の方々を中心にご議論をし、その規約を定めた上で、来年度行わ

れるであろうその会にはかって規約を定めて、今後の活動の在り方についてもご検討

していただければなと思っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、企画情報課長が言われた話を聞きまして、大変良かったなと思

っております。 

   こちら一つの例ですけれども、これから企画をする上でいろんな人を集めていただ

く方は、やはり国見を好きだと、国見のために何か応援したいという方を、いずれは

国見ふるさと納税に関わってもらいたいということの礎というか、土台づくりだと思

っております。 

   そのためには、本当に国見を好きな方にはおもてなし、つまりサービスをするとか、

そういうものではなく、国見に来たい人は会費を取ってもいいんではないかなと思っ
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ております。 

   そして、やはり私ども議員もそこに行くんだったら、議員も当然、会費払うべきだ

し、国見の良さをその方々と一緒に話して接するべきだと思っております。 

   そうすることによって、国見の良さを出身の方にもう一度気持ち良く、ああ、国見

ってこういう町なんだ、こういう町に育っているんだという気持ちを育ててもらって、

そこにふるさと納税がついてくるのだと思っておりますので、その企画の内容につき

ましては、今のように会費を取ってもいいから交ざっていただける、そういうしっか

りしたものを作ったほうが良いと思っておりますけれども、その点について改めてお

尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   今、議員おっしゃるとおりだと思います。会費を払ってでも参加していただける方

というのは心のある方だと思っていますから、国見出身者に限らず、先ほど申し上げ

ましたが、企業なんかは、ある例を申しますと前回の議会で申し上げましたニセコ町

あたりも、企業については会費を１口１万円ぐらいは取っている、それがいいかどう

かも含めてですが、国見に対してご協力いただける方は、地方創生と絡めてシナジー

効果が生まれるような、新たな取組にしてまいりたいと考えておりますので、議員に

もその際にはぜひ絶大なるご協力をお願いしたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかにありませんか。 

   八島博正君。 

１１番（八島博正君） 教育次長にお尋ねします。 

   先ほどの佐藤定男議員の質問と重複しますけれども、別な面から質問をします。 

   今定例会に提案されました予算書を見ますと、新規事業が先ほど質問あった滑川用

地の測量、それからため池ハザードマップの作成事業、そして防災行政無線デジタル

化工事、そのほか２つが幼稚園の新事業の２０万円、それから小中学校の入学支援事

業のこの５つなんです。 

   大体、継続事業でいいんですけれども、今回の小学校の入学支援事業、予算書の

１１２ページから１１６ページにあります。 

   たまたま議会前に、新聞で桑折町が新入生児童に制服の贈呈支給を行っているとい

う記事が写真入りで出ておりました。 

   先ほどの佐藤定男議員の質問に、次長はこの報償費の記念品が入学支度金と書いて

ないので、新規事業の中に含まれるとは分からないんだけれども、説明聞いて分かり

ました。予算書概要にも出ているんですけれども、報償費には、この支度金、支援事

業の金が含まれているとのことでした。 

   たまたま桑折町でやったんで、国見町もこれではやっぱり制服代としてやんなきゃ

なんないという発想でやったのか、それとも保護者から桑折町でやっているんだよと、

だから国見町も何らかのがほしいんだという要望があってやったのか、それともトッ
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プダウンで町長からほかの町でもやっているから国見町でやったらどうだという、そ

の発想というか、出てきた背景をお願いしたいと思う。 

   というのは、私は大賛成です。去年から言っているんですけれども、だた去年は町

当局ではちょっと考えてないという話だったんで黙っていたんですけれども、この町

村合併しないで小さい町、あるいは村、そのものでやっていると、いろんなことが次

から次と住民サイドで出てくる事業が多くなっております。 

   例えば、福島市、伊達市など、大きくなれば無理なことができる。給食費を無料化

するという動きも出てきております。 

   特に、今日、県内の１０町村で告示になる、議員の選挙があるところとか、町村長

の選挙あるときは公約しますけれども、細かいいろんな政策が出てきます。 

   よって、今回たまたまこの予算書ができた後に新型コロナウイルスの問題があって、

父兄の負担が大変なときに、フィットした新規事業になったのかなと思うんですけれ

ども、その背景について説明を願いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（澁谷康弘君） 八島議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

   今回のこの小中学校のいわゆる新入学支援事業として準備をさせていただきました

小学校入学児童１人当たり２万円、あと中学校の新入学の生徒３万円というような内

容でございます。 

   もともと町として、教育委員会として、子どもたちの子育て支援って何なんでしょ

うかというところが以前からございました。もちろんその時々で、例えばさきほど八

島議員がおっしゃったように、学校給食費の補助の部分ですとか、もちろんいろんな

形の支援があると思います。 

   その中で、国見でできる国見型の子育て支援というのは何でしょうかというところ

で、いろいろ検討した中の一つとして実現できそうだという部分が、この入学のタイ

ミングでお祝いをするということで、子育て支援になるような形のものを検討したと

ころでございます。 

   これだけではなくて、国見町は陰に隠れたところで子育て支援は進めてきていると

ころです。来年度は、ちょうどお金のかかる段階、幼児教育課でもありました幼稚園

に入るときのタイミング、それから小学校に入るタイミング、中学校に入るタイミン

グの支援の充実を図ったものです。 

   それ以外にも、例えば英語、一般質問でもありました新学習指導要領が始まるとい

うことで、国見はそれに先駆けて新しい学習指導要領に合わせた授業はもうやってい

るところですけれども、そこに対する英語の特別講師の配置や、英検の補助、来年度

はそこに数学の検定も含む形で子どもたちが学びたいところにできるだけ支援をして

いく、それも子育て支援の一つだろうと思っております。 

   そういったところの中のなかなか目に見えなかった部分ですけれども、ちょうど小

学校に上がるタイミング、中学校に上がるタイミングで、お祝いという形で子育て支

援をしていこうというのが今回の主な背景でございます。 
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   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） あさってに、新型コロナウイルスに対する政府の具体的な第２弾

の政策が打ち出されるという報道がされております。 

   直接父兄にも負担がかかっているところは国で助成金を出したほうがいいんではな

いかという声もありますんで、ぜひとも良いタイミングだったんで喜ばれると思いま

す。 

   次の質問に移ります。いいですか。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） それでは、予算書の１３８ページ、今年の予算書と去年の予算書

を比べてみますと大きく変わっている点がございます。 

   国見町のこの予算書の説明書はすばらしい、分かりやすく款項目節まで出ておりま

して、適用まで出てきますんで大変助かるんですが、今年の人件費を含む職員の管理

が変わりまして、今年の予算書は、節、最後の節のこの第１節の報酬、第２節の給料

で分かれておりますけれども、本年度の一般職の数、総数では２１９名、前年度

１０８名、この差は会計年度任用職員がここに入ってきたということだと思います。 

   ところが、定数条例を見ますと、定数は１２１名と決められております。これは今

から１０年前に制定されてずっと来ています。いわゆるこの条例の中にある職員とい

うのが前年度１０８名で、本年度２１９名、その差額の１１１名は今までの臨時職員

並びに嘱託職員という形だったのかどうか、その辺について、職員のトップである副

町長に質問したいと思います、それで間違いないんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 八島議員のご質問にお答えをいたします。 

   １３８ページの、給与費明細書の職員数でございますけれども、本年度２１９名、

前年度１０８名となっておりますけれども、議員お質しのとおり、この差の部分につ

きましては会計年度任用職員でございます。１３９ページのイの部分に書いてある会

計年度任用職員でございます。 

   そして、１３８ページのアの部分に本年度１０７名と記載してございますけれども、

この人数につきましては、今年の１月１日現在の任期付職員を含めました職員数の数

でございます。 

   それで、１月１日の職員数につきましては、１１８名でございますけれども、その

差１１名につきましては、これから審議をしていただきます特別会計のほうに振り分

けをしておるわけでありまして、それらのトータルで１１８名、この一般会計では

１０７名ということでございます。 

   それから、これは予算の説明資料でございますので、そんなことでの作り込みでご

ざいます。 

   なお、職員の定数につきましては、現在、条例定数１２１名となっているところで

ございます。 
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   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） 今年の予算書で見ますと確かにそういうふうになっていて、ただ、

この会計年度任用職員の改正案が出てきまして、国見町も９月議会で決まりまして、

今年からこうなったんですけれども、この条例に載っている職員の定数は変わらず

１２１名で、これ１０年前の条例からずっと来ています。 

   私が言いたいのは、その定数はそのままにして、職員は少なくして、この会計年度

任用職員をどこまでも多くしていくという人事管理は、果たして役場の職員の働き方

改革につながるのかどうか疑問に思うんです。 

   そこで、副町長にお尋ねしますけれども、この会計年度任用職員の定数や、募集の

範囲はあるんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 副町長。 

副町長（佐藤弘利君） 基本的な考え方といたしまして、現在、行政需要が非常に多くな

っている、さらには、高度化しているという状況を踏まえましたときに、やはり正職

員で対応していくことが本来は求められているんだろうと思います。 

   そういうことから考えますと、条例定数１２１名でいいのかとか、そういう議論も

ございますけれども、職員を一遍に採用することも難しいという状況もございますの

で、この予算書の資料にありますように、来年度については１１２名の会計年度任用

職員を採用して対応してまいりたいということでございます。 

   それから、質問のありましたこの会計年度任用職員の人数でございますけれども、

特に何名以内といったような制約はございません。 

   以上でございます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１１番（八島博正君） ３回目ですからこれで終わりますけれども、例えば１３９ページ

の会計年度任用職員の人数、本年度１１２名、報酬１億８８００万円、職員の手当等

出ています。 

   ところが、その下のこのいろんな手当は職員と違ってつきません。だから人件費を

低く抑えるには会計年度任用職員のほうに重きを置いていけばいいんですけれども、

働き方の改革の中でもいろいろ問題になっています。職員の仕事の仕方なり、あるい

は健康面から果たしていいのかなと思っております。 

   それで、最後に、やはり中心は職員なんだと思います。私は役場の職員は行政のプ

ロだと思っています。だから、役場で定年退職したから手伝ってもらうんだったら大

歓迎ですけれども、やはりできるだけ役場の職員を中心に進めるような方向でいかな

いと将来大変でないかなと思うんですけれども、最後に町長に伺います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） では、最後に私からご答弁させていただきたいと思います。 

   ご案内のように、来年度から制度が法律改正になって変わっていくと、いわゆる会

計年度任用職員の制度が導入されるという形になったわけでございます。 
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   ここまではいわゆる正式な職員、プラス嘱託、それから臨時職員の方等で約

２３０名近くでやってきたと、正式な職員は１２０名弱でやってまいりまして、来年

度から今度は会計年度任用職員ということで、今まで手当がほとんどなかったという

ことでございまして、今度は働き方改革の一環として、会計年度任用職員の制度が来

年度からスタートするという形になっておるところでございます。 

   したがいまして、ベースとしては私も今、八島議員お質しのとおり、やっぱり職員

が何年間もずっと勤める、つまり４０年近く勤めていくと、ノウハウを持ってずっと

やっていくということ、それが私もやはりベースだろうとは思っております。 

   ただし、経費的な問題とか、いろいろと世の中の情勢とか、あとは機動的に対応す

るとか、ある一時期に人が急にほしいとなるとか、いろいろあるんですね。ですから、

そういったときには、こういった会計年度任用職員のノウハウ、あるいはその配置等

によってやっていくことも、当然、町としての選択肢としてはあるんではないかなと

思っております。 

   ただ、ベースはやっぱり八島議員おっしゃるように、正式な職員がその流れの中で

負っていくということが一番よろしいんではないかなと思います。ただ、先ほど申し

ました財政的な問題とか、あるいは急にいろいろと仕事が出てきてどうするんだとか、

そういったときにはそういった方々がいないとなかなか、今度は業務が進まない、町

の行政が進まないという形になりますんで、そんなことも含めて総合的に判断をしな

がら、いわゆる正式な職員、それから会計年度任用職員を相互にうまくリンクし均衡

を図りながら、先につなげて行政の財源も見ながら対応していくということが私はベ

ストなのかなと考えておりますので、そんなところを十分頭に入れながら、また今、

八島議員からお話あったことも頭に入れながら、今後、行政運営を行ってまいりたい

と考えておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 企画情報課長にお伺いいたします。 

   会計予算書４７ページ、８目企画費、１８節負担金補助及び交付金のまちづくり推

進協議会事業１０８０万円についてお伺いいたします。 

   １０８０万円のうち、４００万円はビッグツリー・イルミネーション事業の補助金

とのことですが、残りの６８０万円の明細についてお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） 松浦議員のご質問にお答えをいたします。 

   ビッグツリー・イルミネーションにつきましては、昨年度までは別でしたけれども、

本年度イルミネーションと合体をしたということで、予算額としては増えているとい

うことでご理解をいただきたいと思います。 

   そのほかの部分ということでございますが、例年行っております商工会青年部中心

に行っております夏祭りに、昨年度は５０万円、義経まつり実行委員会に対し、昨年
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度枠の５５０万円、あとはふるさとＣＭ大賞につきましては２０万円、あとは小坂ま

ちづくりの会、大木戸歴史むらづくりの会に２０万円ずつと、あとは直接、直営の事

業ですが、フォトコンテストに２０万円ということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 主要施策の概要の１３ページの１２節委託料の９８５万２０００円

の中に、義経まつりの芸能人招致３７０万円、武者行列３７０万円とありますけれど

も、この予算とは全く関係ない別な目的で使われる５００万円なんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） 議員お見込みのとおりでございます。 

   芸能人招致と武者行列につきましては、県のみらいを描く助成金、この助成金を充

当するということで、直営事業としての経費で別途委託用に計上しております。 

   そのほかの部分の運営につきましては、まちづくり推進協議会を通じて義経まつり

実行委員会へ補助金として支出をして実行していただく予算ということでございます

ので、ご理解を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 教育長もしくは学校教育課長になるかと思います。予算書につい

ては、３１ページと１３１ページになります。学校給食費の問題です。 

   今回、学校給食費、保護者負担分を値上げするということで説明を受けたわけなん

ですけれども、これらの値上げした分は、一体幾らぐらいになるんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（澁谷康弘君） 浅野議員のご質問にお答えをいたします。 

   歳入の事業収入の中の給食事業収入のところでまず申し上げたいと思います。 

   今回、歳入で見ていますのが、給食事業収入現年分としまして３８２９万

７０００円でございます。 

   金額の比較ということでよろしかったかと思いますけれども、約４３０万円ほどの

収入増ということとなります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） これは幼稚園で２９円、それから小学校で３４円、そして中学校

で４２円のそれぞれ値上げということになりますけれども、この負担分が４３０万円

になるということなんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（澁谷康弘君） 浅野議員おっしゃるとおりでございます。新たにこの分の

負担が増えるということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） ４３０万円、そして今回新たに始めました事業として、先ほど八

島議員がおっしゃいましたけれども、入学時の支援事業というものが幼稚園、小学校、

中学校含めて総予算で３３０万円ということで新たな出費となっております。 

   そして、答弁の中で、子育て支援をしているということも答弁の中でありましたけ

れども、そういう子育て支援をしている中で、今回の値上げはなぜ起こったんでしょ

うか。 

   これは本当に保護者にまた負担をかけることになって、子育て支援とは逆行する政

策ではないかと私、思うんですけれども、この点ではいかがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（澁谷康弘君） お答えいたします。 

   今回の給食費の値上げにつきましては、平成２６年度に消費税が増税になったとき

に見直されてから、それ以来の値上げとなるものでございます。 

   既に、この間、いわゆる物価上昇分については吸収し切れなくなりまして、本来も

っと早い段階で値上げすべきだったと我々としては考えております。 

   そのような中ではありましたが、平成３０年度に保護者の皆さんにアンケートを実

施をさせていただきました。その中では、給食に対する皆さんの思いですとか、今後

どのようにしていったらいいかというところも含めてお聞きをしたところでございま

す。 

   原材料とか、いわゆる牛乳など、非常に上がってきている中で、子どもたちにおい

しくて安全なものを食べさせたいという保護者の思いは非常に大きく表れております。 

   当然、毎月支払っていただくものでございますので、安いにこしたことは多分ない

と思います。しかしながら、それ以上に給食、食育という側面も持っております。 

   そのような中で、本物の味を、ごまかしたものではない本物の味を子どもたちには

味わわせたいんだという保護者の思いが非常に大きかったということで、平成３１年

度、令和元年度給食センター運営委員会の中で何度か協議をさせていただきまして、

ほぼアンケートと同じような委員の皆様のご意見をいただけたということで、今回、

値上げをするものとなったところでございます。 

   子育て支援と非常に逆行しているのではないかという部分はございます。しかしな

がら、食といいますのは、作った方に感謝をしたり、それから自分の食べた物が自分

の体にどういうふうに自分の身になっていくのかという、そういう食育の部分も非常

に大きいものと思っております。 

   そういったところについては学んでいただく、あと、確かに逆行する部分あるかも

しれませんけれども、節目節目で非常にお金のかかってくる入学の時期に子育て支援

として何らかのそのお手伝いをしていけるというのが、今取れる一番いい形だろうと

いう判断で、このような形にさせていただいたものでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 
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（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これで本案の質疑を終了いたします。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

   浅野富男君。 

１０番（浅野富男君） 議案第２０号についての討論を行います。 

   一般会計予算についてでありますけれども、この予算の中には、幼稚園、小学校、

そして中学校の給食費について値上げの部分があります。 

   今の教育については、教科書を含めまして、無償の教育に少しずつ近づいているも

のと考えております。本町でも子育て支援に取り組んでいる中で、このような値上げ

をするということは、その姿勢が問われるんではないかと思っております。 

   また、県内の小中学校の給食費については、約半数の自治体が一部または全額の補

助を行っている状況にあります。 

   また、消費税率が引き上げられ、景気は下向きの中で、保護者の新たな負担を求め

ることは、本当の意味で子育て支援に取り組んでいるのかが問われると感じておりま

す。 

   よりまして、今回の一般会計予算については、この部分について反対を表明するも

のであります。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） ほかに討論ございませんか。 

   佐藤定男君。 

６番（佐藤定男君） 私は一般会計予算に賛成の立場から意見を申し上げます。 

   ただいま浅野議員のほうから、給食費の値上げの部分についてということで反対討

論がありましたけれども、この件につきましては、先ほど学校教育課長からご説明が

ありました。 

   理由としては、前回の消費税アップに対して、そのときの値上げからずっと据置き

で来ていると、その間、物価も上がっております。いろんな経費が上がってきている

状況の中で、この点についてどうするかということになりますが、値上げについては

ＰＴＡや関係者の方々、アンケートなりご意見を伺った上で、その中では値上げも食

育の観点からもやむを得ないという状況になっているというご説明を聞いております。 

   私はまさにその説明に納得いたしますので、この値上げについてはやむを得ない。

まして、この予算について賛成することといたします。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） そのほか討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 
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（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２１号 令和２年度国見町大木戸財産区特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第２、議案第２１号「令和２年度国見町大木戸財産区特別会

計予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） 予算書のページ数、１４９ページをお開きいただきたいと

思います。 

   議案第２１号、令和２年度国見町大木戸財産区特別会計予算についてご説明申し上

げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２２号 令和２年度国見町入山財産区特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第３、議案第２２号「令和２年度国見町入山財産区特別会計

予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   産業振興課長。 

産業振興課長（蓬田英右君） それでは、予算書の１５７ページをお開きいただきたいと

思います。 

   議案第２２号、令和２年度国見町入山財産区特別会計予算についてご説明申し上げ

ます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 
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議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） ２時１０分まで休議いたします。 

（午後２時０１分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後２時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２３号 令和２年度国見町公共下水道事業特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第４、議案第２３号「令和２年度国見町公共下水道事業特別

会計予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第２３号、令和２年度国見町公共下水道事業特別会計

予算についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 
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◇議案第２４号 令和２年度国見町後期高齢者医療特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第５、議案第２４号「令和２年度国見町後期高齢者医療特別

会計予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第２４号、令和２年度国見町後期高齢者医療特別会計

予算についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２５号 令和２年度国見町国民健康保険特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第６、議案第２５号「令和２年度国見町国民健康保険特別会

計予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第２５号、令和２年度国見町国民健康保険特別会計予

算についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 一般会計の町税収入については、納税者数が減っているということ

で、収入はもちろん減ると。課長答弁では、１人当たりの額も若干減った積算になっ

ております。 

   一方、国保特会は、加入者数が１０６名減少しているにも関わらず、国保税収入が

増えていると。この背景ですが、一般的に考えられるのは、医療費の伸びを大きく積

算をしたので、それに伴う国保税が増えるということなんでしょうが、概要の中の比

較表を見ても医療費については逆に減っている積算になっています。 

   では、ほかの原因はとなると、税率を高めに設定したのかということがあります。
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もう一つは、制度が変わったということで、国見町の医療費の動向、その他の保健事

業とか考えないで医療費だけ考えれば、医療費の動向に関わらず県がプールしてある

県全体で計算した中で国見町はこれだけ払ってくださいと、そのような積算で今回伸

びているのか、その背景をお聞かせください。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 佐藤孝議員のご質問にお答えをいたします。 

   平成３０年４月からの国保制度改革によりまして、福島県が財政運営の主体となっ

たことは先ほどご説明をしたとおりでございます。 

   必要な歳入につきましては、県が各市町村からの国保事業納付金を決定して、各市

町村はこの納付金の歳出に充てるため国保税を賦課徴収するということになってござ

います。 

   一方で、各市町村の療養給付費のいわゆる医療費につきましては、給付に必要な全

額を福島県が普通交付金として支払うということになってございます。 

   ご質問の令和２年度の国保特会中の国保税の収入が前年度を上回っているというと

ころの理由についてでございますが、議員お質しのとおり、被保険者数は減少してご

ざいますが、昨年１２月に県から示されました国保事業納付金の仮算定額が、令和元

年と比較しましてあまり変わらないという状況になってございます。これが一番大き

な要因であると考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 答弁を丸のみすれば、医療費の動向を見極めて歳出を決めていくと

いうことではなくて、あくまで県全体の医療費あるいは保健事業等も含めた数字で最

終的に決まっていくということになろうかと思います。 

   だとすると、国見町の医療費が仮に予想どおり少なくて済んだ場合でも、他市町村

の動向によっては県に納めるお金が増えると、したがって税金も増えると。 

   逆に、国見町での医療費が前年より多くなったと、インフルエンザが増えたとか、

病気になった人が多いとかで、その場合は逆に県の医療費の動向によって町の負担分

が下がるということも理論上あり得るという理解でよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   国保制度の改革前は、前段、佐藤議員ご指摘のとおり、医療費の推計から保険税を

算定するということでございました。 

   おおむね医療費が増えれば保険税も増えるという構図でございました。著しい医療

費の増加に対しては、基金を取り崩すとか、あるいは一般会計からの繰入れ、そのよ

うなことが逆に課題とされてございました。 

   国保制度改革によりまして、福島県というより大きな器で著しい医療費等の増加に

対応することが可能となりましたので、各市町村の負担の平準化が図られるようにな

ったと理解をしてございます。 
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   ただ、この制度は、県内５９市町村の助け合いの制度と見ることもできますので、

国見町の医療費が減少したとしても、県全体の医療費が増える等の場合については、

納付金が増加し、結果として保険税が増えることは理論上あり得るものと理解をして

ございますし、その逆もまたあり得ると考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 基金の活用として、国保の基金が今、５９００万円、この活用が当

然、政策減税としての財源だという理解をしております。 

   新年度予算であるように、医療費が減る予測をしているにも関わらず、仮算定で国

保税収入は高く見るしかないと。そうすると、国見町の動向に関わらず税金が増える

と、予算上そうなりますから、自分たちの責任で税金が減るということはないわけで

す。税、収納率がどうとか、そういうの全く抜きにしてですよ。 

   そうすると、今現在、この予算を上程している基本的な考え方からすると、政策減

税の実施する根拠を十分満たしているわけです。したがって、このまま数字が動くか

どうか分かりませんが、６月議会での国保税の最終的な決定のときには、現年度水準

を維持するための政策減税はあり得るという理解でよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   まず、今回の提案をしてございます国保特会の部分につきましては、決まっている

数字が何一つありません。その中で、積算の想定をしてお出しをしているということ

なので、具体的に精査をした部分については、６月になるということだけはご理解を

いただきたいと思います。 

   まずは、さきの答弁で述べましたように、５９市町村の負担の平準化、これが今回

の制度改革の目的でありまして、県内全市町村で助け合うという制度でもございます。 

   しかし、現状では、各市町村によって医療費の水準に差があること、また、所得の

水準にも差がありますことから、現在、一定の保険税水準の枠に収まる時期までは、

それぞれの格差を是正する方法が取られているところでございます。 

   町では、将来の一定の保険税水準の枠に収まるレベルを想定しながら、単年度単年

度の急な保険税の上昇などにつながらないよう、財政調整基金を活用していくべきも

のと考えてございます。 

   なお、令和２年度の保険税率算定に向けましては、様々な数値がこれから見えてき

ますので、しっかりと精査をしていきたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 
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議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２６号 令和２年度国見町介護保険特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第７、議案第２６号「令和２年度国見町介護保険特別会計予

算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   保健福祉課長。 

保健福祉課長（菊地弘美君） 議案第２６号、令和２年度国見町介護保険特別会計予算に

ついてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２７号 令和２年度国見町土地開発事業特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第８、議案第２７号「令和２年度国見町土地開発事業特別会

計予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   企画情報課長。 

企画情報課長（阿部正一君） 議案第２７号、令和２年度国見町土地開発事業特別会計予

算についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 
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   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２８号 令和２年度国見町渇水対策施設特別会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第９、議案第２８号「令和２年度国見町渇水対策施設特別会

計予算」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第２８号、令和２年度国見町渇水対策施設特別会計予

算についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第２９号 令和２年度国見町水道事業会計予算 

議長（東海林一樹君） 日程第１０、議案第２９号「令和２年度国見町水道事業会計予算」

の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 議案第２９号、令和２年度国見町水道事業会計予算につい

てご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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   渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 上下水道課長にお尋ねいたします。 

   今回、この予算の中の補助事業として、２４１０万円ということで、その４分の

１が国庫補助金で、あと自己資金であるということになりまして、重要供給施設への

布設工事を行うということですけれども、まず、この重要供給施設というのはどこな

のか、その辺をお知らせください。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   重要給水施設の場所でございますが、地域防災計画によります災害など、緊急時に

おける重要な拠点となります病院や学校、集会所などの給水優先度の高い施設であり

ます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 病院、学校だと思うんですけれども、この事業は、病院、学校の供

給管は老朽化しているという仮定の下で始まったんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 老朽管でもありまして、さらに過去に漏水が多く発生して

いる配水管であります。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そうしますと、先ほどの病院、学校及び重要施設に供給するという

ことなんですけれども、この事業は本年度、２４１０万円で全ての施設にやれる金額

か、それとも、計画的に何年間かかる事業なんでしょうか。その点お尋ねをいたしま

す。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   この事業につきましては、今年度から始まる事業でありまして、計画的に更新して

いくということであります。 

   今年度につきましては、２か所を予定しておりまして、１か所目につきましては、

山崎堂ノ前地内で小学校に通じる配水管、２つ目につきましては、森山上野台地内、

これは中学校に通じる配水管の工事を予定しているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「違う質問になります」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） もう一つ、違う質問ということでお願いいたします。 

   主要の施策にもありますように、水道施設整備事業ということで、町の単独事業に

なっております。そして、その単独事業なんですけれども、本年度は約２０００万円
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ほど下がっております。 

   というのは、水道というものは、先ほども課長が言いましたように、安心して良質

な水道を安定供給するということは、漏水管があったとしてもそれを投げておくよう

な、相反することになるんではないかと。 

   つまり、工事費は減らして、水道を良くしましょうというのはおかしいのではない

のか。良質な水道を増やして、なおかつ漏水管を減らすことによって、最終的には水

道料金を下げることが必要だと思うので、なぜ２０００万円工事費が下がっているの

か、その点についてお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   ２０９０万円ほど減ということでありますが、単独事業といたしまして、主に老朽

管の布設替えを目的に予算を計上しているところでございますが、今年度につきまし

ては、国道４号の拡幅工事並びに県道の改良工事に伴います布設替え工事がありまし

た。 

   老朽管布設替え以外の工事が多かったことから、令和２年度におきましては、この

ように減額となったところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そうしますと、今、課長が言いましたように、この布設のほうを一

般町民に対する布設工事は変わりなく、来年度もやっていけるということで理解して

よろしいでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） 漏水工事、老朽管の工事につきましては、次年度以降も計

画的に実施していきたいと思っております。 

   答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 水道水の安定供給、今、渡辺議員も話されておりましたが、まずは

水質の維持と、経営の安定が最も大事でありますから、その一番のネックになってい

るのが漏水ということになります。 

   令和元年度の直近の有収率、補正予算で課長答弁をいたしましたが、７７％という

数字だと記憶しています。つまり２３％が無駄に捨てられてしまっているという計算

で、令和２年度の予定給水量からすると約２０万立米になると思います。 

   額とすれば、どの程度の金額が無駄に流されようとしているのか、教えてください。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   ２３％分の損失額ということでございます。水企業団から受水費としまして、１ト

ン当たり３８円で購入をしております。そうしますと、概算でですが９９０万円ほど
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の損失となる見込みです。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 約１０００万円ということになります。 

   それで、何回も同じような質問しているわけでありますけれども、漏水の発見、当

然、役所でいろいろ自ら発見するという仕事も行っておりますが、何よりも町民の

方々に漏水発見の協力を呼びかける広報活動をしていると思います。 

   ただ、これだけでは、この間の有収率の推移を見ても限界があると、したがって、

新しい漏水発見として今、考えている事業、あるいは手法というものがあればお聞か

せください。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 

   令和２年度におきまして、新たな取組といたしまして、配水メーター１０か所の設

置を予定しているところでございます。 

   現在、配水ブロックごとに配水メーターを設置しまして、配水量を監視しておりま

す。さらに、漏水が多い区域をエリア分けをしまして、そこにその配水メーターを設

置しまして、エリアを絞り込みまして、漏水の状況をより詳細に把握しまして、漏水

発見に努めていきたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

   佐藤 孝君。 

２番（佐藤 孝君） 有収率を高めるために最も効果的なのは、配水管の布設替えをすれ

ば一番いいわけですが、これは経費の問題とかあるいは時間的な問題等があって、そ

う簡単にできるものではないと。 

   ただ、しっかりとした将来計画を作ってやらないと、なかなかこれも着手できるも

のではないということは分かっております。 

   したがって、当面強化すべきは、今、課長の答弁にもあったように、現実的対応と

して新しい配水メーター１０か所、ブロックごとにつけるということも一つの手だろ

うと思っております。 

   いずれにしても、全国の有収率の平均が約９０％、福島県、私は分かりませんけれ

ども、全国平均９０％です。国見町とここ数年の有収率を比較すると大体十二、三％

の開きずっとあります。 

   この差を埋めるには、やはり３年とか５か年計画の有収率アップ作戦といいますか、

そういう計画を作って、今、課長おっしゃったような具体的な施策事業を、各年度各

年度差し込んでいくということが大事だと思うんですが、年次別の有収率を上げる計

画の策定について、お考えあるかどうかだけお聞かせください。 

議長（東海林一樹君） 上下水道課長。 

上下水道課長（宍戸浩寿君） お答えいたします。 
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   漏水の個別具体策ということかと思いますが、現在、１２月の補正で承認いただき

ましたアセットマネジメント資産管理に取り組みまして、財政的な裏づけのある中長

期的な観点からの老朽管及び水道施設の更新計画を策定しているところでございます。 

   さらに、個別具体の対策ということでございますが、議員ご指摘の点を踏まえまし

て、目標を設定するなど、毎年の調査内容を見直しまして、漏水防止対策計画の策定

などを検討していきたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第２９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） ３時３０分まで休議いたします。 

（午後３時２０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後３時３０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員長報告（陳情第７号、陳情第８号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１１、「常任委員長報告」を行います。 

   総務文教常任委員会に付託されました陳情第７号の審査結果について、総務文教常

任委員長より報告を求めます。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 今定例会において、総務文教常任委員会に付託されました陳情１件

の審査の報告をいたします。 

   本委員会は、去る３月３日、午前１１時より委員会室において、委員会委員全員の

出席の下で開催いたしました。この会議には、菊地保健福祉課長、職務として松浦議

会事務局長が出席しております。 

   陳情第７号の審査の結果を報告いたします。 
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   陳情第７号は、「看護師と介護従事者の特定最低賃金新設を求める陳情」でござい

ます。 

   陳情の趣旨は、高齢化が進む中で、医療や介護の需要はますます高まることが予測

されております。看護師や介護従事者の慢性疲労や健康不安、体力の限界など、様々

な問題を抱えている過酷な勤務実態が浮き彫りになっております。さらに、低賃金・

過重労働が人員不足を深刻化させております。 

   以上のことから、厳しい労働環境の改善や処遇の改善、賃金の地域格差解消を求め、

国に対する意見書の提出を求めるという内容です。 

   本委員会は、本陳情について全会一致で採択といたしました。 

   以上、報告といたします。よろしくお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから陳情第７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。この陳情は委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、陳情第７号は委員長報告のとおり採択と決しました。 

   次に、産業建設常任委員会に付託されました陳情第８号の審査結果について、産業

建設常任委員長より報告を求めます。 

   ５番村上 一君。 

５番（村上 一君） 今定例会におきまして、産業建設常任委員会に付託された陳情第

８号の審査結果についてご報告いたします。 

   産業建設常任委員会は、３月３日、午前１１時より役場中会議室において開催し、

会議には、委員５名と説明のため武田まちづくり交流課長、職務のために佐々木事務

局員が出席しております。 

   陳情第８号でありますが、本件は「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める

意見書提出の陳情」であります。 

   陳情の趣旨は、平成２８年６月に毎年年率３％程度をめどとした引上げ、全国加重

平均１,０００円を目指すとの閣議決定をいたしました。 

   最低賃金の引上げは、全労働者の４割を対象としている非正規労働者の向上に直結

し、内需の拡大に寄与することから、日本経済がデフレから脱却を図り、持続可能な

経済好循環を結びつけるには最低賃金の大幅の引上げが必要不可欠であります。 

   また、前年実施された消費税の引上げが非正規労働者に与える影響を考えた場合、
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最低賃金の持つセーフティーネット機能を維持するためにも、物価上昇と消費税の引

上げ等を考慮した最低賃金の引上げが必要となります。 

   福島県の復興を促進させる上でも一定水準の賃金を確保することは、県内労働者の

確保、人口流出抑制防止を見据えた金額とすることが非常に重要なことから賛成すべ

きとの結論となり、全会一致で採択すべきと決しました。 

   よろしくお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから陳情第８号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。この陳情は委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、陳情第８号は委員長報告のとおり採択と決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 議案の追加がありますので、暫時休議いたします。 

（午後３時３８分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後３時４０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇追加日程の議決 

議長（東海林一樹君） ただいま配付いたしました追加日程表のとおり、６件の追加があ

りますので、これを本日の日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、この６件は直ちに議題とすることに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇町長提案理由の説明 

議長（東海林一樹君） 書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 
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議長（東海林一樹君） 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（太田久雄君） ただいま追加ご提案申し上げました議案につきまして、ご説明を申

し上げます。 

   議案第３０号「工事請負契約について」は、阿津賀志山防塁下二重堀地区歴史公園

造成工事につきまして、３月１０日に入札会を開催し、契約予定相手方が決定いたし

ましたことから、この予定価格が５０００万円以上となりますことから、地方自治法

及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、

議会の議決を求めようとするものでございます。 

   次に、同意第１号でございます。 

   「国見町大木戸財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて」につきま

しては、現在の管理委員が令和２年３月２０日をもって任期満了となりますことから、

髙橋喜代志君ほか６名を適任と認め、選任したいため、議会の同意を求めようとする

ものでございます。 

   慎重ご審議の上、速やかなるご同意等を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の

説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３０号 工事請負契約について 

議長（東海林一樹君） 日程第１２、議案第３０号「工事請負契約について」の件を議題

といたします。 

   本議案について説明を求めます。 

   まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） 議案第３０号、工事請負契約についてご説明申し上

げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   松浦和子君。 

３番（松浦和子君） まちづくり交流課長にお伺いいたします。 

   ９５７０万円は税込みの金額だと思いますが、町内には建設工事の業者がおられま

す。それで、単独受注になっているようですけれども、企業体を組むということは考

えられなかったのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（武田正裕君） 松浦和子議員のご質問にお答えいたします。 

   指名業者についてですが、特定建設業の許可を受けている町内業者４社を指名いた

しまして、１社が落札したところです。この特定建設業者ですが、元請業者として受

注した工事を下請に出す際、その総額が４０００万円以上を下請に出すことができる

業者ということで、企業体ということではなくて、下請に出すことが可能な業者とい

うことでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇同意第１号 国見町大木戸財産区管理委員の選任につき同意を求めることに 

       ついて 

議長（東海林一樹君） 日程第１３、同意第１号「国見町大木戸財産区管理委員の選任に

つき同意を求めることについて」の件を議題といたします。 

   書記に議案を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから同意第１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本件はこれに同意することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、同意第１号は原案に同意することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇発議第１号 看護師と介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新 

       設を求める意見書 

議長（東海林一樹君） 日程第１４、発議第１号「看護師と介護従事者の全国を適用地域

とした特定最低賃金の新設を求める意見書」の件を議題といたします。 

   書記に議案及び意見書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

議長（東海林一樹君） 提出者より説明を求めます。 

   ３番松浦和子君。 

３番（松浦和子君） 提案理由の説明につきましては、ただいま書記が朗読したとおりで

ございます。速やかなるご決定をお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） 質疑ありませんか。 



 

‐167‐ 

 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を省略し、発議第１号の採決を行います。この採決は起立によって行

います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、発議第１号は原案のとおり可決いたしました。 

◇          ◇          ◇ 

◇発議第２号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 

議長（東海林一樹君） 日程第１５、発議第２号「福島県最低賃金の引き上げと早期発効

を求める意見書」の件を議題といたします。 

   書記に議案及び意見書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

議長（東海林一樹君） 提出者より説明を求めます。 

   ５番村上 一君。 

５番（村上 一君） 提案理由は、ただいま書記が朗読したとおりであります。速やかな

る決定のほどをよろしくお願いいたします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を省略し、発議第２号の採決を行います。この採決は起立によって行

います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、発議第２号は原案のとおり可決いたしました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議員の派遣について 

議長（東海林一樹君） 日程第１６、「議員の派遣について」の件を議題といたします。 

   おはかりいたします。 

   本件はお手許に配付したとおり派遣することにいたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   よって、本件はお手許に配付したとおり派遣することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員会の所管事務調査について 
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議長（東海林一樹君） 日程第１７、「常任委員会の所管事務調査について」の件を議題

といたします。 

   本定例会までに総務文教、産業建設、広報の各常任委員長より、私宛てに閉会中の

調査について、それぞれ実施したい旨の申出がありました。 

   おはかりいたします。 

   各常任委員長の申出のとおり、閉会中の調査を実施することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、閉会中の調査は実施することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇町長挨拶 

議長（東海林一樹君） 以上で、本定例会に付議された議案の審議は全部終了いたしまし

た。 

   町長より挨拶があります。町長。 

町長（太田久雄君） 令和２年第１回国見町議会定例会の閉会にあたり、ご挨拶を申し上

げます。 

   ご提案申し上げました議案につきましては、慎重ご審議と格別のご理解を賜り、全

議案につきまして原案のとおりご議決を賜り、誠にありがとうございました。 

   また、議案審議の過程におきまして、議員の皆様方からいただきましたご意見など

を十分踏まえまして、今後の町政運営にあたってまいりたいと、このように考えてお

るところでございます。 

   なお、議員の皆様におかれましては、時節柄、三寒四温ということでいろいろと動

きがございますので、どうぞお体には十分にご留意の上、今後とも復興、それから町

政の進展、さらには町民福祉の向上のためにお力添えを賜りますよう心からお願い申

し上げ、閉会の御礼のご挨拶というふうにさせていただきます。ありがとうございま

した。 

◇          ◇          ◇ 

◇閉議及び閉会の宣告 

議長（東海林一樹君） これをもって、本日の会議を閉じます。 

   令和２年第１回国見町議会定例会を閉会いたします。 

   ご苦労さまでした。 

（午後４時０２分） 
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